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(57)【要約】
生分解性の組成物、材料、グローブおよびその方法が本
明細書で開示される。種々の態様の中で、ａ）アクリロ
ニトリルブタジエン系ゴム；ｂ）アルカリ安定化剤；ｃ
）金属酸化物架橋剤；およびｄ）生分解剤を含む組成物
から形成され、生分解剤非存在下での実質的に同一な参
照エラストマー材料の生分解速度よりも大きな、ＡＳＴ
Ｍ　Ｄ５５１１試験基準に従って測定される生分解速度
を示す、生分解性エラストマー材料が本明細書で開示さ
れる。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生分解性エラストマー材料であって、
ａ）アクリロニトリルブタジエン系ゴム；
ｂ）アルカリ安定化剤；
ｃ）金属酸化物架橋剤；および
ｄ）生分解剤
を含む組成物から形成され、
生分解剤非存在下での実質的に同一な参照エラストマー材料の生分解速度よりも大きな、
ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１試験基準に従って測定される生分解速度を示す、
上記生分解性エラストマー材料。
【請求項２】
　アルカリ安定化剤が１００乾燥部のアクリロニトリルブタジエン系ゴムあたり０部超～
約２．０部の量で存在する、請求項１に記載の生分解性エラストマー材料。
【請求項３】
　アルカリ安定化剤が水酸化アルカリを含む、請求項１または２に記載の生分解性エラス
トマー材料。
【請求項４】
　アルカリ安定化剤が水酸化カリウムを含む、請求項１～３のいずれか一項に記載の生分
解性エラストマー材料。
【請求項５】
　アルカリ安定化剤がアンモニアを含む、請求項１または２に記載の生分解性エラストマ
ー材料。
【請求項６】
　組成物が約８．５～約１０．５の範囲のｐＨを有する、請求項５に記載の生分解性エラ
ストマー材料。
【請求項７】
　アクリロニトリルブタジエン系ゴムがアクリロニトリル・ブタジエンゴムラテックスで
ある、請求項１～６のいずれか一項に記載の生分解性エラストマー材料。
【請求項８】
　アクリロニトリルブタジエン系ゴムがカルボキシル化アクリロニトリル・ブタジエンゴ
ムラテックスである、請求項１～７のいずれか一項に記載の生分解性エラストマー材料。
【請求項９】
　金属酸化物架橋剤が酸化亜鉛または酸化マグネシウムである、請求項１～８のいずれか
一項に記載の生分解性エラストマー材料。
【請求項１０】
　金属酸化物架橋剤が１００乾燥部のアクリロニトリルゴムあたり０部超～約５．０部の
量で存在する、請求項１～９のいずれか一項に記載の生分解性エラストマー材料。
【請求項１１】
　金属酸化物架橋剤が酸化亜鉛を含む、請求項１～１０のいずれか一項に記載の生分解性
エラストマー材料。
【請求項１２】
　組成物が、感熱剤、界面活性剤、加硫剤、無機充填剤、抗酸化剤、顔料、および付臭剤
からなる群から選択される少なくとも１つの添加剤、またはそれらの組み合わせをさらに
含む、請求項１～１１のいずれか一項に記載の生分解性エラストマー材料。
【請求項１３】
　組成物が１００乾燥部のアクリロニトリルブタジエン系ゴムあたり０部超～約２０．０
部の量で存在する無機充填剤を含む、請求項１２に記載の生分解性エラストマー材料。
【請求項１４】
　生分解剤が１００乾燥部のアクリロニトリルブタジエン系ゴムあたり０部超～約２．０
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部の量で存在する、請求項１～１３のいずれか一項に記載の生分解性エラストマー材料。
【請求項１５】
　生分解剤がカルボン酸化合物を含む、請求項１～１４のいずれか一項に記載の生分解性
エラストマー材料。
【請求項１６】
　生分解剤が、化学誘引性化合物；グルタル酸またはその誘導体；５～１８炭素の鎖長を
有するカルボン酸化合物；重合体；および膨潤剤を含む、請求項１～１５のいずれか一項
に記載の生分解性エラストマー材料。
【請求項１７】
　生分解剤がアクリロニトリルブタジエン系ゴムを消化することが可能な微生物をさらに
含む、請求項１５に記載の生分解性エラストマー材料。
【請求項１８】
　生分解剤に含まれる前記重合体が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合
体、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、ポリテレフタレート、ポリエステル
、ポリ塩化ビニル、メタクリレート、ナイロン６、ポリカーボネート、ポリアミド、ポリ
クロロプレン、アクリロニトリルブタジエン系ゴム、および前記重合体のあらゆる共重合
体からなる群から選択される、請求項１５に記載の生分解性エラストマー材料。
【請求項１９】
　生分解剤が相溶化剤をさらに含む、請求項１５に記載の生分解性エラストマー材料。
【請求項２０】
　生分解剤が担体樹脂をさらに含む、請求項１５に記載の生分解性エラストマー材料。
【請求項２１】
　前記担体樹脂が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合体、無水マレイン
酸、ポリオレフィンを有するアクリル酸からなる群から選択される、請求項１５に記載の
生分解性エラストマー材料。
【請求項２２】
　生分解剤が微生物を誘引するための化学走性剤をさらに含む、請求項１５に記載の生分
解性エラストマー材料。
【請求項２３】
　化学走性剤が糖、クマリン、またはフラノンを含む、請求項１５に記載の生分解性エラ
ストマー材料。
【請求項２４】
　エラストマー材料が硫化されている、請求項１～２３のいずれか一項に記載の生分解性
エラストマー材料。
【請求項２５】
　エラストマー材料が、カルボン酸またはその誘導体および二価または三価の金属を含む
化合物をさらに含み、該カルボン酸またはその誘導体がアクリロニトリルブタジエン系ゴ
ムと架橋するのに充分なレベルのカルボキシル基を与える、請求項１～２４のいずれか一
項に記載の生分解性エラストマー材料。
【請求項２６】
　カルボン酸がエチレンアクリル酸である、請求項２５に記載の生分解性エラストマー材
料。
【請求項２７】
　生分解剤が、ポリ乳酸、乳酸－グリコール酸共重合体、ポリプロピレンカーボネート（
ｐｏｌｙｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅ　ｃａｒｂｏｎａｔｅ）、ポリカプロラクトン、ポ
リヒドロキシアルカン酸、キトサン、グルテン、および一つもしくは複数の脂肪族／芳香
族ポリエステル、例えば、ポリブチレンサクシネート、ポリブチレンサクシネート・アジ
ペート、ポリブチレンサクシネート・セバケート、もしくはポリブチレンテレフタレート
・アジペート共重合体、またはそれらの混合物を含む生分解性重合体を含む、請求項１に
記載の生分解性エラストマー材料。
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【請求項２８】
　生分解剤がポリブチレンサクシネートを含む、請求項１に記載の生分解性エラストマー
材料。
【請求項２９】
　生分解性エラストマー材料が好気条件下で生分解性である、請求項１～２８のいずれか
一項に記載の生分解性エラストマー材料。
【請求項３０】
　生分解性エラストマー材料が嫌気条件下で生分解性である、請求項１～２９のいずれか
一項に記載の生分解性エラストマー材料。
【請求項３１】
　生分解性エラストマー材料が３０日後の対応する参照エラストマー材料の％生分解より
も少なくとも２００％より大きな３０日後の％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１
に従って測定される生分解速度を示す、請求項１～３０のいずれか一項に記載の生分解性
エラストマー材料。
【請求項３２】
　生分解性エラストマー材料が６５日後の対応する参照エラストマー材料の％生分解より
も少なくとも３００％より大きな６５日後の％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１
に従って測定される生分解速度を示す、請求項１～３１のいずれか一項に記載の生分解性
エラストマー材料。
【請求項３３】
　生分解性エラストマー材料が１２０日後の対応する参照エラストマー材料の％生分解よ
りも少なくとも５００％より大きな１２０日後の％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５
１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項１～３２のいずれか一項に記載の生分
解性エラストマー材料。
【請求項３４】
　生分解性エラストマー材料が１６０日後の対応する参照エラストマー材料の％生分解よ
りも少なくとも７００％より大きな１６０日後の％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５
１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項１～３３のいずれか一項に記載の生分
解性エラストマー材料。
【請求項３５】
　生分解性エラストマー材料が少なくとも約３％の３０日後の％生分解を特徴とするＡＳ
ＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項１～３４のいずれか一項
に記載の生分解性エラストマー材料。
【請求項３６】
　生分解性エラストマー材料が少なくとも約４％の６５日後の％生分解を特徴とするＡＳ
ＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項１～３５のいずれか一項
に記載の生分解性エラストマー材料。
【請求項３７】
　生分解性エラストマー材料が少なくとも約１０％の１２０日後の％生分解を特徴とする
ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項１～３６のいずれか
一項に記載の生分解性エラストマー材料。
【請求項３８】
　生分解性エラストマー材料が少なくとも約１５％の１６０日後の％生分解を特徴とする
ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項１～３７のいずれか
一項に記載の生分解性エラストマー材料。
【請求項３９】
　生分解性エラストマーグローブであって、
ａ）アクリロニトリルブタジエン系ゴム；
ｂ）アルカリ安定化剤；
ｃ）金属酸化物架橋剤；および
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ｄ）生分解剤
を含む組成物から形成される生分解性エラストマーグローブ材料を含み、
該生分解性エラストマーグローブ材料が、生分解剤非存在下での実質的に同一な参照エラ
ストマーグローブ材料の生分解速度よりも大きな、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１試験基準に従っ
て測定される生分解速度を示す、
上記生分解性エラストマーグローブ。
【請求項４０】
　アルカリ安定化剤が１００乾燥部のアクリロニトリルブタジエン系ゴムあたり０部超～
約２．０部の量で存在する、請求項３９に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【請求項４１】
　アルカリ安定化剤が水酸化アルカリを含む、請求項３９または４０に記載の生分解性エ
ラストマーグローブ。
【請求項４２】
　アルカリ安定化剤が水酸化カリウムを含む、請求項３９～４１のいずれか一項に記載の
生分解性エラストマーグローブ。
【請求項４３】
　アルカリ安定化剤がアンモニアを含む、請求項３９または４０に記載の生分解性エラス
トマーグローブ。
【請求項４４】
　組成物が約８．５～約１０．５のｐＨを有する、請求項４３に記載の生分解性エラスト
マーグローブ。
【請求項４５】
　アクリロニトリルブタジエン系ゴムがアクリロニトリル・ブタジエンゴムラテックスで
ある、請求項３９～４４のいずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【請求項４６】
　アクリロニトリルブタジエン系ゴムがカルボキシル化アクリロニトリル・ブタジエンゴ
ムラテックスである、請求項３９～４５のいずれか一項に記載の生分解性エラストマーグ
ローブ。
【請求項４７】
　金属酸化物架橋剤が１００乾燥部のアクリロニトリルブタジエン系ゴムあたり０部超～
約５．０部の量で存在する、請求項３９～４６のいずれか一項に記載の生分解性エラスト
マーグローブ。
【請求項４８】
　金属酸化物架橋剤が酸化亜鉛または酸化マグネシウムを含む、請求項３９～４７のいず
れか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【請求項４９】
　組成物が、感熱剤、界面活性剤、加硫剤、無機充填剤、抗酸化剤、顔料、および付臭剤
からなる群から選択される少なくとも１つの添加剤、またはそれらの組み合わせをさらに
含む、請求項３９～４８のいずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【請求項５０】
　組成物が１００乾燥部のアクリロニトリルブタジエン系ゴムあたり０部超～約２０．０
部の量で存在する無機充填剤を含む、請求項４９に記載の生分解性エラストマーグローブ
。
【請求項５１】
　生分解剤が１００乾燥部のアクリロニトリルブタジエン系ゴムあたり０部超～約２．０
部の量で存在する、請求項３９～５０のいずれか一項に記載の生分解性エラストマーグロ
ーブ。
【請求項５２】
　生分解剤がカルボン酸化合物を含む、請求項３９～５１のいずれか一項に記載の生分解
性エラストマーグローブ。
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【請求項５３】
　生分解剤が、化学誘引性化合物；グルタル酸またはその誘導体；５～１８炭素の鎖長を
有するカルボン酸化合物；重合体；および膨潤剤を含む、請求項３９～５２のいずれか一
項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【請求項５４】
　生分解剤がアクリロニトリルブタジエン系ゴムを消化することが可能な微生物をさらに
含む、請求項５３に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【請求項５５】
　生分解剤に含まれる前記重合体が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合
体、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、ポリテレフタレート、ポリエステル
、ポリ塩化ビニル、メタクリレート、ナイロン６、ポリカーボネート、ポリアミド、ポリ
クロロプレン、アクリロニトリルブタジエン系ゴム、および前記重合体のあらゆる共重合
体からなる群から選択される、請求項５３に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【請求項５６】
　生分解剤が相溶化剤をさらに含む、請求項５３に記載の生分解性エラストマーグローブ
。
【請求項５７】
　生分解剤が担体樹脂をさらに含む、請求項５３に記載の生分解性エラストマーグローブ
。
【請求項５８】
　前記担体樹脂が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合体、無水マレイン
酸、ポリオレフィンを有するアクリル酸からなる群から選択される、請求項５３に記載の
生分解性エラストマーグローブ。
【請求項５９】
　生分解剤が微生物を誘引するための化学走性剤をさらに含む、請求項５３に記載の生分
解性エラストマーグローブ。
【請求項６０】
　化学走性剤が糖、クマリン、またはフラノンを含む、請求項５３に記載の生分解性エラ
ストマーグローブ。
【請求項６１】
　エラストマーグローブ材料が硫化されている、請求項３９～６０のいずれか一項に記載
の生分解性エラストマーグローブ。
【請求項６２】
　生分解剤が、ポリ乳酸、乳酸－グリコール酸共重合体、ポリプロピレンカーボネート（
ｐｏｌｙｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅ　ｃａｒｂｏｎａｔｅ）、ポリカプロラクトン、ポ
リヒドロキシアルカン酸、キトサン、グルテン、および一つもしくは複数の脂肪族／芳香
族ポリエステル、例えば、ポリブチレンサクシネート、ポリブチレンサクシネート・アジ
ペート、ポリブチレンサクシネート・セバケート、もしくはポリブチレンテレフタレート
・アジペート共重合体、またはそれらの混合物を含む生分解性重合体を含む、請求項３９
に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【請求項６３】
　生分解剤がポリブチレンサクシネートを含む、請求項３９に記載の生分解性エラストマ
ーグローブ。
【請求項６４】
　エラストマー材料が、カルボン酸またはその誘導体および二価または三価の金属を含む
化合物をさらに含み、該カルボン酸またはその誘導体がアクリロニトリルブタジエン系ゴ
ムと架橋するのに充分なレベルのカルボキシル基を与える、請求項３９～６０のいずれか
一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【請求項６５】
　カルボン酸がエチレンアクリル酸である、請求項６４に記載の生分解性エラストマー材
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料。
【請求項６６】
　生分解性エラストマーグローブ材料が好気条件下で生分解性である、請求項３９～６５
のいずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【請求項６７】
　生分解性エラストマーグローブ材料が嫌気条件下で生分解性である、請求項３９～６６
のいずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【請求項６８】
　生分解性エラストマーグローブ材料が、３０日後の対応する参照エラストマーグローブ
材料の％生分解よりも少なくとも２００％より大きな３０日後の％生分解を特徴とする、
ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項３９～６７のいずれ
か一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【請求項６９】
　生分解性エラストマーグローブ材料が、６５日後の対応する参照エラストマーグローブ
材料の％生分解よりも少なくとも３００％より大きな６５日後の％生分解を特徴とする、
ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項３９～６８のいずれ
か一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【請求項７０】
　生分解性エラストマーグローブ材料が、１２０日後の対応する参照エラストマーグロー
ブ材料の％生分解よりも少なくとも５００％より大きな１２０日後の％生分解を特徴とす
る、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項３９～６９のい
ずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【請求項７１】
　生分解性エラストマーグローブ材料が、１６０日後の対応する参照エラストマーグロー
ブ材料の％生分解よりも少なくとも７００％より大きな１６０日後の％生分解を特徴とす
る、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項３９～７０のい
ずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【請求項７２】
　生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約３％の３０日後の％生分解を特徴と
するＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項３９～７１のい
ずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【請求項７３】
　生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約４％の６５日後の％生分解を特徴と
するＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項３９～７２のい
ずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【請求項７４】
　生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約１０％の１２０日後の％生分解を特
徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項３９～７３
のいずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【請求項７５】
　生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約１５％の１６０日後の％生分解を特
徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項３９～７４
のいずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【請求項７６】
　生分解性エラストマーグローブ材料が支持されていない、請求項３９～７５のいずれか
一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【請求項７７】
　生分解性エラストマーグローブが支持されている、請求項３９～７６のいずれか一項に
記載の生分解性エラストマーグローブ。
【請求項７８】
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　生分解性エラストマーグローブが、綿、ナイロン、ポリエステル、再生ポリエチレンテ
レフタラート（ＰＥＴ）、アクリル、ライクラ、竹、鋼、炭素繊維、ガラス繊維、メタお
よびパラ－アラミド（Ｋｅｖｌａｒ（登録商標）、Ｔｗａｒｏｎ（登録商標）、Ｎｏｍｅ
ｘ（登録商標））、もしくは超高分子量ポリエチレン、またはそれらの組み合わせを含む
材料によって支持されている、請求項７７に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【請求項７９】
　生分解性エラストマーグローブであって、
ａ）ポリクロロプレンを含むハロゲン含有エラストマー重合体；および
ｂ）生分解剤
を含む組成物から形成される生分解性エラストマーグローブ材料を含み、
該生分解性エラストマーグローブ材料が、生分解剤非存在下での実質的に同一な参照エラ
ストマーグローブ材料の生分解速度よりも大きな、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１試験基準に従っ
て測定される生分解速度を示す、
上記生分解性エラストマーグローブ。
【請求項８０】
　ハロゲン含有重合体がポリクロロプレンである、請求項７９に記載の生分解性エラスト
マーグローブ。
【請求項８１】
　組成物が金属酸化物架橋剤をさらに含む、請求項８０に記載の生分解性エラストマーグ
ローブ。
【請求項８２】
　金属酸化物架橋剤が酸化亜鉛または酸化マグネシウムである、請求項８１に記載の生分
解性エラストマーグローブ。
【請求項８３】
　金属酸化物架橋剤が１００乾燥部のハロゲン含有エラストマー重合体あたり０部超～約
１０．０部の量で存在する、請求項８１に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【請求項８４】
　組成物が、感熱剤、界面活性剤、加硫剤、無機充填剤、抗酸化剤、顔料、および付臭剤
からなる群から選択される少なくとも１つの添加剤、またはそれらの組み合わせをさらに
含む、請求項７９～８３のいずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【請求項８５】
　組成物が１００乾燥部のハロゲン含有エラストマー重合体あたり０部超～約２０．０部
の量で存在する無機充填剤を含む、請求項８４に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【請求項８６】
　生分解剤が１００乾燥部のハロゲン含有エラストマー重合体あたり０部超～約２．０部
の量で存在する、請求項７９～８５のいずれか一項に記載の生分解性エラストマーグロー
ブ。
【請求項８７】
　生分解剤がカルボン酸化合物を含む、請求項７９～８６のいずれか一項に記載の生分解
性エラストマーグローブ。
【請求項８８】
　生分解剤が、化学誘引性化合物；グルタル酸またはその誘導体；５～１８炭素の鎖長を
有するカルボン酸化合物；重合体；および膨潤剤を含む、請求項７９～８７のいずれか一
項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【請求項８９】
　生分解剤がハロゲン含有エラストマー重合体を消化することが可能な微生物をさらに含
む、請求項８８に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【請求項９０】
　生分解剤に含まれる前記重合体が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合
体、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、ポリテレフタレート、ポリエステル
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、ポリ塩化ビニル、メタクリレート、ナイロン６、ポリカーボネート、ポリアミド、ポリ
クロロプレン、アクリロニトリルブタジエン系ゴム、および前記重合体のあらゆる共重合
体からなる群から選択される、請求項８８に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【請求項９１】
　生分解剤が相溶化剤をさらに含む、請求項８８に記載の生分解性エラストマーグローブ
。
【請求項９２】
　生分解剤が担体樹脂をさらに含む、請求項８８に記載の生分解性エラストマーグローブ
。
【請求項９３】
　前記担体樹脂が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合体、無水マレイン
酸、ポリオレフィンを有するアクリル酸からなる群から選択される、請求項８８に記載の
生分解性エラストマーグローブ。
【請求項９４】
　生分解剤が微生物を誘引するための化学走性剤をさらに含む、請求項８８に記載の生分
解性エラストマーグローブ。
【請求項９５】
　化学走性剤が糖、クマリン、またはフラノンを含む、請求項８８に記載の生分解性エラ
ストマーグローブ。
【請求項９６】
　エラストマーグローブ材料が硫化されている、請求項７９～９５のいずれか一項に記載
の生分解性エラストマーグローブ。
【請求項９７】
　エラストマー材料が、カルボン酸またはその誘導体および二価または三価の金属を含む
化合物をさらに含み、該カルボン酸またはその誘導体がハロゲン含有エラストマー重合体
と架橋するのに充分なレベルのカルボキシル基を与える、請求項７９～９５のいずれか一
項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【請求項９８】
　カルボン酸がエチレンアクリル酸である、請求項９７に記載の生分解性エラストマー材
料。
【請求項９９】
　生分解剤が、ポリ乳酸、乳酸－グリコール酸共重合体、ポリプロピレンカーボネート（
ｐｏｌｙｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅ　ｃａｒｂｏｎａｔｅ）、ポリカプロラクトン、ポ
リヒドロキシアルカン酸、キトサン、グルテン、および一つもしくは複数の脂肪族／芳香
族ポリエステル、例えば、ポリブチレンサクシネート、ポリブチレンサクシネート・アジ
ペート、ポリブチレンサクシネート・セバケート、もしくはポリブチレンテレフタレート
・アジペート共重合体、またはそれらの混合物を含む生分解性重合体を含む、請求項７９
に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【請求項１００】
　生分解剤がポリブチレンサクシネートを含む、請求項７９に記載の生分解性エラストマ
ーグローブ。
【請求項１０１】
　生分解性エラストマーグローブ材料が好気条件下で生分解性である、請求項７９～９６
のいずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【請求項１０２】
　生分解性エラストマーグローブ材料が嫌気条件下で生分解性である、請求項７９～９６
のいずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【請求項１０３】
　生分解性エラストマーグローブ材料が、３０日後の対応する参照エラストマーグローブ
材料の％生分解よりも少なくとも２００％より大きな３０日後の％生分解を特徴とする、
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ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項７９～９６のいずれ
か一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【請求項１０４】
　生分解性エラストマーグローブ材料が、６５日後の対応する参照エラストマーグローブ
材料の％生分解よりも少なくとも３００％より大きな６５日後の％生分解を特徴とする、
ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項７９～９６のいずれ
か一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【請求項１０５】
　生分解性エラストマーグローブ材料が、１２０日後の対応する参照エラストマーグロー
ブ材料の％生分解よりも少なくとも５００％より大きな１２０日後の％生分解を特徴とす
る、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項７９～９６のい
ずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【請求項１０６】
　生分解性エラストマーグローブ材料が、１６０日後の対応する参照エラストマーグロー
ブ材料の％生分解よりも少なくとも７００％より大きな１６０日後の％生分解を特徴とす
る、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項７９～９６のい
ずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【請求項１０７】
　生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約３％の３０日後の％生分解を特徴と
するＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項７９～９６のい
ずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【請求項１０８】
　生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約４％の６５日後の％生分解を特徴と
するＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項７９～９６のい
ずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【請求項１０９】
　生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約１０％の１２０日後の％生分解を特
徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項７９～９６
のいずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【請求項１１０】
　生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約１５％の１６０日後の％生分解を特
徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項７９～９６
のいずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【請求項１１１】
　生分解性エラストマーグローブが支持されていない、請求項７９～１１０のいずれか一
項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【請求項１１２】
　生分解性エラストマーグローブが支持されている、請求項７９～１１０のいずれか一項
に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【請求項１１３】
　生分解性エラストマーグローブが、綿、ナイロン、ポリエステル、再生ポリエチレンテ
レフタラート（ＰＥＴ）、アクリル、ライクラ、竹、鋼、炭素繊維、ガラス繊維、メタお
よびパラ－アラミド（Ｋｅｖｌａｒ（登録商標）、Ｔｗａｒｏｎ（登録商標）、Ｎｏｍｅ
ｘ（登録商標））、もしくは超高分子量ポリエチレン、またはそれらの組み合わせを含む
材料によって支持されている、請求項１１２に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【請求項１１４】
　生分解性エラストマー材料であって、
ａ）ポリクロロプレンを含むハロゲン含有エラストマー重合体；および
ｂ）生分解剤
を含む組成物から形成され、
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生分解剤非存在下での実質的に同一な参照エラストマー材料の生分解速度よりも大きな、
ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１試験基準に従って測定される生分解速度を示す、
上記生分解性エラストマー材料。
【請求項１１５】
　ハロゲン含有重合体がポリクロロプレンである、請求項１１４に記載の生分解性エラス
トマー材料。
【請求項１１６】
　組成物が金属酸化物架橋剤をさらに含む、請求項１１４に記載の生分解性エラストマー
材料。
【請求項１１７】
　金属酸化物架橋剤が酸化亜鉛または酸化マグネシウムである、請求項１１６に記載の生
分解性エラストマー材料。
【請求項１１８】
　金属酸化物架橋剤が１００乾燥部のハロゲン含有エラストマー重合体あたり０部超～約
１０．０部の量で存在する、請求項１１６に記載の生分解性エラストマー材料。
【請求項１１９】
　組成物が、感熱剤、界面活性剤、加硫剤、無機充填剤、抗酸化剤、顔料、および付臭剤
からなる群から選択される少なくとも１つの添加剤をさらに含む、請求項１１４～１１８
のいずれか一項に記載の生分解性エラストマー材料。
【請求項１２０】
　組成物が１００乾燥部のハロゲン含有エラストマー重合体あたり０部超～約２０．０部
の量で存在する無機充填剤を含む、請求項１１９に記載の生分解性エラストマー材料。
【請求項１２１】
　生分解剤が１００乾燥部のハロゲン含有エラストマー重合体あたり０部超～約２．０部
の量で存在する、請求項１１４～１２０のいずれか一項に記載の生分解性エラストマー材
料。
【請求項１２２】
　生分解剤がカルボン酸化合物を含む、請求項１１４～１２１のいずれか一項に記載の生
分解性エラストマー材料。
【請求項１２３】
　生分解剤が、化学誘引性化合物；グルタル酸またはその誘導体；５～１８炭素の鎖長を
有するカルボン酸化合物；重合体；および膨潤剤を含む、請求項１１４～１２２のいずれ
か一項に記載の生分解性エラストマー材料。
【請求項１２４】
　生分解剤がハロゲン含有エラストマー重合体を分解することが可能な微生物をさらに含
む、請求項１２３に記載の生分解性エラストマー材料。
【請求項１２５】
　生分解剤に含まれる前記重合体が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合
体、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、ポリテレフタレート、ポリエステル
、ポリ塩化ビニル、メタクリレート、ナイロン６、ポリカーボネート、ポリアミド、ポリ
クロロプレン、アクリロニトリルブタジエン系ゴム、および前記重合体のあらゆる共重合
体からなる群から選択される、請求項１２３に記載の生分解性エラストマー材料。
【請求項１２６】
　生分解剤が相溶化剤をさらに含む、請求項１２３に記載の生分解性エラストマー材料。
【請求項１２７】
　生分解剤が担体樹脂をさらに含む、請求項１２３に記載の生分解性エラストマー材料。
【請求項１２８】
　前記担体樹脂が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合体、無水マレイン
酸、ポリオレフィンを有するアクリル酸からなる群から選択される、請求項１２３に記載
の生分解性エラストマー材料。
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【請求項１２９】
　生分解剤が微生物を誘引するための化学走性剤をさらに含む、請求項１２３に記載の生
分解性エラストマー材料。
【請求項１３０】
　化学走性剤が糖、クマリン、またはフラノンを含む、請求項１２３に記載の生分解性エ
ラストマー材料。
【請求項１３１】
　エラストマー材料が硫化されている、請求項１１４～１３０のいずれか一項に記載の生
分解性エラストマー材料。
【請求項１３２】
　組成物が、カルボン酸またはその誘導体および二価または三価の金属を含む化合物をさ
らに含み、該カルボン酸またはその誘導体がハロゲン含有エラストマー重合体と架橋する
のに充分なレベルのカルボキシル基を与える、請求項１１４～１３０のいずれか一項に記
載の生分解性エラストマー材料。
【請求項１３３】
　カルボン酸がエチレンアクリル酸である、請求項１３２に記載の生分解性エラストマー
材料。
【請求項１３４】
　生分解剤が、ポリ乳酸、乳酸－グリコール酸共重合体、ポリプロピレンカーボネート（
ｐｏｌｙｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅ　ｃａｒｂｏｎａｔｅ）、ポリカプロラクトン、ポ
リヒドロキシアルカン酸、キトサン、グルテン、および一つもしくは複数の脂肪族／芳香
族ポリエステル、例えば、ポリブチレンサクシネート、ポリブチレンサクシネート・アジ
ペート、ポリブチレンサクシネート・セバケート、もしくはポリブチレンテレフタレート
・アジペート共重合体、またはそれらの混合物を含む生分解性重合体を含む、請求項１１
４に記載の生分解性エラストマー材料。
【請求項１３５】
　生分解剤がポリブチレンサクシネートを含む、請求項１１４に記載の生分解性エラスト
マー材料。
【請求項１３６】
　生分解性エラストマー材料が好気条件下で生分解性である、請求項１１４～１３１のい
ずれか一項に記載の生分解性エラストマー材料。
【請求項１３７】
　生分解性エラストマー材料が嫌気条件下で生分解性である、請求項１１４～１３２のい
ずれか一項に記載の生分解性エラストマー材料。
【請求項１３８】
　生分解性エラストマー材料が３０日後の対応する参照エラストマー材料の％生分解より
も少なくとも２００％より大きな３０日後の％生分解を特徴とする、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１
１に従って測定される生分解速度を示す、請求項１１４～１３７のいずれか一項に記載の
生分解性エラストマー材料。
【請求項１３９】
　生分解性エラストマー材料が６５日後の対応する参照エラストマー材料の％生分解より
も少なくとも３００％より大きな６５日後の％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１
に従って測定される生分解速度を示す、請求項１１４～１３７のいずれか一項に記載の生
分解性エラストマー材料。
【請求項１４０】
　生分解性エラストマー材料が１２０日後の対応する参照エラストマー材料の％生分解よ
りも少なくとも５００％より大きな１２０日後の％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５
１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項１１４～１３７のいずれか一項に記載
の生分解性エラストマー材料。
【請求項１４１】
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　生分解性エラストマー材料が１６０日後の対応する参照エラストマー材料の％生分解よ
りも少なくとも７００％より大きな１６０日後の％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５
１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項１１４～１３７のいずれか一項に記載
の生分解性エラストマー材料。
【請求項１４２】
　生分解性エラストマー材料が少なくとも約３％の３０日後の％生分解を特徴とする、Ａ
ＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項１１４～１３７のいず
れか一項に記載の生分解性エラストマー材料。
【請求項１４３】
　生分解性エラストマー材料が少なくとも約４％の６５日後の％生分解を特徴とする、Ａ
ＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項１１４～１３７のいず
れか一項に記載の生分解性エラストマー材料。
【請求項１４４】
　生分解性エラストマー材料が少なくとも約１０％の１２０日後の％生分解を特徴とする
、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項１１４～１３７の
いずれか一項に記載の生分解性エラストマー材料。
【請求項１４５】
　生分解性エラストマー材料が少なくとも約１５％の１６０日後の％生分解を特徴とする
、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項１１４～１３７の
いずれか一項に記載の生分解性エラストマー材料。
【請求項１４６】
　生分解性エラストマーグローブを生成する方法であって、
ａ．　所定のサイズおよび形を有するグローブ形成剤を得ること；
ｂ．　グローブ形成剤の少なくとも一表面部分を凝固剤と接触させることで、グローブ形
成剤の表面部分上に少なくとも一部分の凝固剤コーティングを得ること；
ｃ．　凝固剤コーティングを乾燥させること；
ｄ．　その表面上に乾燥した少なくとも部分的な凝固剤コーティングを有するグローブ形
成剤を、
　ｉ．　アクリロニトリルブタジエン系ゴム；
　ｉｉ．　アルカリ安定化剤；
　ｉｉｉ．　金属酸化物架橋剤；および
　ｉｖ．　生分解剤、
を含む組成物でコーティングすること；
ｅ．　ステップｄ）のコーティングを硬化させて、生分解剤非存在下での実質的に同一な
参照エラストマーグローブ材料の生分解速度よりも大きな、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１試験基
準に従って測定される生分解速度を示すエラストマーグローブ材料を得ること、
を含む、上記の生分解性エラストマーグローブを生成する方法。
【請求項１４７】
　コーティング部分をビーディングすることをステップｅ）の前にさらに含む、請求項１
４６に記載の方法。
【請求項１４８】
　グローブ形成剤からエラストマーグローブ材料を除去することをさらに含む、請求項１
４６に記載の方法。
【請求項１４９】
　リーチングすることで凝固剤を除去するステップをステップｅ）の前および／または後
にさらに含む、請求項１４６に記載の方法。
【請求項１５０】
　リーチングすることで凝固剤を除去した後に、コーティング部分をビージングすること
をさらに含む、請求項１４６に記載の方法。
【請求項１５１】
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　凝固剤が硝酸カルシウム、塩化カルシウム、酢酸、またはそれらの組み合わせを含む、
請求項１４６に記載の方法。
【請求項１５２】
　アルカリ安定化剤が１００乾燥部のアクリロニトリルブタジエン系ゴムあたり０部超～
約２．０部の量で存在する、請求項１４６に記載の方法。
【請求項１５３】
　アルカリ安定化剤が水酸化アルカリを含む、請求項１４６に記載の方法。
【請求項１５４】
　アルカリ安定化剤が水酸化カリウムを含む、請求項１４６に記載の方法。
【請求項１５５】
　アルカリ安定化剤がアンモニアを含む、請求項１４６に記載の方法。
【請求項１５６】
　組成物が約８．５～約１０．５のｐＨを有する、請求項１４６に記載の方法。
【請求項１５７】
　アクリロニトリルブタジエン系ゴムがアクリロニトリル・ブタジエンゴムラテックスで
ある、請求項１４６に記載の方法。
【請求項１５８】
　アクリロニトリルブタジエン系ゴムがカルボキシル化アクリロニトリル・ブタジエンゴ
ムラテックスである、請求項１４６に記載の方法。
【請求項１５９】
　金属酸化物架橋剤が１００乾燥部のアクリロニトリルブタジエン系ゴムあたり０部超～
約５．０部の量で存在する、請求項１４６に記載の方法。
【請求項１６０】
　金属酸化物架橋剤が酸化亜鉛または酸化マグネシウムを含む、請求項１４６に記載の方
法。
【請求項１６１】
　組成物が、感熱剤、界面活性剤、加硫剤、無機充填剤、抗酸化剤、顔料、および付臭剤
からなる群から選択される少なくとも１つの添加剤、またはそれらの組み合わせをさらに
含む、請求項１４６に記載の方法。
【請求項１６２】
　組成物が１００乾燥部のアクリロニトリルブタジエン系ゴムあたり０部超～約２０．０
部の量で存在する無機充填剤を含む、請求項１４６に記載の方法。
【請求項１６３】
　生分解剤が１００乾燥部のアクリロニトリルブタジエン系ゴムあたり０部超～約２．０
部の量で存在する、請求項１４６に記載の方法。
【請求項１６４】
　生分解剤がカルボン酸化合物を含む、請求項１４６に記載の方法。
【請求項１６５】
　生分解剤が、化学誘引性化合物；グルタル酸またはその誘導体；５～１８炭素の鎖長を
有するカルボン酸化合物；重合体；および膨潤剤を含む、請求項１４６に記載の方法。
【請求項１６６】
　生分解剤がアクリロニトリルブタジエン系ゴムを消化することが可能な微生物をさらに
含む、請求項１４６に記載の方法。
【請求項１６７】
　生分解剤に含まれる前記重合体が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合
体、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、ポリテレフタレート、ポリエステル
、ポリ塩化ビニル、メタクリレート、ナイロン６、ポリカーボネート、ポリアミド、ポリ
クロロプレン、アクリロニトリルブタジエン系ゴムおよび前記重合体のあらゆる共重合体
からなる群から選択される、請求項１４６に記載の方法。
【請求項１６８】
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　生分解剤が相溶化剤をさらに含む、請求項１４６に記載の方法。
【請求項１６９】
　生分解剤が担体樹脂をさらに含む、請求項１４６に記載の方法。
【請求項１７０】
　前記担体樹脂が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合体、無水マレイン
酸、ポリオレフィンを有するアクリル酸からなる群から選択される、請求項１６９に記載
の方法。
【請求項１７１】
　生分解剤が微生物を誘引するための化学走性剤をさらに含む、請求項１４６に記載の方
法。
【請求項１７２】
　化学走性剤が糖、クマリン、またはフラノンを含む、請求項１４６に記載の方法。
【請求項１７３】
　硬化ステップｅ）によって硫化エラストマーグローブ材料が得られる、請求項１４６に
記載の方法。
【請求項１７４】
　組成物が、カルボン酸またはその誘導体および二価または三価の金属を含む化合物をさ
らに含み、該カルボン酸またはその誘導体がアクリロニトリルブタジエン系ゴムと架橋す
るのに充分なレベルのカルボキシル基を与える、請求項１４６に記載の方法。
【請求項１７５】
　カルボン酸がエチレンアクリル酸である、請求項１７４に記載の方法。
【請求項１７６】
　生分解剤が、ポリ乳酸、乳酸－グリコール酸共重合体、ポリプロピレンカーボネート（
ｐｏｌｙｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅ　ｃａｒｂｏｎａｔｅ）、ポリカプロラクトン、ポ
リヒドロキシアルカン酸、キトサン、グルテン、および一つもしくは複数の脂肪族／芳香
族ポリエステル、例えば、ポリブチレンサクシネート、ポリブチレンサクシネート・アジ
ペート、ポリブチレンサクシネート・セバケート、もしくはポリブチレンテレフタレート
・アジペート共重合体、またはそれらの混合物を含む生分解性重合体を含む、請求項１４
６に記載の方法。
【請求項１７７】
　生分解剤がポリブチレンサクシネートを含む、請求項１４６に記載の方法。
【請求項１７８】
　生分解性エラストマーグローブ材料が好気条件下で生分解性である、請求項１４６に記
載の方法。
【請求項１７９】
　生分解性エラストマーグローブ材料が嫌気条件下で生分解性である、請求項１４６に記
載の方法。
【請求項１８０】
　生分解性エラストマーグローブ材料が、３０日後の対応する参照エラストマーグローブ
材料の％生分解よりも少なくとも２００％より大きな３０日後の％生分解を特徴とする、
ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項１４６に記載の方法
。
【請求項１８１】
　生分解性エラストマーグローブ材料が、６５日後の対応する参照エラストマーグローブ
材料の％生分解よりも少なくとも３００％より大きな６５日後の％生分解を特徴とする、
ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項１４６に記載の方法
。
【請求項１８２】
　生分解性エラストマーグローブ材料が、１２０日後の対応する参照エラストマーグロー
ブ材料の％生分解よりも少なくとも５００％より大きな１２０日後の％生分解を特徴とす
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る、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項１４６に記載の
方法。
【請求項１８３】
　生分解性エラストマーグローブ材料が、１６０日後の対応する参照エラストマーグロー
ブ材料の％生分解よりも少なくとも７００％より大きな１６０日後の％生分解を特徴とす
る、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項１４６に記載の
方法。
【請求項１８４】
　生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約３％の３０日後の％生分解を特徴と
するＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項１４６に記載の
方法。
【請求項１８５】
　生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約４％の６５日後の％生分解を特徴と
するＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項１４６に記載の
方法。
【請求項１８６】
　生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約１０％の１２０日後の％生分解を特
徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項１４６に記
載の方法。
【請求項１８７】
　生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約１５％の１６０日後の％生分解を特
徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項１４６に記
載の方法。
【請求項１８８】
　生分解性エラストマーグローブを生成するための方法であって、
ａ．　所定のサイズおよび形を有し、少なくとも部分的に支持材で覆われているグローブ
形成剤を得ること；
ｂ．　ステップａ）の支持材の少なくとも一部分を、
ｉ．　アクリロニトリルブタジエン系ゴム；
ｉｉ．　アルカリ安定化剤；
ｉｉｉ．　金属酸化物架橋剤；および
ｉｖ．　生分解剤、
を含む組成物と接触させることで、支持材上に前記組成物の第一コーティングを得ること
；
ｃ．　第一コーティングを少なくとも部分的に固化させること；
ｄ．　ステップｂ）およびｃ）を順に「ｎ」回繰り返し；ここで「ｎ」は１以上の整数で
あり、それによって、生分解剤非存在下での実質的に同一な参照エラストマーグローブ材
料の生分解速度よりも大きな、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１試験基準に従って測定される生分解
速度を示す支持されたエラストマーグローブ材料を得ること、
を含む、上記方法。
【請求項１８９】
　グローブ形成剤から支持されたエラストマーグローブ材料を除去することをさらに含む
、請求項１８８に記載の方法。
【請求項１９０】
　ステップｄ）の後にリーチングをさらに含む、請求項１８８に記載の方法。
【請求項１９１】
　ステップｄ）の後に組成物を硬化させることをさらに含む、請求項１８８に記載の方法
。
【請求項１９２】
　アルカリ安定化剤が１００乾燥部のアクリロニトリルブタジエン系ゴムあたり０部超～
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約２．０部の量で存在する、請求項１８８に記載の方法。
【請求項１９３】
　アルカリ安定化剤が水酸化アルカリを含む、請求項１８８に記載の方法。
【請求項１９４】
　アルカリ安定化剤が水酸化カリウムを含む、請求項１８８に記載の方法。
【請求項１９５】
　アルカリ安定化剤がアンモニアを含む、請求項１８８に記載の方法。
【請求項１９６】
　組成物が約８．５～約１０．５のｐＨを有する、請求項１８８に記載の方法。
【請求項１９７】
　アクリロニトリルブタジエン系ゴムがアクリロニトリル・ブタジエンゴムラテックスで
ある、請求項１８８に記載の方法。
【請求項１９８】
　アクリロニトリルブタジエン系ゴムがカルボキシル化アクリロニトリル・ブタジエンゴ
ムラテックスである、請求項１８８に記載の方法。
【請求項１９９】
　金属酸化物架橋剤が１００乾燥部のアクリロニトリルブタジエン系ゴムあたり０部超～
約５．０部の量で存在する、請求項１８８に記載の方法。
【請求項２００】
　金属酸化物架橋剤が酸化亜鉛または酸化マグネシウムを含む、請求項１８８に記載の方
法。
【請求項２０１】
　組成物が、感熱剤、界面活性剤、加硫剤、無機充填剤、抗酸化剤、顔料、増粘剤および
付臭剤からなる群から選択される少なくとも１つの添加剤、またはそれらの組み合わせを
さらに含む、請求項１８８に記載の方法。
【請求項２０２】
　組成物が１００乾燥部のアクリロニトリルブタジエン系ゴムあたり０部超～約２０．０
部の量で存在する無機充填剤を含む、請求項１８８に記載の方法。
【請求項２０３】
　生分解剤が１００乾燥部のアクリロニトリルブタジエン系ゴムあたり０部超～約２．０
部の量で存在する、請求項１８８に記載の方法。
【請求項２０４】
　生分解剤がカルボン酸化合物を含む、請求項１８８に記載の方法。
【請求項２０５】
　生分解剤が、化学誘引性化合物；グルタル酸またはその誘導体；５～１８炭素の鎖長を
有するカルボン酸化合物；重合体；および膨潤剤を含む、請求項１８８に記載の方法。
【請求項２０６】
　生分解剤がアクリロニトリルブタジエン系ゴムを消化することが可能な微生物をさらに
含む、請求項１８８に記載の方法。
【請求項２０７】
　生分解剤に含まれる前記重合体が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合
体、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、ポリテレフタレート、ポリエステル
、ポリ塩化ビニル、メタクリレート、ナイロン６、ポリカーボネート、ポリアミド、ポリ
クロロプレン、アクリロニトリルブタジエン系ゴム、および前記重合体のあらゆる共重合
体からなる群から選択される、請求項１８８に記載の方法。
【請求項２０８】
　生分解剤が相溶化剤をさらに含む、請求項１８８に記載の方法。
【請求項２０９】
　生分解剤が担体樹脂をさらに含む、請求項１８８に記載の方法。
【請求項２１０】
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　前記担体樹脂が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合体、無水マレイン
酸、およびポリオレフィンを有するアクリル酸、またはそれらの組み合わせからなる群か
ら選択される、請求項２０９に記載の方法。
【請求項２１１】
　生分解剤が微生物を誘引するための化学走性剤をさらに含む、請求項１８８に記載の方
法。
【請求項２１２】
　化学走性剤が糖、クマリン、またはフラノンを含む、請求項１８８に記載の方法。
【請求項２１３】
　硬化ステップｅ）によって硫化エラストマーグローブ材料が得られる、請求項１８８に
記載の方法。
【請求項２１４】
　組成物が、カルボン酸またはその誘導体および二価または三価の金属を含む化合物をさ
らに含み、該カルボン酸またはその誘導体がアクリロニトリルブタジエン系ゴムと架橋す
るのに充分なレベルのカルボキシル基を与える、請求項１８８に記載の方法。
【請求項２１５】
　カルボン酸がエチレンアクリル酸である、請求項２１４に記載の方法。
【請求項２１６】
　生分解剤が、ポリ乳酸、乳酸－グリコール酸共重合体、ポリプロピレンカーボネート（
ｐｏｌｙｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅ　ｃａｒｂｏｎａｔｅ）、ポリカプロラクトン、ポ
リヒドロキシアルカン酸、キトサン、グルテン、および一つもしくは複数の脂肪族／芳香
族ポリエステル、例えば、ポリブチレンサクシネート、ポリブチレンサクシネート・アジ
ペート、ポリブチレンサクシネート・セバケート、もしくはポリブチレンテレフタレート
・アジペート共重合体、またはそれらの混合物を含む生分解性重合体を含む、請求項１８
８に記載の方法。
【請求項２１７】
　生分解剤がポリブチレンサクシネートを含む、請求項１８８に記載の方法。
【請求項２１８】
　生分解性エラストマーグローブ材料が好気条件下で生分解性である、請求項１８８に記
載の方法。
【請求項２１９】
　生分解性エラストマーグローブ材料が嫌気条件下で生分解性である、請求項１８８に記
載の方法。
【請求項２２０】
　生分解性エラストマーグローブ材料が、３０日後の対応する参照エラストマーグローブ
材料の％生分解よりも少なくとも２００％より大きな３０日後の％生分解を特徴とする、
ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項１８８に記載の方法
。
【請求項２２１】
　生分解性エラストマーグローブ材料が、６５日後の対応する参照エラストマーグローブ
材料の％生分解よりも少なくとも３００％より大きな６５日後の％生分解を特徴とする、
ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項１８８に記載の方法
。
【請求項２２２】
　生分解性エラストマーグローブ材料が、１２０日後の対応する参照エラストマーグロー
ブ材料の％生分解よりも少なくとも５００％より大きな１２０日後の％生分解を特徴とす
る、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項１８８に記載の
方法。
【請求項２２３】
　生分解性エラストマーグローブ材料が、１６０日後の対応する参照エラストマーグロー



(19) JP 2015-532675 A 2015.11.12

10

20

30

40

50

ブ材料の％生分解よりも少なくとも７００％より大きな１６０日後の％生分解を特徴とす
る、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項１８８に記載の
方法。
【請求項２２４】
　生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約３％の３０日後の％生分解を特徴と
するＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項１８８に記載の
方法。
【請求項２２５】
　生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約４％の６５日後の％生分解を特徴と
するＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項１８８に記載の
方法。
【請求項２２６】
　生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約１０％の１２０日後の％生分解を特
徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項１８８に記
載の方法。
【請求項２２７】
　生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約１５％の１６０日後の％生分解を特
徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項１８８に記
載の方法。
【請求項２２８】
　支持材が、綿、ナイロン、ポリエステル、再生ポリエチレンテレフタラート（ＰＥＴ）
、アクリル、ライクラ、竹、鋼、炭素繊維、ガラス繊維、メタおよびパラ－アラミド（Ｋ
ｅｖｌａｒ（登録商標）、Ｔｗａｒｏｎ（登録商標）、Ｎｏｍｅｘ（登録商標））、もし
くは超高分子量ポリエチレン、またはそれらの組み合わせからなる群から選択される、請
求項１８８に記載の方法。
【請求項２２９】
　生分解性エラストマーグローブを生成するための方法であって、
ａ．　所定のサイズおよび形を有するグローブ形成剤を得ること；
ｂ．　グローブ形成剤の少なくとも一表面部分を凝固剤と接触させることで、グローブ形
成剤の表面部分上に少なくとも一部分の凝固剤コーティングを得ること；
ｃ．　凝固剤コーティングを乾燥させること；
ｄ．　その表面上に乾燥した少なくとも部分的な凝固剤コーティングを有するグローブ形
成剤を、
　ｉ．　ポリクロロプレンを含むハロゲン含有エラストマー重合体、および
　ｉｉ．　生分解剤
を含む組成物でコーティングすること；
ｅ．　ステップｄ）のコーティングを硬化させることで、生分解剤非存在下での実質的に
同一な参照エラストマーグローブ材料の生分解速度よりも大きな、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１
試験基準に従って測定される生分解速度を示すエラストマーグローブ材料を得ること、
を含む、上記方法。
【請求項２３０】
　ハロゲン含有エラストマー重合体がポリクロロプレンである、請求項２２９に記載の方
法。
【請求項２３１】
　ステップｅ）の前に、コーティング部分をビーディングすることをさらに含む、請求項
２２９に記載の方法。
【請求項２３２】
　グローブ形成剤からエラストマーグローブ材料を除去することをさらに含む、請求項２
２９に記載の方法。
【請求項２３３】
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　リーチングすることで凝固剤を除去するステップをステップｅ）の前および／または後
にさらに含む、請求項２２９に記載の方法。
【請求項２３４】
　凝固剤が硝酸カルシウム、塩化カルシウム、酢酸、またはそれらの組み合わせを含む、
請求項２２９に記載の方法。
【請求項２３５】
　アルカリ安定化剤が１００乾燥部のハロゲン含有エラストマー重合体あたり０部超～約
２．０部の量で存在する、請求項２２９に記載の方法。
【請求項２３６】
　アルカリ安定化剤が水酸化アルカリを含む、請求項２２９に記載の方法。
【請求項２３７】
　組成物が、１００乾燥部のハロゲン含有エラストマー重合体あたり０部超～約１０．０
部の量で存在する金属酸化物架橋剤をさらに含む、請求項２２９に記載の方法。
【請求項２３８】
　金属酸化物架橋剤が酸化亜鉛または酸化マグネシウムを含む、請求項２３７に記載の方
法。
【請求項２３９】
　組成物が、感熱剤、界面活性剤、加硫剤、無機充填剤、抗酸化剤、顔料、および付臭剤
からなる群から選択される少なくとも１つの添加剤、またはそれらの組み合わせをさらに
含む、請求項２２９に記載の方法。
【請求項２４０】
　組成物が１００乾燥部のハロゲン含有エラストマー重合体あたり０部超～約２０．０部
の量で存在する無機充填剤を含む、請求項２２９に記載の方法。
【請求項２４１】
　生分解剤が１００乾燥部のハロゲン含有エラストマー重合体あたり０部超～約２．０部
の量で存在する、請求項２２９に記載の方法。
【請求項２４２】
　生分解剤がカルボン酸化合物を含む、請求項２２９に記載の方法。
【請求項２４３】
　生分解剤が、化学誘引性化合物；グルタル酸またはその誘導体；５～１８炭素の鎖長を
有するカルボン酸化合物；重合体；および膨潤剤を含む、請求項２２９に記載の方法。
【請求項２４４】
　生分解剤がアクリロニトリルブタジエン系ゴムを消化することが可能な微生物をさらに
含む、請求項２２９に記載の方法。
【請求項２４５】
　生分解剤に含まれる前記重合体が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合
体、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、ポリテレフタレート、ポリエステル
、ポリ塩化ビニル、メタクリレート、ナイロン６、ポリカーボネート、ポリアミド、ポリ
クロロプレン、アクリロニトリルブタジエン系ゴム、および前記重合体のあらゆる共重合
体からなる群から選択される、請求項２２９に記載の方法。
【請求項２４６】
　生分解剤が相溶化剤をさらに含む、請求項２２９に記載の方法。
【請求項２４７】
　生分解剤が担体樹脂をさらに含む、請求項２２９に記載の方法。
【請求項２４８】
　前記担体樹脂が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合体、無水マレイン
酸、ポリオレフィンを有するアクリル酸からなる群から選択される、請求項２４７に記載
の方法。
【請求項２４９】
　生分解剤が微生物を誘引するための化学走性剤をさらに含む、請求項２２９に記載の方
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法。
【請求項２５０】
　化学走性剤が糖、クマリンまたはフラノンを含む、請求項２２９に記載の方法。
【請求項２５１】
　硬化ステップｅ）によって硫化エラストマーグローブ材料が得られる、請求項２２９に
記載の方法。
【請求項２５２】
　組成物が、カルボン酸またはその誘導体および二価または三価の金属を含む化合物をさ
らに含み、該カルボン酸またはその誘導体がハロゲン含有エラストマー重合体と架橋する
のに充分なレベルのカルボキシル基を与える、請求項２２９に記載の方法。
【請求項２５３】
　カルボン酸がエチレンアクリル酸である、請求項２５２に記載の方法。
【請求項２５４】
　生分解剤が、ポリ乳酸、乳酸－グリコール酸共重合体、ポリプロピレンカーボネート（
ｐｏｌｙｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅ　ｃａｒｂｏｎａｔｅ）、ポリカプロラクトン、ポ
リヒドロキシアルカン酸、キトサン、グルテン、および一つもしくは複数の脂肪族／芳香
族ポリエステル、例えば、ポリブチレンサクシネート、ポリブチレンサクシネート・アジ
ペート、ポリブチレンサクシネート・セバケート、もしくはポリブチレンテレフタレート
・アジペート共重合体、またはそれらの混合物を含む生分解性重合体を含む、請求項２２
９に記載の方法。
【請求項２５５】
　生分解剤がポリブチレンサクシネートを含む、請求項２２９に記載の方法。
【請求項２５６】
　生分解性エラストマーグローブ材料が好気条件下で生分解性である、請求項２２９に記
載の方法。
【請求項２５７】
　生分解性エラストマーグローブ材料が嫌気条件下で生分解性である、請求項２２９に記
載の方法。
【請求項２５８】
　生分解性エラストマーグローブ材料が、３０日後の対応する参照エラストマーグローブ
材料の％生分解よりも少なくとも２００％より大きな３０日後の％生分解を特徴とする、
ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項２２９に記載の方法
。
【請求項２５９】
　生分解性エラストマーグローブ材料が、６５日後の対応する参照エラストマーグローブ
材料の％生分解よりも少なくとも３００％より大きな６５日後の％生分解を特徴とする、
ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項２２９に記載の方法
。
【請求項２６０】
　生分解性エラストマーグローブ材料が、１２０日後の対応する参照エラストマーグロー
ブ材料の％生分解よりも少なくとも５００％より大きな１２０日後の％生分解を特徴とす
る、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項２２９に記載の
方法。
【請求項２６１】
　生分解性エラストマーグローブ材料が、１６０日後の対応する参照エラストマーグロー
ブ材料の％生分解よりも少なくとも７００％より大きな１６０日後の％生分解を特徴とす
る、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項２２９に記載の
方法。
【請求項２６２】
　生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約３％の３０日後の％生分解を特徴と
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するＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項２２９に記載の
方法。
【請求項２６３】
　生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約４％の６５日後の％生分解を特徴と
するＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項２２９に記載の
方法。
【請求項２６４】
　生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約１０％の１２０日後の％生分解を特
徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項２２９に記
載の方法。
【請求項２６５】
　生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約１５％の１６０日後の％生分解を特
徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項２２９に記
載の方法。
【請求項２６６】
　生分解性エラストマーグローブを生成するための方法であって、
ａ．　所定のサイズおよび形を有し、少なくとも部分的に支持材で覆われているグローブ
形成剤を得ること；
ｂ．　ステップａ）の支持材の少なくとも一部分を、
　ｉ．　ポリクロロプレンを含むハロゲン含有エラストマー重合体；および
　ｉｉ．　生分解剤
を含む組成物と接触させることで、支持材上に前記組成物の第一コーティングを得ること
；
ｃ．　第一コーティングを少なくとも部分的に固化させること；並びに
ｄ．　ステップｂ）およびｃ）を順に「ｎ」回繰り返し、ここで「ｎ」は１以上の整数で
あり、それによって、生分解剤非存在下での実質的に同一な参照エラストマーグローブ材
料の生分解速度よりも大きな、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１試験基準に従って測定される生分解
速度を示す支持されたエラストマーグローブ材料を得ること、
を含む、上記方法。
【請求項２６７】
　第一コーティング上に凝固剤を少なくとも部分的にコーティングすることをさらに含む
、請求項２６６に記載の方法。
【請求項２６８】
　ハロゲン含有エラストマー重合体がポリクロロプレンである、請求項２６６に記載の方
法。
【請求項２６９】
　ステップｄ）の後にコーティングを硬化させることをさらに含む、請求項２６６に記載
の方法。
【請求項２７０】
　グローブ形成剤から支持されたエラストマーグローブ材料を除去することをさらに含む
、請求項２６９に記載の方法。
【請求項２７１】
　組成物が、１００乾燥部のハロゲン含有エラストマー重合体あたり０部超～約１０．０
部の量で存在する金属酸化物架橋剤を含む、請求項２６６に記載の方法。
【請求項２７２】
　金属酸化物架橋剤が酸化亜鉛または酸化マグネシウムを含む、請求項２７１に記載の方
法。
【請求項２７３】
　組成物が、感熱剤、界面活性剤、加硫剤、無機充填剤、抗酸化剤、顔料、および付臭剤
からなる群から選択される少なくとも１つの添加剤をさらに含む、請求項２６６に記載の
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方法。
【請求項２７４】
　組成物が１００乾燥部のハロゲン含有エラストマー重合体あたり０部超～約２０．０部
の量で存在する無機充填剤を含む、請求項２６６に記載の方法。
【請求項２７５】
　生分解剤が１００乾燥部のハロゲン含有エラストマー重合体あたり０部超～約２．０部
の量で存在する、請求項２６６に記載の方法。
【請求項２７６】
　生分解剤がカルボン酸化合物を含む、請求項２６６に記載の方法。
【請求項２７７】
　生分解剤が、化学誘引性化合物；グルタル酸またはその誘導体；５～１８炭素の鎖長を
有するカルボン酸化合物；重合体；および膨潤剤を含む、請求項２６６に記載の方法。
【請求項２７８】
　生分解剤がハロゲン含有エラストマー重合体を分解することが可能な微生物をさらに含
む、請求項２６６に記載の方法。
【請求項２７９】
　生分解剤に含まれる前記重合体が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合
体、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、ポリテレフタレート、ポリエステル
、ポリ塩化ビニル、メタクリレート、ナイロン６、ポリカーボネート、ポリアミド、ポリ
クロロプレン、アクリロニトリルブタジエン系ゴム、および前記重合体のあらゆる共重合
体からなる群から選択される、請求項２６６に記載の方法。
【請求項２８０】
　生分解剤が相溶化剤をさらに含む、請求項２６６に記載の方法。
【請求項２８１】
　生分解剤が担体樹脂をさらに含む、請求項２６６に記載の方法。
【請求項２８２】
　前記担体樹脂が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合体、無水マレイン
酸、ポリオレフィンを有するアクリル酸からなる群から選択される、請求項２８１に記載
の方法。
【請求項２８３】
　生分解剤が微生物を誘引するための化学走性剤をさらに含む、請求項２６６に記載の方
法。
【請求項２８４】
　化学走性剤が糖、クマリン、またはフラノンを含む、請求項２６６に記載の方法。
【請求項２８５】
　組成物が、カルボン酸またはその誘導体および二価または三価の金属を含む化合物をさ
らに含み、該カルボン酸またはその誘導体がハロゲン含有エラストマー重合体と架橋する
のに充分なレベルのカルボキシル基を与える、請求項２６６に記載の方法。
【請求項２８６】
　カルボン酸がエチレンアクリル酸である、請求項２８５に記載の方法。
【請求項２８７】
　生分解剤が、ポリ乳酸、乳酸－グリコール酸共重合体、ポリプロピレンカーボネート（
ｐｏｌｙｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅ　ｃａｒｂｏｎａｔｅ）、ポリカプロラクトン、ポ
リヒドロキシアルカン酸、キトサン、グルテン、および一つもしくは複数の脂肪族／芳香
族ポリエステル、例えば、ポリブチレンサクシネート、ポリブチレンサクシネート・アジ
ペート、ポリブチレンサクシネート・セバケート、もしくはポリブチレンテレフタレート
・アジペート共重合体、またはそれらの混合物を含む生分解性重合体を含む、請求項２６
６に記載の方法。
【請求項２８８】
　生分解剤がポリブチレンサクシネートを含む、請求項２６６に記載の方法。
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【請求項２８９】
　生分解性エラストマーグローブ材料が好気条件下で生分解性である、請求項２６６に記
載の方法。
【請求項２９０】
　生分解性エラストマーグローブ材料が嫌気条件下で生分解性である、請求項２６６に記
載の方法。
【請求項２９１】
　生分解性エラストマーグローブ材料が、３０日後の対応する参照エラストマーグローブ
材料の％生分解よりも少なくとも２００％より大きな３０日後の％生分解を特徴とする、
ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項２６６に記載の方法
。
【請求項２９２】
　生分解性エラストマーグローブ材料が、６５日後の対応する参照エラストマーグローブ
材料の％生分解よりも少なくとも３００％より大きな６５日後の％生分解を特徴とする、
ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項２６６に記載の方法
。
【請求項２９３】
　生分解性エラストマーグローブ材料が、１２０日後の対応する参照エラストマーグロー
ブ材料の％生分解よりも少なくとも５００％より大きな１２０日後の％生分解を特徴とす
る、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項２６６に記載の
方法。
【請求項２９４】
　生分解性エラストマーグローブ材料が、１６０日後の対応する参照エラストマーグロー
ブ材料の％生分解よりも少なくとも７００％より大きな１６０日後の％生分解を特徴とす
る、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項２６６に記載の
方法。
【請求項２９５】
　生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約３％の３０日後の％生分解を特徴と
するＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項２６６に記載の
方法。
【請求項２９６】
　生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約４％の６５日後の％生分解を特徴と
するＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項２６６に記載の
方法。
【請求項２９７】
　生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約１０％の１２０日後の％生分解を特
徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項２６６に記
載の方法。
【請求項２９８】
　生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約１５％の１６０日後の％生分解を特
徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項２６６に記
載の方法。
【請求項２９９】
　支持材が、綿、ナイロン、ポリエステル、再生ポリエチレンテレフタラート（ＰＥＴ）
、アクリル、ライクラ、竹、鋼、炭素繊維、ガラス繊維、メタおよびパラ－アラミド（Ｋ
ｅｖｌａｒ（登録商標）、Ｔｗａｒｏｎ（登録商標）、Ｎｏｍｅｘ（登録商標））、もし
くは超高分子量ポリエチレン、またはそれらの組み合わせからなる群から選択される、請
求項２６６に記載の方法。
【請求項３００】
　生分解性熱可塑性材料であって、
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ａ）　ポリ塩化ビニルを含むハロゲン含有熱可塑性重合体；
ｂ）　生分解剤；および
ｃ）　可塑剤、
を含む組成物から形成され、
生分解剤非存在下での実質的に同一な参照熱可塑性材料の生分解速度よりも大きな、ＡＳ
ＴＭ　Ｄ５５１１試験基準に従って測定される生分解速度を示す、
上記生分解性熱可塑性材料。
【請求項３０１】
　ハロゲン含有重合体がポリ塩化ビニルである、請求項３００に記載の生分解性熱可塑性
材料。
【請求項３０２】
　可塑剤がフタル酸ジイソノニル、１－［２－（ベンゾイルオキシ）プロポキシ］プロパ
ン－２－イルベンゾエート、もしくはエポキシ化大豆油、またはその組み合わせを含む、
請求項３００に記載の生分解性熱可塑性材料。
【請求項３０３】
　可塑剤が１００乾燥部のハロゲン含有熱可塑性重合体あたり０部超～約１６０．０部の
量で存在する、請求項３００に記載の生分解性熱可塑性材料。
【請求項３０４】
　組成物が無機充填剤および顔料からなる群から選択される少なくとも１つの添加剤をさ
らに含む、請求項３００～３０５のいずれか一項に記載の生分解性熱可塑性材料。
【請求項３０５】
　組成物が１００乾燥部のハロゲン含有熱可塑性重合体あたり０部超～約２０．０部の量
で存在する無機充填剤を含む、請求項３０４に記載の生分解性熱可塑性材料。
【請求項３０６】
　生分解剤が１００乾燥部のハロゲン含有熱可塑性重合体あたり０部超～約２．０部の量
で存在する、請求項３００～３０５のいずれか一項に記載の生分解性熱可塑性材料。
【請求項３０７】
　生分解剤がカルボン酸化合物を含む、請求項３００～３０６のいずれか一項に記載の生
分解性熱可塑性材料。
【請求項３０８】
　生分解剤が、化学誘引性化合物；グルタル酸またはその誘導体；５～１８炭素の鎖長を
有するカルボン酸化合物；重合体；および膨潤剤を含む、請求項３００～３０７のいずれ
か一項に記載の生分解性熱可塑性材料。
【請求項３０９】
　生分解剤がハロゲン含有熱可塑性重合体を消化することが可能な微生物をさらに含む、
請求項３０８に記載の生分解性熱可塑性材料。
【請求項３１０】
　生分解剤に含まれる前記重合体が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合
体、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、ポリテレフタレート、ポリエステル
、ポリ塩化ビニル、メタクリレート、ナイロン６、ポリカーボネート、ポリアミド、ポリ
クロロプレン、アクリロニトリルブタジエン系ゴム、および前記重合体のあらゆる共重合
体からなる群から選択される、請求項３０８に記載の生分解性熱可塑性材料。
【請求項３１１】
　生分解剤が相溶化剤をさらに含む、請求項３０８に記載の生分解性熱可塑性材料。
【請求項３１２】
　生分解剤が担体樹脂をさらに含む、請求項３０８に記載の生分解性熱可塑性材料。
【請求項３１３】
　前記担体樹脂が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合体、無水マレイン
酸、ポリオレフィンを有するアクリル酸からなる群から選択される、請求項３０８に記載
の生分解性熱可塑性材料。
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【請求項３１４】
　生分解剤が微生物を誘引するための化学走性剤をさらに含む、請求項３０８に記載の生
分解性熱可塑性材料。
【請求項３１５】
　化学走性剤が糖、クマリン、またはフラノンを含む、請求項３０８に記載の生分解性熱
可塑性材料。
【請求項３１６】
　生分解剤が、ポリ乳酸、乳酸－グリコール酸共重合体、ポリプロピレンカーボネート（
ｐｏｌｙｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅ　ｃａｒｂｏｎａｔｅ）、ポリカプロラクトン、ポ
リヒドロキシアルカン酸、キトサン、グルテン、および一つもしくは複数の脂肪族／芳香
族ポリエステル、例えば、ポリブチレンサクシネート、ポリブチレンサクシネート・アジ
ペート、ポリブチレンサクシネート・セバケート、もしくはポリブチレンテレフタレート
・アジペート共重合体、またはそれらの混合物を含む生分解性重合体を含む、請求項３０
０に記載の生分解性熱可塑性材料。
【請求項３１７】
　生分解剤がポリブチレンサクシネートを含む、請求項３００に記載の生分解性熱可塑性
材料。
【請求項３１８】
　生分解性熱可塑性材料が好気条件下で生分解性である、請求項３００～３１７のいずれ
か一項に記載の生分解性熱可塑性材料。
【請求項３１９】
　生分解性熱可塑性材料が嫌気条件下で生分解性である、請求項３００～３１７のいずれ
か一項に記載の生分解性熱可塑性材料。
【請求項３２０】
　生分解性熱可塑性材料が、３０日後の対応する参照熱可塑性材料の％生分解よりも少な
くとも２００％より大きな３０日後の％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従っ
て測定される生分解速度を示す、請求項３００～３１７のいずれか一項に記載の生分解性
熱可塑性材料。
【請求項３２１】
　生分解性熱可塑性材料が、６５日後の対応する参照熱可塑性材料の％生分解よりも少な
くとも３００％より大きな６５日後の％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従っ
て測定される生分解速度を示す、請求項３００～３１７のいずれか一項に記載の生分解性
熱可塑性材料。
【請求項３２２】
　生分解性熱可塑性材料が、１２０日後の対応する参照熱可塑性材料の％生分解よりも少
なくとも５００％より大きな１２０日後の％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に
従って測定される生分解速度を示す、請求項３００～３１７のいずれか一項に記載の生分
解性熱可塑性材料。
【請求項３２３】
　生分解性熱可塑性材料が、１６０日後の対応する参照熱可塑性材料の％生分解よりも少
なくとも７００％より大きな１６０日後の％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に
従って測定される生分解速度を示す、請求項３００～３１７のいずれか一項に記載の生分
解性熱可塑性材料。
【請求項３２４】
　生分解性熱可塑性材料が、少なくとも約３％の３０日後の％生分解を特徴とするＡＳＴ
Ｍ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項３００～３１７のいずれか
一項に記載の生分解性熱可塑性材料。
【請求項３２５】
　生分解性熱可塑性材料が、少なくとも約４％の６５日後の％生分解を特徴とするＡＳＴ
Ｍ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項３００～３１７のいずれか
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一項に記載の生分解性熱可塑性材料。
【請求項３２６】
　生分解性熱可塑性材料が、少なくとも約１０％の１２０日後の％生分解を特徴とするＡ
ＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項３００～３１７のいず
れか一項に記載の生分解性熱可塑性材料。
【請求項３２７】
　生分解性熱可塑性材料が、少なくとも約１５％の１６０日後の％生分解を特徴とするＡ
ＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項３００～３１７のいず
れか一項に記載の生分解性熱可塑性材料。
【請求項３２８】
　生分解性熱可塑性グローブを生成するための方法であって、
ａ．　所定のサイズおよび形を有するグローブ形成剤を得ること；
ｂ．　その表面上に乾燥した少なくとも部分的な凝固剤コーティングを有するグローブ形
成剤を、
　ｉ．　ポリ塩化ビニルを含むハロゲン含有熱可塑性重合体、および
ｉｉ．　生分解剤
を含む組成物でコーティングすること；
ｃ．　ステップｂ）のコーティングを硬化させることで、生分解剤非存在下での実質的に
同一な参照熱可塑性グローブ材料の生分解速度よりも大きな、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１試験
基準に従って測定される生分解速度を示す熱可塑性グローブ材料を得ること、
を含む、上記方法。
【請求項３２９】
　ステップｃ）の前にコーティングの一部分をビージングすることをさらに含み得る、請
求項３２８に記載の方法。
【請求項３３０】
　グローブ形成剤から熱可塑性グローブ材料を除去することをさらに含み得る、請求項３
２８に記載の方法。
【請求項３３１】
　ハロゲン含有熱可塑性重合体がポリ塩化ビニルである、請求項３２８に記載の方法。
【請求項３３２】
　組成物が可塑剤をさらに含む、請求項３２８に記載の方法。
【請求項３３３】
　組成物が、無機充填剤、抗酸化剤、顔料、および付臭剤からなる群から選択される少な
くとも１つの添加剤、またはそれらの組み合わせをさらに含む、請求項３２８に記載の方
法。
【請求項３３４】
　組成物が１００乾燥部のハロゲン含有熱可塑性重合体あたり０部超～約２０．０部の量
で存在する無機充填剤を含む、請求項３２８に記載の方法。
【請求項３３５】
　生分解剤が１００乾燥部のハロゲン含有熱可塑性重合体あたり０部超～約２．０部の量
で存在する、請求項３２８に記載の方法。
【請求項３３６】
　生分解剤がカルボン酸化合物を含む、請求項３２８に記載の方法。
【請求項３３７】
　生分解剤が、化学誘引性化合物；グルタル酸またはその誘導体；５～１８炭素の鎖長を
有するカルボン酸化合物；重合体；および膨潤剤を含む、請求項３２８に記載の方法。
【請求項３３８】
　生分解剤がアクリロニトリルブタジエン系ゴムを消化することが可能な微生物をさらに
含む、請求項３２８に記載の方法。
【請求項３３９】
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　生分解剤に含まれる前記重合体が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合
体、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、ポリテレフタレート、ポリエステル
、ポリ塩化ビニル、メタクリレート、ナイロン６、ポリカーボネート、ポリアミド、ポリ
クロロプレン、アクリロニトリルブタジエン系ゴム、および前記重合体のあらゆる共重合
体からなる群から選択される、請求項３２８に記載の方法。
【請求項３４０】
　生分解剤が相溶化剤をさらに含む、請求項３２８に記載の方法。
【請求項３４１】
　生分解剤が担体樹脂をさらに含む、請求項３２８に記載の方法。
【請求項３４２】
　前記担体樹脂が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合体、無水マレイン
酸、ポリオレフィンを有するアクリル酸からなる群から選択される、請求項３４１に記載
の方法。
【請求項３４３】
　生分解剤が微生物を誘引するための化学走性剤をさらに含む、請求項３２８に記載の方
法。
【請求項３４４】
　化学走性剤が糖、クマリン、またはフラノンを含む、請求項３２８に記載の方法。
【請求項３４５】
　生分解剤が、ポリ乳酸、乳酸－グリコール酸共重合体、ポリプロピレンカーボネート（
ｐｏｌｙｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅ　ｃａｒｂｏｎａｔｅ）、ポリカプロラクトン、ポ
リヒドロキシアルカン酸、キトサン、グルテン、および一つもしくは複数の脂肪族／芳香
族ポリエステル、例えば、ポリブチレンサクシネート、ポリブチレンサクシネート・アジ
ペート、ポリブチレンサクシネート・セバケート、もしくはポリブチレンテレフタレート
・アジペート共重合体、またはそれらの混合物を含む生分解性重合体を含む、請求項３２
８に記載の方法。
【請求項３４６】
　生分解剤がポリブチレンサクシネートを含む、請求項３２８に記載の方法。
【請求項３４７】
　生分解性熱可塑性グローブ材料が好気条件下で生分解性である、請求項３２８に記載の
方法。
【請求項３４８】
　生分解性熱可塑性グローブ材料が嫌気条件下で生分解性である、請求項３２８に記載の
方法。
【請求項３４９】
　生分解性熱可塑性グローブ材料が、３０日後の対応する参照熱可塑性グローブ材料の％
生分解よりも少なくとも２００％より大きな３０日後の％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　
Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項３２８に記載の方法。
【請求項３５０】
　生分解性熱可塑性グローブ材料が、６５日後の対応する参照熱可塑性グローブ材料の％
生分解よりも少なくとも３００％より大きな６５日後の％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　
Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項３２８に記載の方法。
【請求項３５１】
　生分解性熱可塑性グローブ材料が、１２０日後の対応する参照熱可塑性グローブ材料の
％生分解よりも少なくとも５００％より大きな１２０日後の％生分解を特徴とするＡＳＴ
Ｍ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項３２８に記載の方法。
【請求項３５２】
　生分解性熱可塑性グローブ材料が、１６０日後の対応する参照熱可塑性グローブ材料の
％生分解よりも少なくとも７００％より大きな１６０日後の％生分解を特徴とするＡＳＴ
Ｍ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項３２８に記載の方法。
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【請求項３５３】
　生分解性熱可塑性グローブ材料が、少なくとも約３％の３０日後の％生分解を特徴とす
るＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項３２８に記載の方
法。
【請求項３５４】
　生分解性熱可塑性グローブ材料が、少なくとも約４％の６５日後の％生分解を特徴とす
るＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項３２８に記載の方
法。
【請求項３５５】
　生分解性熱可塑性グローブ材料が、少なくとも約１０％の１２０日後の％生分解を特徴
とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項３２８に記載
の方法。
【請求項３５６】
　生分解性熱可塑性グローブ材料が、少なくとも約１５％の１６０日後の％生分解を特徴
とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項３２８に記載
の方法。
【請求項３５７】
　生分解性熱可塑性グローブを生成するための方法であって
ａ．　所定のサイズおよび形を有し、少なくとも部分的に支持材で覆われているグローブ
形成剤を得ること；
ｂ．　ステップａ）の支持材の少なくとも一部分を、
　ｉ．　ポリ塩化ビニルを含むハロゲン含有熱可塑性重合体；
　ｉｉ．　可塑剤；および
　ｉｉｉ．　生分解剤
を含む組成物と接触させることで、支持材上に前記組成物の第一コーティングを得ること
；
ｃ．　第一コーティングを少なくとも部分的に固化させること；並びに
ｄ．　ステップｂ）およびｃ）を順に「ｎ」回繰り返し、ここで「ｎ」は１以上の整数で
あり、それによって、生分解剤非存在下での実質的に同一な参照熱可塑性グローブ材料の
生分解速度よりも大きな、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１試験基準に従って測定される生分解速度
を示す、支持された熱可塑性グローブ材料を得ること、
を含む、上記方法。
【請求項３５８】
　組成物が可塑剤をさらに含む、請求項３５７に記載の方法。
【請求項３５９】
　ハロゲン含有熱可塑性重合体がポリ塩化ビニルである、請求項３５７に記載の方法。
【請求項３６０】
　ステップｄ）の後にコーティングを硬化させることをさらに含む、請求項３５７に記載
の方法。
【請求項３６１】
　グローブ形成剤から支持された熱可塑性グローブ材料を除去することをさらに含む、請
求項３５７に記載の方法。
【請求項３６２】
　組成物が無機充填剤および顔料からなる群から選択される少なくとも１つの添加剤をさ
らに含む、請求項３５７に記載の方法。
【請求項３６３】
　組成物が１００乾燥部のハロゲン含有熱可塑性重合体あたり０部超～約２０．０部の量
で存在する無機充填剤を含む、請求項３５７に記載の方法。
【請求項３６４】
　生分解剤が１００乾燥部のハロゲン含有熱可塑性重合体あたり０部超～約２．０部の量
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で存在する、請求項３５７に記載の方法。
【請求項３６５】
　生分解剤がカルボン酸化合物を含む、請求項３５７に記載の方法。
【請求項３６６】
　生分解剤が、化学誘引性化合物；グルタル酸またはその誘導体；５～１８炭素の鎖長を
有するカルボン酸化合物；重合体；および膨潤剤を含む、請求項３５７に記載の方法。
【請求項３６７】
　生分解剤がハロゲン含有熱可塑性重合体を消化することが可能な微生物をさらに含む、
請求項３５７に記載の方法。
【請求項３６８】
　生分解剤に含まれる前記重合体が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合
体、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、ポリテレフタレート、ポリエステル
、ポリ塩化ビニル、メタクリレート、ナイロン６、ポリカーボネート、ポリアミド、ポリ
クロロプレン、アクリロニトリルブタジエン系ゴム、および前記重合体のあらゆる共重合
体からなる群から選択される、請求項２６６に記載の方法。
【請求項３６９】
　生分解剤が相溶化剤をさらに含む、請求項３５７に記載の方法。
【請求項３７０】
　生分解剤が担体樹脂をさらに含む、請求項３５７に記載の方法。
【請求項３７１】
　前記担体樹脂が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合体、無水マレイン
酸、ポリオレフィンを有するアクリル酸からなる群から選択される、請求項３７０に記載
の方法。
【請求項３７２】
　生分解剤が微生物を誘引するための化学走性剤をさらに含む、請求項３５７に記載の方
法。
【請求項３７３】
　化学走性剤が糖、クマリン、またはフラノンを含む、請求項３５７に記載の方法。
【請求項３７４】
　生分解剤が、ポリ乳酸、乳酸－グリコール酸共重合体、ポリプロピレンカーボネート（
ｐｏｌｙｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅ　ｃａｒｂｏｎａｔｅ）、ポリカプロラクトン、ポ
リヒドロキシアルカン酸、キトサン、グルテン、および一つもしくは複数の脂肪族／芳香
族ポリエステル、例えば、ポリブチレンサクシネート、ポリブチレンサクシネート・アジ
ペート、ポリブチレンサクシネート・セバケート、もしくはポリブチレンテレフタレート
・アジペート共重合体、またはそれらの混合物を含む生分解性重合体を含む、請求項３５
７に記載の方法。
【請求項３７５】
　生分解剤がポリブチレンサクシネートを含む、請求項３５７に記載の方法。
【請求項３７６】
　生分解性熱可塑性グローブ材料が好気条件下で生分解性である、請求項３５７に記載の
方法。
【請求項３７７】
　生分解性熱可塑性グローブ材料が嫌気条件下で生分解性である、請求項３５７に記載の
方法。
【請求項３７８】
　生分解性熱可塑性グローブ材料が、３０日後の対応する参照熱可塑性グローブ材料の％
生分解よりも少なくとも２００％より大きな３０日後の％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　
Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項３５７に記載の方法。
【請求項３７９】
　生分解性熱可塑性グローブ材料が、６５日後の対応する参照熱可塑性グローブ材料の％
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生分解よりも少なくとも３００％より大きな６５日後の％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　
Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項３５７に記載の方法。
【請求項３８０】
　生分解性熱可塑性グローブ材料が、１２０日後の対応する参照熱可塑性グローブ材料の
％生分解よりも少なくとも５００％より大きな１２０日後の％生分解を特徴とするＡＳＴ
Ｍ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項３５７に記載の方法。
【請求項３８１】
　生分解性熱可塑性グローブ材料が、１６０日後の対応する参照熱可塑性グローブ材料の
％生分解よりも少なくとも７００％より大きな１６０日後の％生分解を特徴とするＡＳＴ
Ｍ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項３５７に記載の方法。
【請求項３８２】
　生分解性熱可塑性グローブ材料が、少なくとも約３％の３０日後の％生分解を特徴とす
るＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項３５７に記載の方
法。
【請求項３８３】
　生分解性熱可塑性グローブ材料が、少なくとも約４％の６５日後の％生分解を特徴とす
るＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項３５７に記載の方
法。
【請求項３８４】
　生分解性熱可塑性グローブ材料が、少なくとも約１０％の１２０日後の％生分解を特徴
とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項３５７に記載
の方法。
【請求項３８５】
　生分解性熱可塑性グローブ材料が、少なくとも約１５％の１６０日後の％生分解を特徴
とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項３５７に記載
の方法。
【請求項３８６】
　支持材が、綿、ナイロン、ポリエステル、再生ポリエチレンテレフタラート（ＰＥＴ）
、アクリル、ライクラ、竹、鋼、炭素繊維、ガラス繊維、メタおよびパラ－アラミド（Ｋ
ｅｖｌａｒ（登録商標）、Ｔｗａｒｏｎ（登録商標）、Ｎｏｍｅｘ（登録商標））、もし
くは超高分子量ポリエチレン、またはそれらの組み合わせからなる群から選択される、請
求項３５７に記載の方法。
【請求項３８７】
　生分解性熱可塑性グローブであって、
ａ）　ポリ塩化ビニルを含むハロゲン含有熱可塑性重合体；および
ｂ）　生分解剤
を含む組成物から形成される生分解性熱可塑性グローブ材料を含み、
前記生分解性熱可塑性グローブ材料が、生分解剤非存在下での実質的に同一な参照熱可塑
性グローブ材料の生分解速度よりも大きな、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１試験基準に従って測定
される生分解速度を示す、
上記生分解性熱可塑性グローブ。
【請求項３８８】
　組成物が可塑剤をさらに含む、請求項３８７に記載の生分解性熱可塑性グローブ。
【請求項３８９】
　ハロゲン含有重合体がポリ塩化ビニルである、請求項３８７に記載の生分解性熱可塑性
グローブ。
【請求項３９０】
　組成物が無機充填剤および顔料からなる群から選択される少なくとも１つの添加剤をさ
らに含む、請求項３８７～３８９のいずれか一項に記載の生分解性熱可塑性グローブ。
【請求項３９１】
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　組成物が１００乾燥部のハロゲン含有熱可塑性重合体あたり０部超～約２０．０部の量
で存在する無機充填剤を含む、請求項３９０に記載の生分解性熱可塑性グローブ。
【請求項３９２】
　生分解剤が１００乾燥部のハロゲン含有熱可塑性重合体あたり０部超～約２．０部の量
で存在する、請求項３８７～３９１のいずれか一項に記載の生分解性熱可塑性グローブ。
【請求項３９３】
　生分解剤がカルボン酸化合物を含む、請求項３８７～３９２のいずれか一項に記載の生
分解性熱可塑性グローブ。
【請求項３９４】
　生分解剤が、化学誘引性化合物；グルタル酸またはその誘導体；５～１８炭素の鎖長を
有するカルボン酸化合物；重合体；および膨潤剤を含む、請求項３８７～３９３のいずれ
か一項に記載の生分解性熱可塑性グローブ。
【請求項３９５】
　生分解剤がハロゲン含有熱可塑性重合体を消化することが可能な微生物をさらに含む、
請求項３９４に記載の生分解性熱可塑性グローブ。
【請求項３９６】
　生分解剤に含まれる前記重合体が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合
体、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、ポリテレフタレート、ポリエステル
、ポリ塩化ビニル、メタクリレート、ナイロン６、ポリカーボネート、ポリアミド、ポリ
クロロプレン、アクリロニトリルブタジエン系ゴム、および前記重合体のあらゆる共重合
体からなる群から選択される、請求項３９４に記載の生分解性熱可塑性グローブ。
【請求項３９７】
　生分解剤が相溶化剤をさらに含む、請求項３９４に記載の生分解性熱可塑性グローブ。
【請求項３９８】
　生分解剤が担体樹脂をさらに含む、請求項３９４に記載の生分解性熱可塑性グローブ。
【請求項３９９】
　前記担体樹脂が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合体、無水マレイン
酸、ポリオレフィンを有するアクリル酸からなる群から選択される、請求項３９４に記載
の生分解性熱可塑性グローブ。
【請求項４００】
　生分解剤が微生物を誘引するための化学走性剤をさらに含む、請求項３９４に記載の生
分解性熱可塑性グローブ。
【請求項４０１】
　化学走性剤が糖、クマリン、またはフラノンを含む、請求項３９４に記載の生分解性熱
可塑性グローブ。
【請求項４０２】
　生分解剤が、ポリ乳酸、乳酸－グリコール酸共重合体、ポリプロピレンカーボネート（
ｐｏｌｙｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅ　ｃａｒｂｏｎａｔｅ）、ポリカプロラクトン、ポ
リヒドロキシアルカン酸、キトサン、グルテン、および一つもしくは複数の脂肪族／芳香
族ポリエステル、例えば、ポリブチレンサクシネート、ポリブチレンサクシネート・アジ
ペート、ポリブチレンサクシネート・セバケート、もしくはポリブチレンテレフタレート
・アジペート共重合体、またはそれらの混合物を含む生分解性重合体を含む、請求項３８
７に記載の方法。
【請求項４０３】
　生分解剤がポリブチレンサクシネートを含む、請求項３８７に記載の方法。
【請求項４０４】
　生分解性熱可塑性グローブ材料が好気条件下で生分解性である、請求項３８７～４０３
のいずれか一項に記載の生分解性熱可塑性グローブ。
【請求項４０５】
　生分解性熱可塑性グローブ材料が嫌気条件下で生分解性である、請求項３８７～４０３
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のいずれか一項に記載の生分解性熱可塑性グローブ。
【請求項４０６】
　生分解性熱可塑性グローブ材料が、３０日後の対応する参照熱可塑性グローブ材料の％
生分解よりも少なくとも２００％より大きな３０日後の％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　
Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項３８７～４０３のいずれか一項
に記載の生分解性熱可塑性グローブ。
【請求項４０７】
　生分解性熱可塑性グローブ材料が、６５日後の対応する参照熱可塑性グローブ材料の％
生分解よりも少なくとも３００％より大きな６５日後の％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　
Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項３８７～４０３のいずれか一項
に記載の生分解性熱可塑性グローブ。
【請求項４０８】
　生分解性熱可塑性グローブ材料が、１２０日後の対応する参照熱可塑性グローブ材料の
％生分解よりも少なくとも５００％より大きな１２０日後の％生分解を特徴とするＡＳＴ
Ｍ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項３８７～４０３のいずれか
一項に記載の生分解性熱可塑性グローブ。
【請求項４０９】
　生分解性熱可塑性グローブ材料が、１６０日後の対応する参照熱可塑性グローブ材料の
％生分解よりも少なくとも７００％より大きな１６０日後の％生分解を特徴とするＡＳＴ
Ｍ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項３８７～４０３のいずれか
一項に記載の生分解性熱可塑性グローブ。
【請求項４１０】
　生分解性熱可塑性グローブ材料が、少なくとも約３％の３０日後の％生分解を特徴とす
るＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項３８７～４０３の
いずれか一項に記載の生分解性熱可塑性グローブ。
【請求項４１１】
　生分解性熱可塑性グローブ材料が、少なくとも約４％の６５日後の％生分解を特徴とす
るＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項３８７～４０３の
いずれか一項に記載の生分解性熱可塑性グローブ。
【請求項４１２】
　生分解性熱可塑性グローブ材料が、少なくとも約１０％の１２０日後の％生分解を特徴
とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項３８７～４０
３のいずれか一項に記載の生分解性熱可塑性グローブ。
【請求項４１３】
　生分解性熱可塑性グローブ材料が、少なくとも約１５％の１６０日後の％生分解を特徴
とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、請求項３８７～４０
３のいずれか一項に記載の生分解性熱可塑性グローブ。
【請求項４１４】
　生分解性熱可塑性グローブが支持されていない、請求項３８７～４１３のいずれか一項
に記載の生分解性熱可塑性グローブ。
【請求項４１５】
　生分解性熱可塑性グローブが支持されている、請求項３８７～４１３のいずれか一項に
記載の生分解性熱可塑性グローブ。
【請求項４１６】
　生分解性熱可塑性グローブが、綿、ナイロン、ポリエステル、再生ポリエチレンテレフ
タラート（ＰＥＴ）、アクリル、ライクラ、竹、鋼、炭素繊維、ガラス繊維、メタおよび
パラ－アラミド（Ｋｅｖｌａｒ（登録商標）、Ｔｗａｒｏｎ（登録商標）、Ｎｏｍｅｘ（
登録商標））、もしくは超高分子量ポリエチレン、またはそれらの組み合わせを含む材料
によって支持されている、請求項４１５に記載の生分解性熱可塑性グローブ。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、２０１２年８月３０日に出願された米国仮特許出願第６１／６９５，２２９
号に対する優先権の利益、および２０１３年３月１５日に出願された米国仮特許出願第６
１／７８７，７２１号に対する優先権の利益を主張する。本願はまた、２０１３年３月１
５日に出願された米国非仮特許出願第１３／８３３，１９３号に対する優先権の利益を主
張し、また、２０１２年８月３０日に出願された米国仮特許出願第６１／６９５，２２９
号に対する優先権の利益も主張する。これら優先出願のそれぞれの全体の開示は、その全
体が参照によって本明細書に組み込まれる。
【０００２】
　本開示は、生分解性の組成物、材料、グローブおよびそれを製造するための方法に関す
る。
【背景技術】
【０００３】
　プラスチックおよびゴムは、工業的に大量生産され、同時に、日常生活および工業分野
において広く使用されており、それらの利用は大いに増加している。１つのそのような用
途は、化学的操作用および健康管理産業用等の、種々の応用で用いることができる可塑性
グローブまたはゴムグローブである。製品は、自然力（ｆｏｒｃｅｓ　ｏｆ　ｎａｔｕｒ
ｅ）およびそれらの指定の用途による摩耗に耐えることが望ましい。これらのタイプの材
料および製品の多くは自然環境において生分解しないため、近年において、廃棄されたプ
ラスチックによる環境の散乱および破壊が生じている。従って、近年、自然環境において
生分解可能なプラスチックの開発が求められている。
【０００４】
　従って、埋め立て式ごみ処理地等の自然環境において生分解可能な可塑性グローブまた
はゴムグローブに関する、材料、製品および方法が必要とされている。そのような材料、
製品および方法が本明細書に記載されている。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　種々の態様の中で、ａ）アクリロニトリルブタジエン系ゴム；ｂ）アルカリ安定化剤；
ｃ）金属酸化物架橋剤；およびｄ）生分解剤を含む組成物から形成され、生分解剤非存在
下での実質的に同一な参照エラストマー材料の生分解速度よりも大きな、ＡＳＴＭ　Ｄ５
５１１試験基準に従って測定される生分解速度を示す、生分解性エラストマー材料が本明
細書で開示される。
【０００６】
　ａ）ハロゲン含有エラストマー重合体；およびｂ）生分解剤を含む組成物から形成され
、生分解剤非存在下での実質的に同一な参照エラストマー材料の生分解速度よりも大きな
、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１試験基準に従って測定される生分解速度を示す、生分解性エラス
トマー材料も本明細書で開示される。
【０００７】
　ａ）ハロゲン含有熱可塑性重合体；ｂ）生分解剤；およびｃ）可塑剤を含む組成物から
形成され、生分解剤非存在下での実質的に同一な参照熱可塑性材料の生分解速度よりも大
きな、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１試験基準に従って測定される生分解速度を示す、生分解性熱
可塑性材料も本明細書で開示される。
【０００８】
　ａ）アクリロニトリルブタジエン系ゴム；ｂ）アルカリ安定化剤；ｃ）金属酸化物架橋
剤；およびｄ）生分解剤を含む組成物から形成される生分解性エラストマーグローブ材料
を含み、該生分解性エラストマーグローブ材料が生分解剤非存在下での実質的に同一な参
照エラストマーグローブ材料の生分解速度よりも大きな、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１試験基準
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に従って測定される生分解速度を示す、生分解性エラストマーグローブも本明細書で開示
される。
【０００９】
　ａ）ハロゲン含有エラストマー重合体；およびｂ）生分解剤を含む組成物から形成され
る生分解性エラストマーグローブ材料を含み、該生分解性エラストマーグローブ材料が生
分解剤非存在下での実質的に同一な参照エラストマーグローブ材料の生分解速度よりも大
きな、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１試験基準に従って測定される生分解速度を示す、生分解性エ
ラストマーグローブも本明細書で開示される。
【００１０】
　ａ）ポリ塩化ビニルを含むハロゲン含有熱可塑性重合体；およびｂ）生分解剤を含む組
成物から形成される生分解性熱可塑性グローブ材料を含み、該生分解性熱可塑性グローブ
材料が生分解剤非存在下での実質的に同一な参照熱可塑性グローブ材料の生分解速度より
も大きな、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１試験基準に従って測定される生分解速度を示す、生分解
性熱可塑性グローブも本明細書で開示される。
【００１１】
　ａ）所定のサイズおよび形を有するグローブ形成剤を得ること；ｂ）グローブ形成剤の
少なくとも一表面部分を凝固剤と接触させることで、グローブ形成剤の表面部分上に少な
くとも一部分の凝固剤コーティングを得ること；ｃ）凝固剤コーティングを乾燥させるこ
と；ｄ）その表面上に乾燥した少なくとも部分的な凝固剤コーティングを有するグローブ
形成剤を、ｉ．アクリロニトリルブタジエン系ゴム；ｉｉ．アルカリ安定化剤；ｉｉｉ．
金属酸化物架橋剤；およびｉｖ．生分解剤を含む組成物でコーティングすること；ｅ）ス
テップｄ）のコーティングを硬化させることで、生分解剤非存在下での実質的に同一な参
照エラストマーグローブ材料の生分解速度よりも大きな、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１試験基準
に従って測定される生分解速度を示すエラストマーグローブ材料を得ること、を含む、生
分解性エラストマーグローブを作製するための方法も本明細書で開示される。
【００１２】
　ａ）所定のサイズおよび形を有するグローブ形成剤を得ること；ｂ）グローブ形成剤の
少なくとも一表面部分を凝固剤と接触させることで、グローブ形成剤の表面部分上に少な
くとも一部分の凝固剤コーティングを得ること；ｃ）凝固剤コーティングを乾燥させるこ
と；ｄ）その表面上に乾燥した少なくとも部分的な凝固剤コーティングを有するグローブ
形成剤を、ｉ．ポリクロロプレンを含むハロゲン含有エラストマー重合体、およびｉｉ．
生分解剤を含む組成物でコーティングすること；ｅ）ステップｄ）のコーティングを硬化
させることで、生分解剤非存在下での実質的に同一な参照エラストマーグローブ材料の生
分解速度よりも大きな、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１試験基準に従って測定される生分解速度を
示すエラストマーグローブ材料を得ること、を含む、生分解性エラストマーグローブを作
製するための方法も本明細書で開示される。
【００１３】
　ａ）所定のサイズおよび形を有し、少なくとも部分的に支持材で覆われているグローブ
形成剤を得ること；ｂ）ステップａ）の支持材の少なくとも一部分を、ｉ．アクリロニト
リルブタジエン系ゴム；ｉｉ．アルカリ安定化剤；ｉｉｉ．金属酸化物架橋剤；およびｉ
ｖ．生分解剤を含む組成物と接触させることによって、支持材上に前記組成物の第一コー
ティングを得ること；ｃ）第一コーティングを少なくとも部分的に固化させること；並び
にｄ）ステップｂ）およびｃ）を順に「ｎ」回繰り返し、ここで「ｎ」は１以上の整数で
あり、それによって、生分解剤非存在下での実質的に同一な参照エラストマーグローブ材
料の生分解速度よりも大きな、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１試験基準に従って測定される生分解
速度を示す支持されたエラストマーグローブ材料を得ること、を含む、生分解性エラスト
マーグローブを作製するための方法も本明細書で開示される。
【００１４】
　ａ）所定のサイズおよび形を有し、少なくとも部分的に支持材で覆われているグローブ
形成剤を得ること；ｂ）ステップａ）の支持材の少なくとも一部分を、ｉ．ポリクロロプ
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レンを含むハロゲン含有エラストマー重合体；および生分解剤を含む組成物と接触させる
こと；ｃ）第一コーティングを少なくとも部分的に固化させること；並びにｄ）ステップ
ｂ）およびｃ）を順に「ｎ」回繰り返し、ここで「ｎ」は１以上の整数であり、それによ
って、生分解剤非存在下での実質的に同一な参照エラストマーグローブ材料の生分解速度
よりも大きな、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１試験基準に従って測定される生分解速度を示す支持
されたエラストマーグローブ材料を得ること、を含む、生分解性エラストマーグローブを
作製するための方法も本明細書で開示される。
【００１５】
　ａ）所定のサイズおよび形を有するグローブ形成剤を得ること；ｂ）その表面上に乾燥
した少なくとも部分的な凝固剤コーティングを有するグローブ形成剤を、ｉ．ポリ塩化ビ
ニルを含むハロゲン含有熱可塑性重合体、およびｉｉ．生分解剤を含む組成物でコーティ
ングすること；ｃ）ステップｂ）のコーティングを硬化させることで、生分解剤非存在下
での実質的に同一な参照熱可塑性グローブ材料の生分解速度よりも大きな、ＡＳＴＭ　Ｄ
５５１１試験基準に従って測定される生分解速度を示す熱可塑性グローブ材料を得ること
、を含む、生分解性熱可塑性グローブを作製するための方法も本明細書で開示される。
【００１６】
　ａ）所定のサイズおよび形を有し、少なくとも部分的に支持材で覆われているグローブ
形成剤を得ること；ｂ）ステップａ）の支持材の少なくとも一部分を、ｉ．ポリ塩化ビニ
ルを含むハロゲン含有熱可塑性重合体；およびｉｉ．生分解剤を含む組成物と接触させる
ことによって、支持材上に前記組成物の第一コーティングを得ること；ｃ）第一コーティ
ングを少なくとも部分的に固化させること；並びにｄ）ステップｂ）およびｃ）を順に「
ｎ」回繰り返し、ここで「ｎ」は１以上の整数であり、それによって、生分解剤非存在下
での実質的に同一な参照熱可塑性グローブ材料の生分解速度よりも大きな、ＡＳＴＭ　Ｄ
５５１１試験基準に従って測定される生分解速度を示す、支持された熱可塑性グローブ材
料を得ること、を含む、生分解性熱可塑性グローブを作製するための方法も本明細書で開
示される。
【００１７】
　一形態において、本明細書で開示される材料およびグローブは、生分解剤を含まない材
料またはグローブよりも、自然環境（すなわち、埋め立て式ごみ処理地）においてより生
分解性である。生分解剤を含む材料およびグローブは、生分解剤を含まない材料およびグ
ローブと実質的に同じである保管寿命および所望の特性を有する。従って、材料またはグ
ローブが適切な微生物と接触しない限り、生分解は開始されない。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
　本明細書に組み込まれ、本明細書の一部を構成する添付の図面は、いくつかの態様を図
示しており、発明を実施するための形態と共に、本発明の原理を説明するのに役立つ。
【図１Ａ】図１Ａおよび図１Ｂは３０日後の分解データのプロットを示している。
【図１Ｂ】図１Ａおよび図１Ｂは３０日後の分解データのプロットを示している。
【図２Ａ】図２Ａおよび図２Ｂは６５日後の分解データのプロットを示している。
【図２Ｂ】図２Ａおよび図２Ｂは６５日後の分解データのプロットを示している。
【図３Ａ】図３Ａおよび図３Ｂは１２０日後の分解データのプロットを示している。
【図３Ｂ】図３Ａおよび図３Ｂは１２０日後の分解データのプロットを示している。
【図４Ａ】図４Ａおよび図４Ｂは１６０日後の分解データのプロットを示している。
【図４Ｂ】図４Ａおよび図４Ｂは１６０日後の分解データのプロットを示している。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　本発明のさらなる態様は、以下の発明を実施するための形態において部分的に記載され
、発明を実施するための形態から部分的に明らかとなるか、または本発明の実施によって
習得され得る。本発明の利点は、添付の請求項において具体的に示される要素および組み
合わせの手段によって実現および達成される。上記の概要および下記の発明を実施するた
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めの形態が共に例示および説明のみを目的としたものであり、特許請求の範囲のように、
本発明を限定するものではないことを理解されたい。
【００２０】
発明を実施するための形態
　本発明は、下記の発明を実施するための形態およびそれに含まれる実施例を参照するこ
とによって、より容易に理解され得る。
【００２１】
　本発明の化合物、組成物、物品、システム、デバイス、および／または方法が開示およ
び記載される前に、それらが、特に記載がない限りは特定の合成法に限定されないこと、
または特に記載がない限りは特定の試薬に限定されないこと、従って、当然ながら変化し
得ることを理解されたい。本明細書で使用される専門用語が、特定の態様を記載すること
のみを目的としており、限定を意図するものではないことも理解されたい。本明細書に記
載される方法および材料と類似または等価のいかなる方法および材料も本発明の実施また
は試験に用いることができるが、例としての方法および材料が以下に記載される。
【００２２】
　本明細書で言及される全ての刊行物は、引用された刊行物と関連した方法および／また
は材料を開示および説明するために、参照によって本明細書に組み込まれている。
【００２３】
Ａ．　定義
　別途定義されない限り、本明細書で使用される全ての専門用語および科学用語は、本発
明が属する技術分野において通常の技量を有する者により一般的に理解されるものと同じ
意味を有する。本明細書に記載される方法および材料と類似または等価のいかなる方法お
よび材料も本発明の実施または試験に用いることができるが、例としての方法および材料
が以下に記載される。
【００２４】
　本明細書および添付の請求項で使用される際、単数形「ａ」、「ａｎ」および「ｔｈｅ
」は、文脈によって特に明示されない限り、複数の指示対象を含む。従って、例えば、「
重合体」への言及は、２つ以上の重合体の混合物等を含む。
【００２５】
　範囲は、「約」ある特定の値から、および／または「約」別の特定の値まで、として本
明細書では表現され得る。そのような範囲が表される場合、別の態様は、ある特定の値か
ら、および／または他の特定の値までを含む。同様に、値が先行詞「約」を用いることに
より近似として表される場合、特定の値が別の態様を形成することが理解される。各範囲
のエンドポイントが、有意に、他のエンドポイントに関連しており、且つ、他のエンドポ
イントとは独立していることも、さらに理解される。本明細書で開示されるいくつかの値
が存在し、各値がその値自体の他に「約」その特定の値として本明細書で開示されること
も理解される。例えば、値「１０」が開示される場合、「約１０」も開示される。２つの
特定の単位の間の各単位も開示されることも理解される。例えば、１０および１５が開示
される場合、１１、１２、１３、および１４も開示される。
【００２６】
　本明細書で使用される場合、用語「任意の」または「所望により」は、その後に記載さ
れる事象または状況が起こっても起こらなくてもよいこと、並びに前記記載が、前記事象
または状況が起こる場合およびそれが起こらない場合を含むことを意味する。
【００２７】
　本発明の組成物を調製するために用いられる成分、および本明細書で開示される方法の
中で用いられる組成物それ自体が開示される。これらおよび他の材料が本明細書で開示さ
れているが、これら材料の組み合わせ、サブセット、相互作用、群等が開示される場合、
これらの複合物の様々な個々および集合的な組み合わせおよび順列のそれぞれに関する特
定の参考文献が明示的に開示されない場合があるが、本明細書においてそれぞれが特異的
に考慮および説明されていることを理解されたい。例えば、特定の化合物が開示および考
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察され、前記化合物を含むいくつかの分子に対して成され得るいくつかの変更が開示され
る場合、特に記載が無い限り、前記化合物および可能な変更の組み合わせおよび順列のそ
れぞれおよび全てが具体的に考慮される。従って、分子クラスＡ、Ｂ、およびＣが開示さ
れ、分子クラスＤ、Ｅ、およびＦ、並びに組み合わせ分子の一例、Ａ－Ｄが開示される場
合、それぞれが個々に記載されていない場合であっても、それぞれは個々におよび集合的
に、組み合わせ、Ａ－Ｅ、Ａ－Ｆ、Ｂ－Ｄ、Ｂ－Ｅ、Ｂ－Ｆ、Ｃ－Ｄ、Ｃ－Ｅ、およびＣ
－Ｆが開示されていると見なされることを、意味することが意図される。同様に、これら
のいかなるサブセットまたは組み合わせも開示される。従って、例えば、サブグループの
Ａ－Ｅ、Ｂ－Ｆ、およびＣ－Ｅは開示されていると見なされる。この概念は、本発明の組
成物を作製および使用する方法内の段階を含むがこれに限定されない、本願の全ての態様
に適用される。従って、実行され得る種々のさらなる段階が存在する場合、これらのさら
なる段階のそれぞれが、本発明の方法のあらゆる特定の実施形態または実施形態の組み合
わせと共に、実行することができることが理解される。
【００２８】
　本明細書で使用される場合、用語「生分解性エラストマー材料」および同様の用語は、
生分解性でありエラストマーである材料を意味する。本明細書で使用される場合、生分解
性エラストマー材料は生分解性熱可塑性材料ではない。生分解性エラストマー材料の例は
、本明細書の別の場所に記載される。
【００２９】
　本明細書で使用される場合、用語「生分解性熱可塑性材料」および同様の用語は、生分
解性であり熱可塑性である材料を意味する。本明細書で使用される場合、生分解性熱可塑
性材料は生分解性エラストマー材料ではない。生分解性熱可塑性材料の例は本明細書の別
の場所に記載される。
【００３０】
　本明細書で使用される場合、用語「生分解性エラストマーグローブ」および同様の用語
は、生分解性でありエラストマーであるグローブを意味する。例えば、生分解性エラスト
マー材料を含むグローブは生分解性エラストマーグローブである。生分解性エラストマー
グローブは生分解性熱可塑性グローブではない。生分解性エラストマーグローブの例は本
明細書の別の場所に記載される。
【００３１】
　本明細書で使用される場合、用語「生分解性熱可塑性グローブ」および同様の用語は、
生分解性であり熱可塑性であるグローブを意味する。例えば、生分解性熱可塑性材料を含
むグローブは生分解性熱可塑性グローブである。生分解性熱可塑性グローブは生分解性エ
ラストマーグローブではない。生分解性熱可塑性グローブの例は本明細書の別の場所に記
載される。
【００３２】
　本明細書で使用される場合、用語「生分解速度」および同様の用語は、材料またはグロ
ーブが特定の程度に生物分解する時間を指す。例えば、２０日間で３０％生物分解する材
料は、２０日間で１０％生物分解する材料よりも高度な生分解速度を有する。
【００３３】
　本明細書で使用される場合、用語「ハロゲン含有エラストマー重合体」および同様の用
語は、ハロゲン、例えば、クロライド、フルオライド、ヨウ素、もしくはブロマイドまた
はそれらの混合物を含み、エラストマーである、重合体を意味する。ハロゲン含有エラス
トマー重合体はハロゲン含有熱可塑性重合体ではない。例えば、ポリクロロプレンはハロ
ゲン含有エラストマー重合体である。
【００３４】
　本明細書で使用される場合、用語「ハロゲン含有熱可塑性重合体」および同様の用語は
、ハロゲン、例えば、クロライド、フルオライド、ヨウ素、もしくはブロマイドまたはそ
れらの混合物を含み、熱可塑性である、重合体を意味する。ハロゲン含有熱可塑性重合体
はハロゲン含有エラストマー重合体ではない。例えば、ポリ塩化ビニルはハロゲン含有熱
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可塑性重合体である。
【００３５】
　本明細書で使用される場合、用語「生分解性エラストマーグローブ材料」および同様の
用語は、生分解性エラストマーグローブの基礎となる材料または組成物を意味する。
【００３６】
　本明細書で使用される場合、用語「生分解性熱可塑性グローブ材料」および同様の用語
は、生分解性熱可塑性グローブの基礎となる材料または組成物を意味する。
【００３７】
　本明細書で使用される場合、用語「グローブ形成剤」および同様の用語は、グローブが
形成され得る、所望のサイズおよび形状の形または型を意味する。グローブ形成剤はヒト
の手の形に似た形を有し得、その形は製造時にグローブに転写される。
【００３８】
　本明細書で使用される場合、用語「生分解剤非存在下の参照エラストマー材料」および
同様の用語は、参照エラストマー材料が生分解剤を含有しないことを除いて、前述のエラ
ストマー材料に実質的に同一な材料を意味する。例えば、エラストマー材料が１００部の
重合体、１部の架橋剤、２部の充填剤および１．１３部の生分解剤を含む場合、生分解剤
非存在下の参照エラストマー材料は、１００部の重合体、１部の架橋剤、および２部の充
填剤を含むが、生分解剤を含有しない。
【００３９】
　特に記載がない限り、本明細書で開示される材料のそれぞれは市販されている、および
／または、その生産法が当業者に公知である。
【００４０】
　本明細書で開示される組成物はある特定の機能を有することが理解される。開示される
機能を実行するためのある特定の構造要件が本明細書で開示され、開示の構造に関連した
同一の機能を実行し得る種々の構造が存在すること、および典型的にこれらの構造が同一
の結果を達成することは理解される。
【００４１】
Ｂ．　組成物
１．　生分解剤
　本明細書で開示される方法、組成物、材料、およびグローブにおいて生分解剤としての
使用に適した例示的且つ非限定的な生分解剤、それらの機能、並びに使用は、Ｌａｋｅ　
ｅｔ　ａｌ．に対する米国特許出願公開第２００８／０１０３２３２号に記載されており
、該米国特許出願公開はその全体が参照によって本明細書に組み込まれる。
【００４２】
　生分解は一般的に、酵素触媒性加水分解による代謝作用、非酵素的加水分解による代謝
作用、またはその両方から成るとされている。酵素は、鎖の中の鎖内連結を切断する内酵
素または末端単量体単位を順次切断する外酵素であり得る。
【００４３】
　生分解は、材料を生活環境に暴露することで特定可能であることが知られており、それ
自体非常に複雑であり得る、材料の機能減衰（例えば、強度、実質（ｓｕｂｓｔａｎｃｅ
）、透明度、または良好な誘電特性の減少）であり、特性の減少は、同化プロセス鎖の第
一段階としての物理的または化学的作用に起因し得る。
【００４４】
　生分解性重合体は、微生物および／もしくは肉眼的生物または酵素の作用によって、よ
り低分子量の化合物に分解する、高分子量の重合体である。天然の重合体は、定義によれ
ば、生物圏における種々の経路によって生合成される重合体である。特に、タンパク質、
多糖類、核酸、脂質、天然ゴム、およびリグニンは全て生分解性重合体であるが、この生
分解の速度は、官能基の性質および複雑さの程度に応じて数時間から数年まで変化し得る
。生体高分子は様々な様式で様々な規模に構築される。天然重合体のこの階層的構造によ
って、比較的少ない開始分子（すなわち、単量体）の使用が可能となり、分子スケール、
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ナノスケール、マイクロスケール、およびマクロスケールで配列および高次構造が変化し
、真に環境に適応可能な重合体を形成する。
【００４５】
　一方、合成重合体の反復単位は加水分解、酸化、熱分解、または他の手段による分解が
可能である。天然においてもこれらの分解様式（例えば、酸化または加水分解）が用いら
れ、そのため、その意味で、天然重合体または合成重合体の間に区別は無い。天然におけ
る分解（異化反応）を促進する触媒は酵素であり、酵素は触媒反応に従って６つの異なる
クラスに分類される。これらのクラスには、酸化還元反応を触媒するためのオキシドレダ
クターゼ、官能基転移反応を触媒するためのトランスフェラーゼ、加水分解を触媒するた
めのヒドロラーゼ、二重結合への付加反応を触媒するためのリアーゼ、異性化を触媒する
ためのイソメラーゼ、およびＡＴＰを用いて新しい結合の形成を触媒するリガーゼが含ま
れる。
【００４６】
　易酸化性重合体の生分解は一般的に、加水分解性重合体の生分解よりもゆっくりである
。直接的な生分解に対しかなり不活性であるポリエチレンでさえ、初期光酸化の後に生分
解することが示されている。酸化型重合体は非酸化型重合体よりもより脆性且つ親水性で
あり、これは通常、生分解性が増加した材料をもたらす。重合体（例えば、ポリオレフィ
ン）の酸化を促進する手段が、本発明の一実施形態により、提供される。
【００４７】
　例えば、ニッケルジチオカルバメート（光抗酸化剤（ｐｈｏｔｏ　ａｎｔｉｏｘｉｄａ
ｎｔ））を鉄ジチオカルバメート（光酸化促進剤（ｐｈｏｔｏ　ｐｒｏｘｉｄａｎｔ））
と組み合わせることにより、広範な脆化時間が得られ得る。
【００４８】
　一形態において、本明細書で開示される材料およびグローブは、生体高分子を含む添加
剤によって、重合体の生分解に対する感受性を増加させる。このようにして、生分解に対
しより感受性が高い重合体混合物が得られる。
【００４９】
　ポリエチレンと混合された粒状デンプンを不飽和重合体、熱安定剤、および遷移金属と
組み合わせることにより、光酸化、熱分解、および生分解に対する感受性が増加した材料
が得られる。この特定の材料は、分解が開始され得る前に、誘導時間も有する。しかし、
ポリエチレン中のデンプンのみの使用は、例えば、生分解速度の増加を実際に生み出すた
めに、かなりの量が必要である。
【００５０】
　一実施形態によれば、充填剤は、重合体に添加される組成物に添加されることで、生分
解性を増加させる。
【００５１】
　純粋な芳香族ポリエステルの微生物または酵素による攻撃は、ある特定の微生物（例え
ば、トリコスポロン属（Ｔｒｉｃｈｏｓｐｏｒｕｍ）、アルスロバクター属（ａｔｈｒｏ
ｂａｃｔｅｒｉａ）およびアスペルギルス・ネグス（Ａｓｐｅｒｙｉｌｌｕｓ　ｎｅｇｓ
））への暴露によって増加する。
【００５２】
　脂肪族ポリエステル分解は、二段階のプロセスとして理解され：第一プロセスは脱重合
、または表面浸食である。第二プロセスは、微生物細胞によって同化され得る不水溶性の
中間体を生成する酵素的加水分解である。
【００５３】
　ポリウレタン分解は、真菌性分解、細菌性分解およびポリウレタン酵素による分解によ
って起こり得る。
【００５４】
　一形態において、生分解剤は、生分解性重合体等の重合体であり得る。重合体は同種重
合体または共重合体であり得る。一形態において、重合体は同種重合体である。別の態様
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において、重合体は共重合体である。共重合体にはＡＢ型およびＡＢＡ型共重合体が含ま
れる。一形態において、重合体は、ポリ乳酸、乳酸－グリコール酸共重合体、ポリプロピ
レンカーボネート（ｐｏｌｙｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅ　ｃａｒｂｏｎａｔｅ）、ポリ
カプロラクトン、ポリヒドロキシアルカン酸、キトサン、グルテン、および一つもしくは
複数の脂肪族／芳香族ポリエステル、例えば、ポリブチレンサクシネート、ポリブチレン
サクシネート・アジペート、ポリブチレンサクシネート・セバケート、もしくはポリブチ
レンテレフタレート・アジペート共重合体、またはそれらの混合物を含む。
【００５５】
　一形態において、重合体はポリブチレンサクシネートである。一形態において、ポリブ
チレンサクシネートは、１，０００ｇ／モル～１００，０００ｇ／モルの数平均分子量（
Ｍｎ）を有し得る。別の態様において、ポリブチレンサクシネートは、５，０００ｇ／モ
ル～８０，０００ｇ／モルの数平均分子量（Ｍｎ）を有し得る。さらに別の態様において
、ポリブチレンサクシネートは、１０，０００ｇ／モル～６０，０００ｇ／モルの数平均
分子量（Ｍｎ）を有し得る。さらに別の態様において、ポリブチレンサクシネートは、２
０，０００ｇ／モル～６０，０００ｇ／モルの数平均分子量（Ｍｎ）を有し得る。さらに
別の態様において、ポリブチレンサクシネートは、３０，０００ｇ／モル～５０，０００
ｇ／モルの数平均分子量（Ｍｎ）を有し得る。一形態において、ポリブチレンサクシネー
トは、１，０００ｇ／モル～１５０，０００ｇ／モルの重量平均分子量（Ｍｗ）を有し得
る。別の態様において、ポリブチレンサクシネートは、５，０００ｇ／モル～１００，０
００ｇ／モルの重量平均分子量（Ｍｗ）を有し得る。さらに別の態様において、ポリブチ
レンサクシネートは、１０，０００ｇ／モル～８０，０００ｇ／モルの重量平均分子量（
Ｍｗ）を有し得る。さらに別の態様において、ポリブチレンサクシネートは、２０，００
０ｇ／モル～８０，０００ｇ／モルの重量平均分子量（Ｍｗ）を有し得る。さらに別の態
様において、ポリブチレンサクシネートは、３０，０００ｇ／モル～８０，０００ｇ／モ
ルの重量平均分子量（Ｍｗ）を有し得る。さらに別の態様において、ポリブチレンサクシ
ネートは、５０，０００ｇ／モル～７０，０００ｇ／モルの重量平均分子量（Ｍｗ）を有
し得る。一形態において、ポリブチレンサクシネートは、１，０００ｇ／モル～３００，
０００ｇ／モルのＺ平均分子量（Ｍｚ）を有し得る。別の態様において、ポリブチレンサ
クシネートは、３０，０００ｇ／モル～２５０，０００ｇ／モルのＺ平均分子量（Ｍｚ）
を有し得る。さらに別の態様において、ポリブチレンサクシネートは、５０，０００ｇ／
モル～２００，０００ｇ／モルのＺ平均分子量（Ｍｚ）を有し得る。さらに別の態様にお
いて、ポリブチレンサクシネートは、１００，０００ｇ／モル～２００，０００ｇ／モル
のＺ平均分子量（Ｍｚ）を有し得る。さらに別の態様において、ポリブチレンサクシネー
トは、１３０，０００ｇ／モル～１８０，０００ｇ／モルのＺ平均分子量（Ｍｚ）を有し
得る。一形態において、ポリブチレンサクシネートは、１．１～５．０の多分散指数ＰＤ
Ｉを有し得る。別の態様において、ポリブチレンサクシネートは、１．２～３．０の多分
散指数ＰＤＩを有し得る。さらに別の態様において、ポリブチレンサクシネートは、１．
２～２．０の多分散指数ＰＤＩを有し得る。さらに別の態様において、ポリブチレンサク
シネートは、１．３～１．８の多分散指数ＰＤＩを有し得る。さらに別の態様において、
ポリブチレンサクシネートは、１．４～１．７の多分散指数ＰＤＩを有し得る。
【００５６】
　一形態において、重合体は、１，０００ｇ／モル～１００，０００ｇ／モルの数平均分
子量（Ｍｎ）を有し得る。別の態様において、重合体は、５，０００ｇ／モル～８０，０
００ｇ／モルの数平均分子量（Ｍｎ）を有し得る。さらに別の態様において、重合体は、
１０，０００ｇ／モル～６０，０００ｇ／モルの数平均分子量（Ｍｎ）を有し得る。さら
に別の態様において、重合体は、２０，０００ｇ／モル～６０，０００ｇ／モルの数平均
分子量（Ｍｎ）を有し得る。さらに別の態様において、重合体は、３０，０００ｇ／モル
～５０，０００ｇ／モルの数平均分子量（Ｍｎ）を有し得る。一形態において、重合体は
、１，０００ｇ／モル～１５０，０００ｇ／モルの重量平均分子量（Ｍｗ）を有し得る。
別の態様において、重合体は、５，０００ｇ／モル～１００，０００ｇ／モルの重量平均
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分子量（Ｍｗ）を有し得る。さらに別の態様において、重合体は、１０，０００ｇ／モル
～８０，０００ｇ／モルの重量平均分子量（Ｍｗ）を有し得る。さらに別の態様において
、重合体は、２０，０００ｇ／モル～８０，０００ｇ／モルの重量平均分子量（Ｍｗ）を
有し得る。さらに別の態様において、重合体は、３０，０００ｇ／モル～８０，０００ｇ
／モルの重量平均分子量（Ｍｗ）を有し得る。さらに別の態様において、重合体は、５０
，０００ｇ／モル～７０，０００ｇ／モルの重量平均分子量（Ｍｗ）を有し得る。一形態
において、重合体は、１，０００ｇ／モル～３００，０００ｇ／モルのＺ平均分子量（Ｍ
ｚ）を有し得る。別の態様において、重合体は、３０，０００ｇ／モル～２５０，０００
ｇ／モルのＺ平均分子量（Ｍｚ）を有し得る。さらに別の態様において、重合体は、５０
，０００ｇ／モル～２００，０００ｇ／モルのＺ平均分子量（Ｍｚ）を有し得る。さらに
別の態様において、重合体は、１００，０００ｇ／モル～２００，０００ｇ／モルのＺ平
均分子量（Ｍｚ）を有し得る。さらに別の態様において、重合体は、１３０，０００ｇ／
モル～１８０，０００ｇ／モルのＺ平均分子量（Ｍｚ）を有し得る。一形態において、重
合体は、１．１～５．０の多分散指数ＰＤＩを有し得る。別の態様において、重合体は、
１．２～３．０の多分散指数ＰＤＩを有し得る。さらに別の態様において、重合体は、１
．２～２．０の多分散指数ＰＤＩを有し得る。さらに別の態様において、重合体は、１．
３～１．８の多分散指数ＰＤＩを有し得る。さらに別の態様において、重合体は、１．４
～１．７の多分散指数ＰＤＩを有し得る。
【００５７】
　一形態において、生分解剤はカルボン酸化合物を含み得る。別の態様において、生分解
剤は、化学誘引性化合物；グルタル酸またはその誘導体；５～１８炭素の鎖長を有するカ
ルボン酸化合物；重合体；および膨潤剤を含み得る。
【００５８】
　一形態において、生分解剤は、アクリロニトリルブタジエン系ゴムを消化することが可
能な微生物をさらに含み得る。
【００５９】
　一形態において、重合体は、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合体、ポ
リエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、ポリテレフタレート、ポリエステル、ポリ
塩化ビニル、メタクリレート、ナイロン６、ポリカーボネート、ポリアミド、ポリクロロ
プレン、アクリロニトリルブタジエン系ゴム、および前記重合体のあらゆる共重合体、ま
たはそれらの組み合わせからなる群から選択され得る生分解剤を含み得る。
【００６０】
　一形態において、生分解剤は相溶化剤をさらに含み得る。
【００６１】
　一形態において、生分解剤は担体樹脂をさらに含み得る。適切な　担体樹脂としては、
限定はされないが、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合体、無水マレイン
酸、およびポリオレフィンを有するアクリル酸、またはそれらの組み合わせが挙げられる
。
【００６２】
　一形態において、生分解剤は、微生物を誘引するための化学走性剤をさらに含み得る。
適切な化学走性剤は、限定はされないが、糖またはフラノンを含む。一形態において、フ
ラノンは、３，５ジメチルイエンテニルジヒドロ２（３Ｈ）フラノン異性体混合物、エモ
キシフラン（ｅｍｏｘｙｆｕｒａｎｅ）およびＮ－アシルホモセリンラクトンから選択さ
れ得る。別の態様において、化学走性剤は、クマリンおよび／またはクマリン誘導体を含
み得る。
【００６３】
　理論に制限されるものではないが、生分解剤は、生物学的に活性な埋め立て式ごみ処理
地等の微生物が豊富な環境に処分された場合に、一連の化学的および生物学的プロセスを
通じて、他の非生分解性プラスチック製品の生分解性を増強すると考えられている。生分
解剤は、プラスチックをある種の土壌微生物にとって魅力的な食糧原にさせて、そのプラ
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スチックが生分解剤を含まないプラスチックよりもより迅速に消費されることを促進する
。
【００６４】
　生分解剤は、生分解プロセスの開始のためにある種の酵素の作用を必要とすることから
、生分解剤を含有するプラスチックは、本明細書に記載の材料およびグローブの意図され
る使用の間は生分解を開始しない。例えば、微生物は、重合体を微生物によって消費され
易い構成成分に分解する酵素を分泌し得る。典型的には、有機材料が嫌気性環境で生分解
する場合、副生成物は、腐植質、メタンおよび二酸化炭素である。生分解剤を含有するプ
ラスチックは有機材料と同じ副生成物に生分解されると考えられている。
【００６５】
２．　微生物
　細菌および真菌を含む種々の微生物が重合体材料の分解に役立つ。Ｐｒｅｌｉｍｉｎａ
ｒｙ　Ｒｅｖｉｅｗ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｄｅｇｒａｄａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｃｅｌｌｕｌｏｓ
ｉｃ，　Ｐｌａｓｔｉｃ，　ａｎｄ　Ｒｕｂｂｅｒ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ　ｉｎ　ｔｈｅ
　Ｗａｓｔｅ　Ｉｓｏｌａｔｉｏｎ　Ｐｉｌｏｔ　Ｐｌａｎｔ，　ａｎｄ　Ｐｏｓｓｉｂ
ｌｅ　Ｅｆｆｅｃｔｓ　ｏｆ　Ｍａｇｎｅｓｉｕｍ　Ｏｘｉｄｅ　Ｓａｆｅｔｙ　Ｆａｃ
ｔｏｒ　Ｃａｌｃｕｌａｔｉｏｎｓ，　Ｐｒｅｐａｒｅｄ　ｆｏｒ　Ｕ．Ｓ．　ＥＰＡ　
Ｏｆｆｉｃｅ　ｏｆ　Ｒａｄｉａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｉｎｄｏｏｒ　Ａｉｒ　（Ｓｅｐ．
　１１，　２００６）．
放線菌類は、土壌中に最も一般的に存在し、低栄養分環境で成長可能な細菌の一種である
。放線菌類は、好気的および嫌気的条件の両方において生存可能であるが、大部分は好気
性菌である。放線菌類の最も重要な役割はセルロース等の有機栄養分の分解であり、放線
菌類はリグノセルロースを消費することができる数少ない細菌の１つである。
【００６６】
　真菌（カビ）は通常、増殖のために酸素および４．５～５の範囲のｐＨを必要とする。
真菌は４５℃以下の温度で増殖するが、最適成長速度は３０℃～３７℃の温度で通常起こ
る。大部分の真菌は酸素を必要とするため、それらは、閉鎖前、および比較的短時間での
、セルロース、プラスチックおよびゴム（ＣＰＲ）の分解にのみ利用可能であり得る（堆
肥環境）。嫌気性真菌がリグノセルロース材料を分解し得るといういくつかの証拠がある
。
【００６７】
　生分解プロセスはいくつかの方法で重合体に影響を与え得る。重合体に影響を与え得る
微生物プロセスには、増殖細胞によって引き起こされる物理的傷害、重合体構造の分解を
もたらす直接的な酵素作用、および重合体に直接的に影響を与え得る、またはｐＨもしく
は酸化還元条件等の環境条件を変化させ得る、酵素以外の物質の排出によって生じる副次
的な生化学的作用が含まれる。細菌等の微生物は一般的に、増殖に利用される基質に関し
て非常に特異的であるが、多くは長い期間をかけて他の物質に適応することが可能である
。微生物は、特定の基質または基質の組み合わせを組み合わせることにより反応を触媒す
る酵素を産生する。これらの酵素の高次構造により、重合体に対するそれらの触媒反応性
が決定される。これらの酵素における立体構造変化は、ｐＨ、温度、および他の化学添加
剤における変化によって誘導され得る。
【００６８】
３．　微生物およびプラスチック分解
　合成プラスチックおよびゴム重合体の酵素的分解において、多くの微生物はヒドロラー
ゼ（加水分解を触媒する酵素）を産生することが可能であるため、重合体骨格内に加水分
解性基を含有する重合体は微生物の攻撃を特に受け易い。一般的に、脂肪族ポリエステル
、ポリウレタン、ポリエーテル、およびポリイミドは、一般的に存在する微生物によって
より容易に分解される。一般的に、より高分子量の重合体およびより分岐した重合体であ
るほど、微生物の分解に対してより抵抗性である。しかし、ポリエチレンを分解すること
ができるいくつかの菌種が特定されており、例えば、ロドコッカス属およびＢ．ボステレ
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ンシス（Ｂ．　ｂｏｒｓｔｅｌｅｎｓｉｓ）である。
【００６９】
　新しい栄養源に適応する微生物の能力は、プラスチックおよびゴム材料の微生物性分解
のいかなる評価においても、大いに注目されるべきものである。プラスチックを分解する
ための細菌の適応の証拠が、いくつかの例において示されている。例えば、緑膿菌（Ｐｓ
ｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ）は、細菌がポリアミド－６重合体と接触し
た５６日後に増殖を開始したことが分かった。これらの細菌に未処置ポリアミドを接種さ
せると、その新しい基質によって即座に増殖が引き起こされる。個々の細菌種は、化学分
解または生分解のいくつかの異なるステップを実行し得る。最も有毒な化合物はコンソー
シアムと呼ばれる群によって分解または生分解される。前記群におけるそれぞれの種は、
分解プロセスの特定の段階において作用し、それらのうちの一つまたは複数は完全な分解
または生分解または解毒プロセスに必要である。農薬、金属、放射性元素、混合廃棄物等
の物を含有する汚染容器には、汚染物を解毒および分解し容器を生分解する微生物を含有
させることができる。
【００７０】
　生分解を補助し得る他の微生物は、好冷菌、中温菌、好熱菌、放線菌、雑菌、アブシデ
ィア属、アクレモニウム属、アルテルナリア属、単細胞胞子、アースリニウム属、子嚢胞
子、アスペルギルス属、アスペルギルス・カエシエルス（ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｃａ
ｅｓｉｅｌｌｕｓ）、アスペルギルス・カンディダス（ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｃａｎ
ｄｉｄｕｓ）、アスペルギルス・カルネウス（ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｃａｒｎｅｕｓ
）、アスペルギルス・クラバツス（ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｃｌａｖａｔｕｓ）、アス
ペルギルス・デフレクツス（ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｄｅｆｌｅｃｔｕｓ）、アスペル
ギルス・フラバス（ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｆｌａｖｕｓ）、アスペルギルス・フミガ
ーツス（ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｆｕｍｉｇａｔｕｓ）、乾果寄生性コウジ菌（ａｓｐ
ｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｇｌａｕｃｕｓ）、偽巣性コウジ菌（ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｎｉ
ｄｕｌａｎｓ）、アスペルギルス・オクラセウス（ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｏｃｈｒａ
ｃｅｕｓ）、コウジカビ（ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｏｒｙｚａｅ）、アスペルギルス・
パラシティクス（ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｐａｒａｓｉｔｉｃｕｓ）、アスペルギルス
・ペニキッロイデス（ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｐｅｎｉｃｉｌｌｏｉｄｅｓ）、アスペ
ルギルス・レストゥリクツス（ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｒｅｓｔｒｉｃｔｕｓ）、アス
ペルギルス・シュドウィイ（ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｓｙｄｏｗｉ）、アスペルギルス
・テレウス（ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｔｅｒｒｅｕｓ）、アスペルギルス・ウスツス（
ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｕｓｔｕｓ）、アスペルギルス・バーシカラー（ａｓｐｅｒｇ
ｉｌｌｕｓ　ｖｅｒｓｉｃｏｌｏｒ）、アスペルギルス属／ペニシリウム属（Ｐｅｎｉｃ
ｉｌｌｉｕｍ）様、アウレオバシジウム属、担子菌類、担子胞子、ビポラーリス属、ブラ
ストミセス属、Ｂ．ボルステレンシス（Ｂ．　ｂｏｒｓｔｅｌｅｎｓｉｓ）、ボトリチス
属、カンジダ属（Ｃａｎｄｉｄａ）、セファロスポリウム属、ケトミウム属、クラドスポ
リウム属、クラドスポリウム・フルヴム（ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｆｕｌｖｕｍ）、
クラドスポリウム・ヘルバルム（ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｈｅｒｂａｒｕｍ）、クラ
ドスポリウム・マクロカルプム（ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｍａｃｒｏｃａｒｐｕｍ）
、クラドスポリウム・スパエロスペルムム（ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｐｈａｅｒｏ
ｓｐｅｒｍｕｍ）、分生子（ｃｏｎｉｄｉａ）、分生子（ｃｏｎｉｄｉｕｍ）、コニディ
オボラス属（ｃｏｎｉｄｏｂｏｌｕｓ）、クリプトコッカス・ネオフォルマンス（Ｃｒｙ
ｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｎｅｏｆｏｒｍａｎｓ）、クリプトストローマ・コルチカレ（ｃｒ
ｙｐｔｏｓｔｒｏｍａ　ｃｏｒｔｉｃａｌｅ）、クスダマカビ属、クルブラリア属、ドレ
クスレラ属（ｄｒｅｓｃｈｌｅｒａ）、エピコッカム属、エピデルモフィトン属、真菌、
フザリウム属、フザリウム・ソラニ（ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ）、ゲオトリクム
属、グリオクラジウム属、糸状不完全菌類、ヘルミントスポリウム属、ヒストプラズマ属
、フミコラ属（ｈｕｍｉｃｕｌａ）、ヒュアリネ・ミュケリア（ｈｙａｌｉｎｅ　ｍｙｃ
ｅｌｉａ）、メムノニエッラ属、ミクロスポルム属、カビ、モニリア属、ムコール属、菌
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糸体、粘菌類、黒色胞子属、分裂子、ペシロマイセス属、パプロスポラ属、ペニシリウム
属、ペリコニア属、被子器、ペロノスポラ属、フェオヒフォミコーシス、フォーマ属、ピ
トマイセス属（ｐｉｔｈｏｍｙｃｅｓ）、リゾムコール属、リゾプス属、ロドコッカス属
、ロドトルラ属、錆菌類、サッカロマイセス属、スコプラリオプシス属、セペドニウム、
涙茸（ｓｅｒｐｕｌａ　ｌａｃｒｙｍａｎｓ）、黒穂病菌、スペガジニア（ｓｐｅｇａｚ
ｚｉｎｉａ）、胞子、スポロスキスマ（ｓｐｏｒｏｓｃｈｉｓｍａ）、スポロトリクス属
、スポロトリクム属、スタキボトリス属、ステムフィリウム属、ハリサシカビモドキ、サ
ーモノネスポア・フスカ（Ｔｈｅｒｍｏｎｏｎｅｓｐｏｒｅ　ｆｕｓｃａ）ＤＳＭ４３７
９３、トルラ属、トリコクラディウム属、トリコデルマ属、白癬菌属、トルコテシウム属
、トリティラキウム属（ｔｒｉｔｉｒａｃｈｉｕｍ）、ウロクラディウム属（ｕｌｏｃｌ
ａｄｉｕｍ）、ベルチシリウム属、ワレミア属（ｗａｌｌｅｍｉａ）および酵母である。
【００７１】
　組み合わされた１つまたはいくつかフラノン化合物は、細菌に対する化学誘引物質とし
て、および／または重合体を腐敗もしくは分解させるための匂い分子として機能し得る。
いくつかのフラノン、とくにある種のハロゲン化フラノンはクオラムセンシング阻害剤で
ある。クオラムセンシング阻害剤は典型的には、クオラムセンシング微生物の顕著な減少
を引き起こす低分子量分子である。言い換えれば、ハロゲン化フラノンはある種の微生物
を殺傷する。ハロゲン化フラノンは、Ｖ．フィシェリ（Ｖ．　ｆｉｓｃｈｅｒｉ）、ビブ
リオ・ハーベイ（Ｖｉｂｒｉｏ　ｈａｒｖｅｙｉ）、セラチア・フィカリア（Ｓｅｒｒａ
ｔｉａ　ｆｉｃａｒｉａ）および他の細菌等の細菌における細菌コロニー形成を阻止する
。しかし、天然フラノンは緑膿菌（Ｐ．　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ）に対して無効であるが
、合成フラノンは緑膿菌（Ｐ．　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ）に対して有効であり得る。
【００７２】
　いくつかのフラノン（例えば、限定はされないが、以下に列挙されるもの）は、細菌に
対する化学誘引剤であり得る。適切なフラノンとしては、限定はされないが、３，５ジメ
チルイエンテニルジヒドロ２（３Ｈ）フラノン異性体混合物、エモキシフランおよびＮ－
アシルホモセリンラクトン、またはそれらの組み合わせが挙げられる。
【００７３】
　上記のフラノン化合物への誘引が示された細菌としては、限定はされないが、Ｃ．ビオ
ラセウム（Ｃ．　ｖｉｏｌａｃｅｕｍ）が挙げられる。
【００７４】
　他の化学誘引剤には、細菌によって代謝されない糖類が含まれる。これらの化学誘引剤
の例としては、限定はされないが：ガラクトース、ガラクトン酸、グルコース、コハク酸
、リンゴ酸、アスパラギン酸、セリン、フマル酸、リボース、ピルビン酸、オキサロ酢酸
並びに他のＬ－糖構造およびＤ－糖構造が挙げられ得る。これらの糖類に誘引される細菌
の例としては、限定はされないが、大腸菌（Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ）、およ
びサルモネラが挙げられる。好ましい実施形態では、糖は非エステル化（ｎｏｎ－ｅｓｔ
ｅｒｅｒｆｉｅｄ）デンプンである。
【００７５】
　クマリンおよびその誘導体も、細菌に対する化学誘引剤であり得る。クマリン誘導体は
当業者に公知である。
【００７６】
　一形態において、生分解剤は、アクリロニトリルブタジエン系ゴム、ハロゲン含有エラ
ストマー重合体、またはハロゲン含有熱可塑性重合体等の、グローブ内に存在する重合体
材料のような、いかなる重合体材料とも組み合わせることができる。アクリロニトリルブ
タジエン系ゴム、ハロゲン含有エラストマー重合体、およびハロゲン含有熱可塑性重合体
のいずれかと少量で組み合わされる場合、得られる組成物、材料またはグローブは、それ
らの所望の特徴を維持しつつ、生分解性となる。得られる材料およびそれから作製される
製品（すなわち、グローブ）は、同じ所望の機械的性質を示し、添加剤を含有しない製品
と有効な程度に同様の貯蔵寿命を有し、さらに、処分される場合、地球上のほぼ全ての場
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所に共通に存在する嫌気性微生物および好気性微生物の共同体によって、少なくとも部分
的に、不活性なバイオマスに代謝され得る。
【００７７】
　この生分解プロセスは好気的または嫌気的に起こり得る。この生分解プロセスは光の存
在の有無に関わらず起こり得る。伝統的な重合体およびそれから作製される製品は、現在
、平均して３０～５０年間である、ＥＰＡによって決定される相応な時間の内に、埋め立
て式ごみ処理地および堆肥環境において生分解することができる。
【００７８】
　一形態において、生分解剤は、添加された場合、開示される材料およびグローブの生分
解速度を増加させ得る。材料およびグローブは、環境に無害な不活性な腐植質様形態に分
解され得る。化学走性を介して微生物を誘引する一例は、香料入りポリエチレンテレフタ
ラートペレット、微生物により代謝されないデンプンＤ型糖類もしくは微生物を誘引する
フラノンまたはそれらのあらゆる組み合わせ等の、正の走化性の利用である。
【００７９】
　一形態において、生分解プロセスは、熱および水分と組み合わされた場合にプラスチッ
クの分子構造を膨張させる、一つまたは複数の専売の膨張剤から開始される。
【００８０】
　一つまたは複数の膨張剤がプラスチックの分子構造内に空間を作り出した後、重要な実
験室試験の後に発見された生理活性化合物の組み合わせは、天然の微生物性プロセスを介
して化学結合を分解しプラスチックを代謝する微生物のコロニーを誘引する。
【００８１】
　一形態において、生分解剤は、フラノン化合物、グルタル酸、ヘキサデカン酸化合物、
ポリカプロラクトン重合体、担体樹脂を含むことで、適切な生分解を確実にするように添
加剤材料を重合体材料中に入れることを補助する。生分解剤は、膨潤剤としての感覚受容
性有機化合物、すなわち、天然繊維、培養コロイド（ｃｕｌｔｕｒｅｄ　ｃｏｌｌｏｉｄ
）、シクロ－デキストリン、ポリ乳酸等をさらに含み得る。
【００８２】
　一形態において、生分解剤は、フラノン化合物、グルタル酸、ヘキサデカン酸化合物、
ポリカプロラクトン重合体、感覚受容性膨潤剤（天然繊維、培養コロイド、シクロ－デキ
ストリン（ｃｙｃｌｏ－ｄｅｘｔｒｉ）、ポリ乳酸等）および担体樹脂の混合物を含むこ
とで、添加剤材料を重合体材料に入れることを補助し、それによって適切な生分解を確実
にするように生分解性にされ得る。一形態において、フラノン化合物は、０～２０重量％
以上の範囲である。別の態様において、フラノン化合物は、全添加剤の２０～４０重量％
、または４０～６０重量％、または６０～８０重量％または８０～１００重量％である。
グルタル酸は、全添加剤の０～２０重量％以上の範囲である。別の態様において、グルタ
ル酸は、全添加剤の２０～４０重量％、または４０～６０重量％、または６０～８０重量
％または８０～１００重量％、２０～４０％、４０～６０％、６０～８０％または８０～
１００重量％である。ヘキサデカン酸化合物は、全添加剤の０～２０重量％以上の範囲で
ある。別の態様において、ヘキサデカン酸は、全添加剤の２０～４０重量％、または４０
～６０重量％、または６０～８０重量％または８０～１００重量％、２０～４０％、４０
～６０％、６０～８０％または８０～１００重量％である。ポリカプロラクトン重合体は
、全添加剤の０～２０重量％以上の範囲である。別の態様において、ポリカプロラクトン
は、全生分解剤の２０～４０重量％、または４０～６０重量％、または６０～８０重量％
または８０～１００重量％、２０～４０％、４０～６０％、６０～８０％または８０～１
００重量％である。天然または合成の感覚受容性膨潤剤（例えば、天然繊維、培養コロイ
ド、シクロ－デキストリン、またはポリ乳酸）は、添加剤の０～２０重量％以上の範囲で
ある。一形態において、感覚受容性膨潤剤は、全生分解剤の２０～４０重量％、または４
０～６０重量％、または６０～８０重量％または８０～１００重量％、２０～４０％、４
０～６０％、６０～８０％または８０～１００重量％である。
【００８３】
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　一形態において、グルタル酸化合物は、例えば、限定はされないが、プロピルグルタル
酸であり得る。
【００８４】
　一形態において、ポリカプロラクトン重合体は、限定はされないが、ポリ－ε－カプロ
ラクトン、ポリカプロラクトン、ポリ（乳酸）、ポリ（グリコール酸）、ポリ（乳酸－グ
リコール酸共重合体）から成る群から選択され得る。
【００８５】
　一形態において、膨潤剤は、限定はされないが、天然繊維、培養コロイド、感覚受容性
化合物、シクロ－デキストリンから成る群から選択され得る。
【００８６】
　一形態において、担体樹脂は、限定はされないが、エチレン酢酸ビニル、ポリ酢酸ビニ
ル、無水マレイン酸、およびポリオレフィンを有するアクリル酸から成る群から選択され
得る。
【００８７】
　一形態において、生分解剤は、ジプロピレングリコールをさらに含む。
【００８８】
　一形態において、生分解剤は、ダイズ（ｓｏｙ）－メチル－エステル等のダイズ誘導体
をさらに含む。
【００８９】
　一形態において、生分解剤は、例えば、顆粒化、粉砕、エマルジョン、懸濁液、または
同様の平均粘度（ｅｖｅｎ　ｃｏｎｓｉｓｔｅｎｃｙ）の他の媒体の作製によって、本明
細書に記載の重合体に組み込まれ得る。
【００９０】
　一形態において、生分解剤は、グローブを作製するための形成機械に重合体材料を送る
直前に、重合体材料に混合される。
【００９１】
　いかなる担体樹脂（例えば、ポリ酢酸ビニル、エチル酢酸ビニル等）も、ポリオレフィ
ンまたはこれらの担体樹脂が混合可能であるあらゆる塑性物質が、化学的に組み合わせ可
能であり、添加剤の分散が可能である場合、使用され得る。
【００９２】
　一形態において、生分解剤は、生分解速度を調節するために用いられる一つまたは複数
の抗酸化剤を含む。抗酸化剤は、酵素によって生分解性単量体と結合され得、それにより
得られた生分解性重合体は抗酸化剤機能を有する。抗酸化剤結合生分解性重合体が生成さ
れることで、抗酸化剤の効率的な添加速度と一致する速度で分解する抗酸化剤結合重合体
がもたらされ得る。抗酸化剤は特定の適用に基づいて選択され、生分解性単量体は合成物
であっても天然物であってもよい。
【００９３】
　一形態において、例示的な生分解剤は、アリゾナ州メーサのＥＮＳＯプラスチックス社
（ＥＮＳＯ　Ｐｌａｓｔｉｃｓ）から入手可能な有機脂質系ＳＲ５３００製品を含み得る
。
【００９４】
４．　材料
Ａ．　生分解性エラストマー材料
Ｉ．　アクリロニトリルを含む材料
　ａ）アクリロニトリルブタジエン系ゴム；ｂ）アルカリ安定化剤；ｃ）金属酸化物架橋
剤；およびｄ）生分解剤を含む組成物から形成され、生分解剤非存在下での実質的に同一
な参照エラストマー材料の生分解速度よりも大きな、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１試験基準に従
って測定される生分解速度を示す、生分解性エラストマー材料が本明細書で開示される。
【００９５】
　一形態において、アクリロニトリルブタジエン系ゴムは、１００乾燥部の全組成物あた
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り７０．０～約９８．０部の量で組成物中に存在する。例えば、アクリロニトリルブタジ
エン系ゴムは、１００乾燥部の全組成物あたり約７２．０、７６．０、８０．０、８４．
０、８８．０、９２．０または９６．０部の量で存在する。例えば、アクリロニトリルブ
タジエン系ゴムは、１００乾燥部の全組成物あたり約８８．０部の量で存在する。アクリ
ロニトリルブタジエン系ゴムおよびラテックスは、当業者に公知であり、市販されている
。例えば、アクリロニトリル・ブタジエン系ラテックスは、シンソマー社（Ｓｙｎｔｈｏ
ｍｅｒ）からＳｙｎｔｈｏｍｅｒ　Ｘ１１３８として入手することができ、これは、水中
のカルボキシル化アクリロニトリル・ブタジエンゴム粒子の微細分散液（４５％固体／５
５％水）である。
【００９６】
　一形態において、アルカリ安定化剤は１００乾燥部のアクリロニトリルブタジエン系ゴ
ムあたり０部超～約２．０部の量で存在する。例えば、アルカリ安定化剤は、１００乾燥
部のアクリロニトリルブタジエン系ゴムあたり約０．２、０．４、０．６、０．８、１．
０、１．２、１．４、１．６、１．８または２．０部の量で存在する。
【００９７】
　一形態において、アルカリ安定化剤は水酸化アルカリを含む。適切なアルカリ安定化剤
としては、限定はされないが、水酸化カリウムもしくはアンモニア、またはそれらの組み
合わせを含むものが挙げられる。例えば、アルカリ安定化剤は水酸化カリウムであり得る
。別の例では、アルカリ安定化剤はアンモニアであり得る。さらに別の例では、アルカリ
安定化剤は水酸化カリウムおよびアンモニアであり得る。
【００９８】
　一形態において、組成物は塩基性のｐＨを有し得る。例えば、組成物は、約８．０～約
１２．０の範囲のｐＨ（例えば、８．５～約１０．５）を有し得る。
【００９９】
　一形態において、アクリロニトリルブタジエン系ゴムはアクリロニトリル・ブタジエン
ゴムラテックスであり得る。別の例では、アクリロニトリルブタジエン系ゴムはカルボキ
シル化アクリロニトリル・ブタジエンゴムラテックスであり得る。
【０１００】
　一形態において、金属酸化物架橋剤は酸化亜鉛または酸化マグネシウムであり得る。例
えば、金属酸化物架橋剤は酸化亜鉛であり得る。別の例では、金属酸化物架橋剤は酸化マ
グネシウムであり得る。他の金属酸化物架橋剤はまた、当該技術分野において公知の他の
物質であり得る。
【０１０１】
　一形態において、金属酸化物架橋剤は、１００乾燥部のアクリロニトリルブタジエン系
ゴムあたり０部超～約５．０部の量で存在し得る。例えば、金属酸化物架橋剤は、１００
乾燥部のアクリロニトリルブタジエン系ゴムあたり約０．５、１．０、１．５、２．０、
２．５、３．０、３．５、４．０、４．５または５．０部の量で存在し得る。
【０１０２】
　一形態において、組成物は少なくとも１つの添加剤をさらに含み得る。適切な添加剤は
、感熱剤、界面活性剤、加硫剤、無機充填剤、抗酸化剤、顔料、および付臭剤からなる群
から選択され得る。
【０１０３】
　一形態において、組成物は、１００乾燥部のアクリロニトリルブタジエン系ゴムあたり
０部超～約２０．０部の量で存在する無機充填剤を含み得る。例えば、組成物は、１００
乾燥部のアクリロニトリルブタジエン系ゴムあたり約２、４、６、８、１０、１２、１４
、１６、１８または２０部の量で存在する無機充填剤を含み得る。
【０１０４】
　一形態において、生分解剤は、１００乾燥部のアクリロニトリルブタジエン系ゴムあた
り０超～約２．０部の量で組成物中に存在する。例えば、生分解剤は、１００乾燥部のア
クリロニトリルブタジエン系ゴムあたり約０．１、０．２、０．３、０．４、０．５、０
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．６、０．７、０．８、０．９、１．０、１．１、１．２、１．３、１．４、１．５、１
．６、１．７、１．８、１．９または２．０部の量で組成物中に存在する。
【０１０５】
　一形態において、生分解剤はカルボン酸化合物を含み得る。別の態様において、生分解
剤は、化学誘引性化合物；グルタル酸またはその誘導体；５～１８炭素の鎖長を有するカ
ルボン酸化合物；重合体；および膨潤剤を含み得る。
【０１０６】
　一形態において、生分解剤は、アクリロニトリルブタジエン系ゴムを消化することが可
能な微生物をさらに含み得る。
【０１０７】
　一形態において、重合体は、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合体、ポ
リエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、ポリテレフタレート、ポリエステル、ポリ
塩化ビニル、メタクリレート、ナイロン６、ポリカーボネート、ポリアミド、ポリクロロ
プレン、アクリロニトリルブタジエン系ゴム、および前記重合体のあらゆる共重合体、ま
たはそれらの組み合わせからなる群から選択され得る生分解剤を含み得る。
【０１０８】
　一形態において、生分解剤は相溶化剤をさらに含み得る。
【０１０９】
　一形態において、生分解剤は担体樹脂をさらに含み得る。適切な　担体樹脂としては、
限定はされないが、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合体、無水マレイン
酸、およびポリオレフィンを有するアクリル酸、またはそれらの組み合わせが挙げられる
。
【０１１０】
　一形態において、生分解剤は、微生物を誘引するための化学走性剤をさらに含み得る。
適切な化学走性剤は、限定はされないが、糖またはフラノンを含む。一形態において、フ
ラノンは、３，５ジメチルイエンテニルジヒドロ２（３Ｈ）フラノン異性体混合物、エモ
キシフランおよびＮ－アシルホモセリンラクトンから選択され得る。別の態様において、
化学走性剤は、クマリンおよび／またはクマリン誘導体を含み得る。
【０１１１】
　一形態において、エラストマー材料は硫化されていてもよい。別の態様において、エラ
ストマー材料は硫化されていない。例えば、組成物はいかなる促進剤物質も含有しないだ
ろう。
【０１１２】
　一形態において、組成物またはエラストマー材料は、カルボン酸またはその誘導体およ
び二価または三価の金属を含む化合物をさらに含み得、該カルボン酸またはその誘導体は
アクリロニトリルブタジエン系ゴムと架橋するのに充分なレベルのカルボキシル基を与え
る。適切なカルボン酸としては、限定はされないが、エチレンアクリル酸等のカルボン酸
が挙げられる。
【０１１３】
　開示される全ての、本明細書に記載の材料およびグローブに組み込まれ得る架橋という
化学現象は、Ｗｉｌｌｉａｍｓ　ｅｔ　ａｌ．に対する米国特許第６，７０６，８１６号
に記載されており、該米国特許はその全体が参照によって組み込まれる。
【０１１４】
　一形態において、生分解性エラストマー材料は支持されている。別の態様において、生
分解性エラストマー材料は支持されている。適切な支持材としては、限定はされないが、
綿、ナイロン、ポリエステル、再生ポリエチレンテレフタラート（ＰＥＴ）、アクリル、
ライクラ、竹、鋼、炭素繊維、ガラス繊維、メタおよびパラ－アラミド（例えば、Ｋｅｖ
ｌａｒ（登録商標）、Ｔｗａｒｏｎ（登録商標）、Ｎｏｍｅｘ（登録商標））、もしくは
超高分子量ポリエチレン、またはそれらの組み合わせが挙げられる。
【０１１５】
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ＩＩ．　ハロゲン含有エラストマー重合体を含む材料
　ａ）　ハロゲン含有エラストマー重合体；およびｂ）生分解剤を含む組成物から形成さ
れ、生分解剤非存在下での実質的に同一な参照エラストマー材料の生分解速度よりも大き
な、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１試験基準に従って測定される生分解速度を示す、生分解性エラ
ストマー材料も本明細書で開示される。
【０１１６】
　一形態において、ハロゲン含有エラストマー重合体は、１００乾燥部の全組成物あたり
７０．０～約９８．０部の量で組成物中に存在する。例えば、ハロゲン含有エラストマー
重合体は、１００乾燥部の全組成物あたり約７２．０、７６．０、８０．０、８４．０、
８８．０、９２．０または９６．０部の量で存在する。例えば、ハロゲン含有エラストマ
ー重合体は、１００乾燥部の全組成物あたり約８８．０部の量で存在する。ポリクロロプ
レンは、当業者に公知であり、市販されている。例えば、ポリクロロプレンは、Ｎｅｏｐ
ｒｅｎｅとしてデュポン社（商標）から入手可能である。
【０１１７】
　一形態において、ハロゲン含有エラストマー重合体はポリクロロプレンを含む。例えば
、ハロゲン含有エラストマー重合体はポリクロロプレンであり得る。
【０１１８】
　一形態において、組成物は金属酸化物架橋剤をさらに含み得る。一形態において、金属
酸化物架橋剤は酸化亜鉛または酸化マグネシウムであり得る。例えば、金属酸化物架橋剤
は酸化亜鉛であり得る。別の例では、金属酸化物架橋剤は酸化マグネシウムであり得る。
他の金属酸化物架橋剤はまた、当該技術分野において公知の他の物質であり得る。
【０１１９】
　一形態において、金属酸化物架橋剤は、１００乾燥部のハロゲン含有エラストマー重合
体あたり０部超～約１０．０部の量で存在し得る。例えば、金属酸化物架橋剤は、１００
乾燥部のハロゲン含有エラストマー重合体あたり約１．０、２．０、３．０、４．０、５
．０、６．０、７．０、８．０、９．０または１０．０部の量で存在し得る。
【０１２０】
　一形態において、組成物は、少なくとも１つの添加剤をさらに含み得る。適切な添加剤
は、感熱剤、界面活性剤、加硫剤、無機充填剤、抗酸化剤、顔料、および付臭剤からなる
群から選択され得る。
【０１２１】
　一形態において、組成物は、１００乾燥部のハロゲン含有エラストマー重合体あたり０
部超～約２０．０部の量で存在する無機充填剤を含み得る。例えば、組成物は、１００乾
燥部のハロゲン含有エラストマー重合体あたり約２、４、６、８、１０、１２、１４、１
６、１８または２０部の量で存在する無機充填剤を含み得る。
【０１２２】
　一形態において、生分解剤は、１００乾燥部のハロゲン含有エラストマー重合体あたり
０超～約２．０部の量で組成物中に存在する。例えば、生分解剤は、１００乾燥部のハロ
ゲン含有エラストマー重合体あたり約０．１、０．２、０．３、０．４、０．５、０．６
、０．７、０．８、０．９、１．０、１．１、１．２、１．３、１．４、１．５、１．６
、１．７、１．８、１．９、または２．０部の量で組成物中に存在する。
【０１２３】
　一形態において、生分解剤はカルボン酸化合物を含み得る。別の態様において、生分解
剤は、化学誘引性化合物；グルタル酸またはその誘導体；５～１８炭素の鎖長を有するカ
ルボン酸化合物；重合体；および膨潤剤を含み得る。
【０１２４】
　一形態において、生分解剤は、ハロゲン含有エラストマー重合体を消化することが可能
な微生物をさらに含み得る。
【０１２５】
　一形態において、重合体は、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合体、ポ
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リエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、ポリテレフタレート、ポリエステル、ポリ
塩化ビニル、メタクリレート、ナイロン６、ポリカーボネート、ポリアミド、ポリクロロ
プレン、アクリロニトリルブタジエン系ゴム、および前記重合体のあらゆる共重合体、ま
たはそれらの組み合わせからなる群から選択され得る生分解剤を含み得る。
【０１２６】
　一形態において、生分解剤は相溶化剤をさらに含み得る。
【０１２７】
　一形態において、生分解剤は担体樹脂をさらに含み得る。適切な担体樹脂としては、限
定はされないが、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合体、無水マレイン酸
、およびポリオレフィンを有するアクリル酸、またはそれらの組み合わせが挙げられる。
【０１２８】
　一形態において、生分解剤は、微生物を誘引するための化学走性剤をさらに含み得る。
適切な化学走性剤は、限定はされないが、糖またはフラノンを含む。一形態において、フ
ラノンは、３，５ジメチルイエンテニルジヒドロ２（３Ｈ）フラノン異性体混合物、エモ
キシフランおよびＮ－アシルホモセリンラクトンから選択され得る。別の態様において、
化学走性剤は、クマリンおよび／またはクマリン誘導体を含み得る。
【０１２９】
　一形態において、エラストマー材料は硫化されていてもよい。別の態様において、エラ
ストマー材料は硫化されていない。例えば、組成物はいかなる促進剤物質も含有しないだ
ろう。
【０１３０】
　一形態において、組成物またはエラストマー材料は、カルボン酸またはその誘導体およ
び二価または三価の金属を含む化合物をさらに含み得、該カルボン酸またはその誘導体は
アクリロニトリルブタジエン系ゴムと架橋するのに充分なレベルのカルボキシル基を与え
る。適切なカルボン酸としては、限定はされないが、エチレンアクリル酸であるカルボン
酸が挙げられる。
【０１３１】
　一形態において、生分解性エラストマー材料は支持されていない。別の態様において、
生分解性エラストマー材料は支持されている。適切な支持材としては、限定はされないが
、綿、ナイロン、ポリエステル、再生ポリエチレンテレフタラート（ＰＥＴ）、アクリル
、ライクラ、竹、鋼、炭素繊維、ガラス繊維、メタおよびパラ－アラミド（例えば、Ｋｅ
ｖｌａｒ（登録商標）、Ｔｗａｒｏｎ（登録商標）、Ｎｏｍｅｘ（登録商標））、もしく
は超高分子量ポリエチレン、またはそれらの組み合わせが挙げられる。
【０１３２】
Ｂ．　生分解性熱可塑性材料
　ａ）ハロゲン含有熱可塑性重合体；ｂ）生分解剤；およびｃ）可塑剤を含む組成物から
形成され、生分解剤非存在下での実質的に同一な参照熱可塑性材料の生分解速度よりも大
きな、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１試験基準に従って測定される生分解速度を示す、生分解性熱
可塑性材料も本明細書で開示される。
【０１３３】
　一形態において、ハロゲン含有熱可塑性重合体は、１００乾燥部の全組成物あたり３０
．０～約７０．０部の量で組成物中に存在する。例えば、ハロゲン含有熱可塑性重合体は
、１００乾燥部の全組成物あたり約３５．０、４０．０、４５．０、５０．０、５５．０
、６０．０、６５．０部の量で存在する。例えば、ハロゲン含有熱可塑性重合体は、１０
０乾燥部の全組成物あたり約５０．０部の量で存在する。ハロゲン含有熱可塑性重合体は
、当業者に公知であり、市販されている。例えば、ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）はカメオ・
ケミカルズ社（Ｃａｍｅｏ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ）からＰｅｖｉｋｏｎ７３７として入手
可能である。
【０１３４】
　一形態において、ハロゲン含有熱可塑性重合体はポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）を含み得る
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。例えば、ハロゲン含有熱可塑性重合体はＰＶＣであり得る。
【０１３５】
　可塑剤はいくつかの機能を与え、例えば、表面を湿潤させ、あるいは、材料の弾性率を
減少させ、さらにあるいは、材料の混合および適用を助成する。多数の可塑剤が存在し、
当該技術分野において公知であり、例えば、脂肪酸（例えば、オレイン酸、パルミチン酸
等）、フタル酸ジオクチル、リン脂質、およびホスファチジン酸が含まれる。適切な可塑
剤としては、限定はされないが、フタル酸ジイソノニル、１－［２－（ベンゾイルオキシ
）プロポキシ］プロパン－２－イルベンゾエート、およびエポキシ化大豆油が挙げられる
。可塑剤は、１００乾燥部のハロゲン含有熱可塑性重合体あたり０部超～約１６０部の量
で存在し得る。例えば、可塑剤は、１００乾燥部のハロゲン含有熱可塑性重合体あたり約
２０、４０、６０、８０、１００、１２０、１４０または１６０部の量で存在し得る。
【０１３６】
　一形態において、組成物は、充填剤、安定剤および顔料からなる群から選択される少な
くとも１つの添加剤をさらに含み得る。
【０１３７】
　一形態において、組成物は、１００乾燥部のハロゲン含有エラストマー重合体あたり０
部超～約２０．０部の量で存在する無機充填剤を含み得る。例えば、組成物は、１００乾
燥部のハロゲン含有エラストマー重合体あたり約２、４、６、８、１０、１２、１４、１
６、１８または２０部の量で存在する無機充填剤を含み得る。
【０１３８】
　一形態において、生分解剤は、１００乾燥部のハロゲン含有エラストマー重合体あたり
０超～約２．０部の量で組成物中に存在する。例えば、生分解剤は、１００乾燥部のハロ
ゲン含有エラストマー重合体あたり約０．１、０．２、０．３、０．４、０．５、０．６
、０．７、０．８、０．９、１．０、１．１、１．２、１．３、１．４、１．５、１．６
、１．７、１．８、１．９、または２．０部の量で組成物中に存在する。
【０１３９】
　一形態において、生分解剤はカルボン酸化合物を含み得る。別の態様において、生分解
剤は、化学誘引性化合物；グルタル酸またはその誘導体；５～１８炭素の鎖長を有するカ
ルボン酸化合物；重合体；および膨潤剤を含み得る。
【０１４０】
　一形態において、生分解剤は、ハロゲン含有エラストマー重合体を消化することが可能
な微生物をさらに含み得る。
【０１４１】
　一形態において、重合体は、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合体、ポ
リエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、ポリテレフタレート、ポリエステル、ポリ
塩化ビニル、メタクリレート、ナイロン６、ポリカーボネート、ポリアミド、ポリクロロ
プレン、アクリロニトリルブタジエン系ゴム、および前記重合体のあらゆる共重合体、ま
たはそれらの組み合わせからなる群から選択され得る生分解剤を含み得る。
【０１４２】
　一形態において、生分解剤は相溶化剤をさらに含み得る。
【０１４３】
　一形態において、生分解剤は担体樹脂をさらに含み得る。適切な担体樹脂としては、限
定はされないが、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合体、無水マレイン酸
、およびポリオレフィンを有するアクリル酸、またはそれらの組み合わせが挙げられる。
【０１４４】
　一形態において、生分解剤は、微生物を誘引するための化学走性剤をさらに含み得る。
適切な化学走性剤は、限定はされないが、糖またはフラノンを含み得る。一形態において
、フラノンは、３，５ジメチルイエンテニルジヒドロ２（３Ｈ）フラノン異性体混合物、
エモキシフランおよびＮ－アシルホモセリンラクトンから選択され得る。別の態様におい
て、化学走性剤は、クマリンおよび／またはクマリン誘導体を含み得る。
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【０１４５】
　一形態において、生分解性熱可塑性材料は支持されていない。別の態様において、生分
解性熱可塑性材料は支持されている。適切な支持材としては、限定はされないが、綿、ナ
イロン、ポリエステル、再生ポリエチレンテレフタラート（ＰＥＴ）、アクリル、ライク
ラ、竹、鋼、炭素繊維、ガラス繊維、メタおよびパラ－アラミド（Ｋｅｖｌａｒ（登録商
標）、Ｔｗａｒｏｎ（登録商標）、Ｎｏｍｅｘ（登録商標））、もしくは超高分子量ポリ
エチレン、またはそれらの組み合わせが挙げられる。
【０１４６】
Ｃ．　材料の生分解特性
　本明細書に記載の全ての特性は、生分解性エラストマー材料および生分解性熱可塑性材
料を含む本明細書で開示される全ての材料に起因し得る。
【０１４７】
　一形態において、生分解性エラストマー材料または生分解性熱可塑性材料は、好気条件
下で生分解性である。別の態様において、生分解性エラストマー材料または生分解性熱可
塑性材料は、嫌気条件下で生分解性である。
【０１４８】
　一形態において、生分解性エラストマー材料または生分解性熱可塑性材料は、３０日後
の対応する参照エラストマー材料の％生分解よりも少なくとも２００％より大きな３０日
後の％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す。
【０１４９】
　一形態において、生分解性エラストマー材料または生分解性熱可塑性材料は、３０日後
の対応する参照エラストマー材料の％生分解よりも少なくとも２００％より大きな３０日
後の％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す。
【０１５０】
　一形態において、生分解性エラストマー材料または生分解性熱可塑性材料は、６５日後
の対応する参照エラストマー材料の％生分解よりも少なくとも３００％より大きな６５日
後の％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す。
【０１５１】
　一形態において、生分解性エラストマー材料または生分解性熱可塑性材料は、１２０日
後の対応する参照エラストマー材料の％生分解よりも少なくとも５００％より大きな１２
０日後の％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示
す。
【０１５２】
　一形態において、生分解性エラストマー材料または生分解性熱可塑性材料は、１６０日
後の対応する参照エラストマー材料の％生分解よりも少なくとも７００％より大きな１６
０日後の％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示
す。
【０１５３】
　一形態において、生分解性エラストマー材料または生分解性熱可塑性材料は、少なくと
も約３％の３０日後の％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生
分解速度を示す。
【０１５４】
　一形態において、生分解性エラストマー材料または生分解性熱可塑性材料は、少なくと
も約４％の６５日後の％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生
分解速度を示す。
【０１５５】
　一形態において、生分解性エラストマー材料または生分解性熱可塑性材料は、少なくと
も約１０％の１２０日後の％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定され
る生分解速度を示す。
【０１５６】



(54) JP 2015-532675 A 2015.11.12

10

20

30

40

50

　一形態において、生分解性エラストマー材料または生分解性熱可塑性材料は、少なくと
も約１５％の１６０日後の％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定され
る生分解速度を示す。
【０１５７】
Ｃ．　グローブ
１．　生分解性エラストマーグローブ
Ａ．　アクリロニトリルを含むグローブ
　ａ）アクリロニトリルブタジエン系ゴム；ｂ）アルカリ安定化剤；ｃ）金属酸化物架橋
剤；およびｄ）生分解剤を含む組成物から形成される生分解性エラストマーグローブ材料
を含む生分解性エラストマーグローブも本明細書で開示され、該生分解性エラストマーグ
ローブ材料は、生分解剤非存在下での実質的に同一な参照エラストマーグローブ材料の生
分解速度よりも大きな、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１試験基準に従って測定される生分解速度を
示す。
【０１５８】
　一形態において、アクリロニトリルブタジエン系ゴムは、１００乾燥部の全組成物あた
り７０．０～約９８．０部の量で組成物中に存在する。例えば、アクリロニトリルブタジ
エン系ゴムは、１００乾燥部の全組成物あたり約７２．０、７６．０、８０．０、８４．
０、８８．０、９２．０、または９６．０部の量で存在する。例えば、アクリロニトリル
ブタジエン系ゴムは、１００乾燥部の全組成物あたり約８８．０部の量で存在する。
【０１５９】
　一形態において、アルカリ安定化剤は、１００乾燥部のアクリロニトリルブタジエン系
ゴムあたり０部超～約２．０部の量で存在する。例えば、アルカリ安定化剤は、１００乾
燥部のアクリロニトリルブタジエン系ゴムあたり約０．２、０．４、０．６、０．８、１
．０、１．２、１．４、１．６、１．８または２．０部の量で存在する。
【０１６０】
　一形態において、アルカリ安定化剤は、水酸化アルカリを含む。適切なアルカリ安定化
剤としては、限定はされないが、水酸化カリウムまたはアンモニアを含むものが挙げられ
る。例えば、アルカリ安定化剤は水酸化カリウムであり得る。別の例では、アルカリ安定
化剤はアンモニアであり得る。
【０１６１】
　一形態において、組成物は塩基性のｐＨを有し得る。例えば、組成物は、約８．０～約
１２．０の範囲のｐＨ（例えば、８．５～約１０．５）を有し得る。
【０１６２】
　一形態において、アクリロニトリルブタジエン系ゴムは、アクリロニトリル・ブタジエ
ンゴムラテックスであり得る。別の例では、アクリロニトリルブタジエン系ゴムは、カル
ボキシル化アクリロニトリル・ブタジエンゴムラテックスであり得る。
【０１６３】
　一形態において、金属酸化物架橋剤は、酸化亜鉛または酸化マグネシウムであり得る。
例えば、金属酸化物架橋剤は、酸化亜鉛であり得る。別の例では、金属酸化物架橋剤は、
酸化マグネシウムであり得る。他の金属酸化物架橋剤はまた、当該技術分野において公知
の他の物質であり得る。
【０１６４】
　一形態において、金属酸化物架橋剤は、１００乾燥部のアクリロニトリルブタジエン系
ゴムあたり０部超～約５．０部の量で存在し得る。例えば、金属酸化物架橋剤は、１００
乾燥部のアクリロニトリルブタジエン系ゴムあたり約０．５、１．０、１．５、２．０、
２．５、３．０、３．５、４．０、４．５、または５．０部の量で存在し得る。
【０１６５】
　一形態において、組成物は、少なくとも１つの添加剤をさらに含み得る。適切な添加剤
は、感熱剤、界面活性剤、加硫剤、無機（ｉｎ　ｏｒｇａｎｉｃ）充填剤、抗酸化剤、顔
料、および付臭剤からなる群から選択され得る。
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【０１６６】
　一形態において、組成物は、１００乾燥部のアクリロニトリルブタジエン系ゴムあたり
０部超～約２０．０部の量で存在する無機充填剤を含み得る。例えば、組成物は、１００
乾燥部のアクリロニトリルブタジエン系ゴムあたり約２、４、６、８、１０、１２、１４
、１６、１８または２０部の量で存在する無機充填剤を含み得る。
【０１６７】
　一形態において、生分解剤は、１００乾燥部のアクリロニトリルブタジエン系ゴムあた
り０超～約２．０部の量で組成物中に存在する。例えば、生分解剤は、１００乾燥部のア
クリロニトリルブタジエン系ゴムあたり約０．１、０．２、０．３、０．４、０．５、０
．６、０．７、０．８、０．９、１．０、１．１、１．２、１．３、１．４、１．５、１
．６、１．７、１．８、１．９、または２．０部の量で組成物中に存在する。
【０１６８】
　一形態において、生分解剤は、カルボン酸化合物を含み得る。別の態様において、生分
解剤は、化学誘引性化合物；グルタル酸またはその誘導体；５～１８炭素の鎖長を有する
カルボン酸化合物；重合体；および膨潤剤を含み得る。
【０１６９】
　一形態において、生分解剤は、アクリロニトリルブタジエン系ゴムを消化することが可
能な微生物をさらに含み得る。
【０１７０】
　一形態において、重合体は、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合体、ポ
リエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、ポリテレフタレート、ポリエステル、ポリ
塩化ビニル、メタクリレート、ナイロン６、ポリカーボネート、ポリアミド、ポリクロロ
プレン、アクリロニトリルブタジエン系ゴム、および前記重合体のあらゆる共重合体、ま
たはそれらの組み合わせからなる群から選択され得る生分解剤を含み得る。
【０１７１】
　一形態において、生分解剤は、相溶化剤をさらに含み得る。
【０１７２】
　一形態において、生分解剤は、担体樹脂をさらに含み得る。適切な担体樹脂としては、
限定はされないが、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合体、無水マレイン
酸、およびポリオレフィンを有するアクリル酸、またはそれらの組み合わせが挙げられる
。
【０１７３】
　一形態において、生分解剤は、微生物を誘引するための化学走性剤をさらに含み得る。
適切な化学走性剤は、限定はされないが、糖またはフラノンを含む。一形態において、フ
ラノンは、３，５ジメチルイエンテニルジヒドロ２（３Ｈ）フラノン異性体混合物、エモ
キシフランおよびＮ－アシルホモセリンラクトンから選択され得る。別の態様において、
化学走性剤は、クマリンおよび／またはクマリン誘導体を含み得る。
【０１７４】
　一形態において、エラストマー材料は硫化されていてもよい。別の態様において、エラ
ストマー材料は硫化されていない。例えば、組成物はいかなる促進剤物質も含有しないだ
ろう。
【０１７５】
　一形態において、組成物またはエラストマー材料は、カルボン酸またはその誘導体およ
び二価または三価の金属を含む化合物をさらに含み得、該カルボン酸またはその誘導体は
アクリロニトリルブタジエン系ゴムと架橋するのに充分なレベルのカルボキシル基を与え
る。適切なカルボン酸としては、限定はされないが、エチレンアクリル酸であるカルボン
酸が挙げられる。
【０１７６】
　開示される全ての、本明細書に記載の材料およびグローブに組み込まれ得る架橋という
化学現象は、Ｗｉｌｌｉａｍｓ　ｅｔ　ａｌ．に対する米国特許第６，７０６，８１６号
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に記載されており、該米国特許はその全体が参照によって組み込まれる。
【０１７７】
　一形態において、生分解性エラストマーグローブは支持されていない。別の態様におい
て、生分解性エラストマーグローブは支持されている。適切な支持材としては、限定はさ
れないが、綿、ナイロン、ポリエステル、再生ポリエチレンテレフタラート（ＰＥＴ）、
アクリル、ライクラ、竹、鋼、炭素繊維、ガラス繊維、メタおよびパラ－アラミド（例え
ば、Ｋｅｖｌａｒ（登録商標）、Ｔｗａｒｏｎ（登録商標）、Ｎｏｍｅｘ（登録商標））
、もしくは超高分子量ポリエチレン、またはそれらの組み合わせが挙げられる。
【０１７８】
（Ｂ）　ハロゲン含有エラストマー重合体を含むグローブ
　生分解性エラストマーグローブであって、ａ）ハロゲン含有エラストマー重合体；およ
びｂ）生分解剤を含む組成物から形成される生分解性エラストマーグローブ材料を含み、
該生分解性エラストマーグローブ材料は、生分解剤非存在下での実質的に同一な参照エラ
ストマーグローブ材料の生分解速度よりも大きな、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１試験基準に従っ
て測定される生分解速度を示す。
【０１７９】
　一形態において、ハロゲン含有エラストマー重合体は、１００乾燥部の全組成物あたり
７０．０～約９８．０部の量で組成物中に存在する。例えば、ハロゲン含有エラストマー
重合体は、１００乾燥部の全組成物あたり約７２．０、７６．０、８０．０、８４．０、
８８．０、９２．０、または９６．０部の量で存在する。例えば、ハロゲン含有エラスト
マー重合体は、１００乾燥部の全組成物あたり約８８．０部の量で存在する。
【０１８０】
　一形態において、ハロゲン含有エラストマー重合体は、ポリクロロプレンを含む。例え
ば、ハロゲン含有エラストマー重合体は、ポリクロロプレンであり得る。
【０１８１】
　一形態において、組成物は、金属酸化物架橋剤をさらに含み得る。一形態において、金
属酸化物架橋剤は、酸化亜鉛または酸化マグネシウムであり得る。例えば、金属酸化物架
橋剤は、酸化亜鉛であり得る。別の例では、金属酸化物架橋剤は、酸化マグネシウムであ
り得る。他の金属酸化物架橋剤はまた、当該技術分野において公知の他の物質であり得る
。
【０１８２】
　一形態において、金属酸化物架橋剤は、１００乾燥部のハロゲン含有エラストマー重合
体あたり０部超～約１０．０部の量で存在し得る。例えば、金属酸化物架橋剤は、１００
乾燥部のハロゲン含有エラストマー重合体あたり約１．０、２．０、３．０、４．０、５
．０、６．０、７．０、８．０、９．０または１０．０部の量で存在し得る。
【０１８３】
　一形態において、組成物は、少なくとも１つの添加剤をさらに含み得る。適切な添加剤
は、感熱剤、界面活性剤、加硫剤、無機（ｉｎ　ｏｒｇａｎｉｃ）充填剤、抗酸化剤、顔
料、および付臭剤からなる群から選択され得る。
【０１８４】
　一形態において、組成物は、１００乾燥部のハロゲン含有エラストマー重合体あたり０
部超～約２０．０部の量で存在する無機充填剤を含み得る。例えば、組成物は、１００乾
燥部のハロゲン含有エラストマー重合体あたり約２、４、６、８、１０、１２、１４、１
６、１８または２０部の量で存在する無機充填剤を含み得る。
【０１８５】
　一形態において、生分解剤は、１００乾燥部のハロゲン含有エラストマー重合体あたり
０超～約２．０部の量で組成物中に存在する。例えば、生分解剤は、１００乾燥部のハロ
ゲン含有エラストマー重合体あたり約０．１、０．２、０．３、０．４、０．５、０．６
、０．７、０．８、０．９、１．０、１．１、１．２、１．３、１．４、１．５、１．６
、１．７、１．８、１．９または２．０部の量で組成物中に存在する。
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【０１８６】
　一形態において、生分解剤は、カルボン酸化合物を含み得る。別の態様において、生分
解剤は、化学誘引性化合物；グルタル酸またはその誘導体；５～１８炭素の鎖長を有する
カルボン酸化合物；重合体；および膨潤剤を含み得る。
【０１８７】
　一形態において、生分解剤は、ハロゲン含有エラストマー重合体を消化することが可能
な微生物をさらに含み得る。
【０１８８】
　一形態において、重合体は、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合体、ポ
リエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、ポリテレフタレート、ポリエステル、ポリ
塩化ビニル、メタクリレート、ナイロン６、ポリカーボネート、ポリアミド、ポリクロロ
プレン、アクリロニトリルブタジエン系ゴム、および前記重合体のあらゆる共重合体、ま
たはそれらの組み合わせからなる群から選択され得る生分解剤を含み得る。
【０１８９】
　一形態において、生分解剤は、相溶化剤をさらに含み得る。
【０１９０】
　一形態において、生分解剤は担体樹脂をさらに含み得る。適切な担体樹脂としては、限
定はされないが、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合体、無水マレイン酸
、およびポリオレフィンを有するアクリル酸、またはそれらの組み合わせが挙げられる。
【０１９１】
　一形態において、生分解剤は、微生物を誘引するための化学走性剤をさらに含み得る。
適切な化学走性剤は、限定はされないが、糖またはフラノンを含む。一形態において、フ
ラノンは、３，５ジメチルイエンテニルジヒドロ２（３Ｈ）フラノン異性体混合物、エモ
キシフランおよびＮ－アシルホモセリンラクトンから選択され得る。別の態様において、
化学走性剤は、クマリンおよび／またはクマリン誘導体を含み得る。
【０１９２】
　一形態において、エラストマー材料は硫化されていてもよい。別の態様において、エラ
ストマー材料は硫化されていない。例えば、組成物はいかなる促進剤物質も含有しないだ
ろう。
【０１９３】
　一形態において、組成物またはエラストマー材料は、カルボン酸またはその誘導体およ
び二価または三価の金属を含む化合物をさらに含み得、該カルボン酸またはその誘導体は
アクリロニトリルブタジエン系ゴムと架橋するのに充分なレベルのカルボキシル基を与え
る。適切なカルボン酸としては、限定はされないが、エチレンアクリル酸であるカルボン
酸が挙げられる。
【０１９４】
　一形態において、生分解性エラストマーグローブは支持されていない。別の態様におい
て、生分解性エラストマーグローブは支持されている。適切な支持材としては、限定はさ
れないが、綿、ナイロン、ポリエステル、再生ポリエチレンテレフタラート（ＰＥＴ）、
アクリル、ライクラ、竹、鋼、炭素繊維、ガラス繊維、メタおよびパラ－アラミド（Ｋｅ
ｖｌａｒ（登録商標）、Ｔｗａｒｏｎ（登録商標）、Ｎｏｍｅｘ（登録商標））、もしく
は超高分子量ポリエチレン、またはそれらの組み合わせが挙げられる。
【０１９５】
２．　生分解性熱可塑性グローブ
　ａ）ポリ塩化ビニルを含むハロゲン含有熱可塑性重合体；およびｂ）生分解剤を含む組
成物から形成される生分解性熱可塑性グローブ材料を含む生分解性熱可塑性グローブも本
明細書で開示され、、該生分解性熱可塑性グローブ材料は、生分解剤非存在下での実質的
に同一な参照熱可塑性グローブ材料の生分解速度よりも大きな、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１試
験基準に従って測定される生分解速度を示す。
【０１９６】
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　一形態において、ハロゲン含有熱可塑性重合体は、１００乾燥部の全組成物あたり３０
．０～約７０．０部の量で組成物中に存在する。例えば、ハロゲン含有熱可塑性重合体は
、１００乾燥部の全組成物あたり約３５．０、４０．０、４５．０、５０．０、５５．０
、６０．０または６５．０部の量で存在する。例えば、ハロゲン含有熱可塑性重合体は、
１００乾燥部の全組成物あたり約５０．０部の量で存在する。
【０１９７】
　一形態において、組成物は可塑剤をさらに含む。多数の可塑剤が存在し、当該技術分野
において公知であり、例えば、脂肪酸（例えば、オレイン酸、パルミチン酸等）、フタル
酸ジオクチル（ｄｉｏｃｔｙｌｐｈｔａｌａｔｅ）、リン脂質、およびホスファチジン酸
が挙げられる。適切な可塑剤としては、限定はされないが、フタル酸ジイソノニル、１－
［２－（ベンゾイルオキシ）プロポキシ］プロパン－２－イルベンゾエート、およびエポ
キシ化大豆油が挙げられる。可塑剤は、１００乾燥部のハロゲン含有熱可塑性重合体あた
り０部超～約１６０．０部の量で存在し得る。例えば、可塑剤は、１００乾燥部のハロゲ
ン含有熱可塑性重合体あたり約２０、４０、６０、８０、１００、１２０、１４０または
１６０部の量で存在し得る。
【０１９８】
　一形態において、ハロゲン含有熱可塑性重合体は、ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）を含み得
る。例えば、ハロゲン含有熱可塑性重合体は、ＰＶＣであり得る。
【０１９９】
　一形態において、組成物は、無機充填剤、安定剤および顔料からなる群から選択される
少なくとも１つの添加剤をさらに含む。
【０２００】
　一形態において、組成物は、１００乾燥部のハロゲン含有エラストマー重合体あたり０
部超～約２０．０部の量で存在する無機充填剤を含み得る。例えば、組成物は、１００乾
燥部のハロゲン含有エラストマー重合体あたり約２、４、６、８、１０、１２、１４、１
６、１８または２０部の量で存在する無機充填剤を含み得る。
【０２０１】
　一形態において、生分解剤は、１００乾燥部のハロゲン含有エラストマー重合体あたり
０超～約２．０部の量で組成物中に存在する。例えば、生分解剤は、１００乾燥部のハロ
ゲン含有エラストマー重合体あたり約０．１、０．２、０．３、０．４、０．５、０．６
、０．７、０．８、０．９、１．０、１．１、１．２、１．３、１．４、１．５、１．６
、１．７、１．８、１．９または２．０部の量で組成物中に存在する。
【０２０２】
　一形態において、生分解剤は、カルボン酸化合物を含み得る。別の態様において、生分
解剤は、化学誘引性化合物；グルタル酸またはその誘導体；５～１８炭素の鎖長を有する
カルボン酸化合物；重合体；および膨潤剤を含み得る。
【０２０３】
　一形態において、生分解剤は、ハロゲン含有エラストマー重合体を消化することが可能
な微生物をさらに含み得る。
【０２０４】
　一形態において、重合体は、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合体、ポ
リエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、ポリテレフタレート、ポリエステル、ポリ
塩化ビニル、メタクリレート、ナイロン６、ポリカーボネート、ポリアミド、ポリクロロ
プレン、アクリロニトリルブタジエン系ゴム、および前記重合体のあらゆる共重合体、ま
たはそれらの組み合わせからなる群から選択され得る生分解剤を含み得る。
【０２０５】
　一形態において、生分解剤は相溶化剤をさらに含み得る。
【０２０６】
　一形態において、生分解剤は担体樹脂をさらに含み得る。適切な担体樹脂としては、限
定はされないが、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合体、無水マレイン酸
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、およびポリオレフィンを有するアクリル酸、またはそれらの組み合わせが挙げられる。
【０２０７】
　一形態において、生分解剤は、微生物を誘引するための化学走性剤をさらに含み得る。
適切な化学走性剤は、限定はされないが、糖またはフラノンを含む。一形態において、フ
ラノンは、３，５ジメチルイエンテニルジヒドロ２（３Ｈ）フラノン異性体混合物、エモ
キシフランおよびＮ－アシルホモセリンラクトンから選択され得る。別の態様において、
化学走性剤は、クマリンおよび／またはクマリン誘導体を含み得る。
【０２０８】
　一形態において、生分解性熱可塑性グローブは支持されていない。別の態様において、
生分解性熱可塑性グローブは支持されている。適切な支持材としては、限定はされないが
、綿、ナイロン、ポリエステル、再生ポリエチレンテレフタラート（ＰＥＴ）、アクリル
、ライクラ、竹、鋼、炭素繊維、ガラス繊維、メタおよびパラ－アラミド（Ｋｅｖｌａｒ
（登録商標）、Ｔｗａｒｏｎ（登録商標）、Ｎｏｍｅｘ（登録商標））、もしくは超高分
子量ポリエチレン、またはそれらの組み合わせが挙げられる。
【０２０９】
３．　グローブの生分解特性
　本明細書に記載の全ての特性は、生分解性エラストマーグローブおよび生分解性熱可塑
性グローブを含む、本明細書で開示される全てのグローブに起因し得る。
【０２１０】
　一形態において、生分解性エラストマーグローブおよび生分解性熱可塑性グローブは、
好気条件下で生分解性である。別の態様において、生分解性エラストマー材料または生分
解性熱可塑性材料は、嫌気条件下で生分解性である。
【０２１１】
　一形態において、生分解性エラストマーグローブおよび生分解性熱可塑性グローブは、
３０日後の対応する参照エラストマー材料の％生分解よりも少なくとも２００％より大き
な３０日後の％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度
を示す。
【０２１２】
　一形態において、生分解性エラストマーグローブおよび生分解性熱可塑性グローブは、
６５日後の対応する参照エラストマー材料の％生分解よりも少なくとも３００％より大き
な６５日後の％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度
を示す。
【０２１３】
　一形態において、生分解性エラストマーグローブおよび生分解性熱可塑性グローブは、
１２０日後の対応する参照エラストマー材料の％生分解よりも少なくとも５００％より大
きな１２０日後の％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解
速度を示す。
【０２１４】
　一形態において、生分解性エラストマーグローブおよび生分解性熱可塑性グローブは、
１６０日後の対応する参照エラストマー材料の％生分解よりも少なくとも７００％より大
きな１６０日後の％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解
速度を示す。
【０２１５】
　一形態において、生分解性エラストマーグローブおよび生分解性熱可塑性グローブは、
少なくとも約３％の３０日後の％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定
される生分解速度を示す。
【０２１６】
　一形態において、生分解性エラストマーグローブおよび生分解性熱可塑性グローブは、
少なくとも約４％の６５日後の％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定
される生分解速度を示す。
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【０２１７】
　一形態において、生分解性エラストマーグローブおよび生分解性熱可塑性グローブは、
少なくとも約１０％の１２０日後の％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って
測定される生分解速度を示す。
【０２１８】
　一形態において、生分解性エラストマーグローブおよび生分解性熱可塑性グローブは、
少なくとも約１５％の１６０日後の％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って
測定される生分解速度を示す。
【０２１９】
Ｄ．　方法
　本明細書に記載のグローブを作製するための方法も本明細書で開示される。本明細書に
記載の全ての組成物および材料は、開示される方法において用いることができ、本明細書
の別の場所に開示されるものと同じ特性を有する。例えば、方法にポリ塩化ビニルを含む
ハロゲン含有熱可塑性重合体および生分解剤を含む組成物が必要である場合、該組成物は
本明細書の別の場所に記載される他の物質および化合物をさらに含み得ることも理解され
る。
【０２２０】
　支持されていないアクリロニトリルブタジエン系ゴムグローブを作製するための方法は
、Ｔｉｌｌｏｔｓｏｎに対する米国特許ＲＥ３５，６１６号に記載されており、該米国特
許は参照によってその全体が本明細書に組み込まれる。
【０２２１】
１．　生分解性エラストマーグローブを作製する方法
Ａ．　支持されていないグローブ
　ａ）所定のサイズおよび形を有するグローブ形成剤を得ること；ｂ）グローブ形成剤の
少なくとも一表面部分を凝固剤と接触させることで、グローブ形成剤の表面部分上に少な
くとも一部分の凝固剤コーティングを得ること；ｃ）凝固剤コーティングを乾燥させるこ
と；ｄ）その表面上に乾燥した少なくとも部分的な凝固剤コーティングを有するグローブ
形成剤を、ｉ．アクリロニトリルブタジエン系ゴム；ｉｉ．アルカリ安定化剤；ｉｉｉ．
金属酸化物架橋剤；およびｉｖ．生分解剤を含む組成物でコーティングすること、ｅ）ス
テップｄ）のコーティングを硬化させることで、生分解剤非存在下での実質的に同一な参
照エラストマーグローブ材料の生分解速度よりも大きな、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１試験基準
に従って測定される生分解速度を示すエラストマーグローブ材料を得ること、を含む、生
分解性エラストマーグローブを作製するための方法も本明細書で開示される。
【０２２２】
　一形態において、前記方法は、ステップｅ）の前に、コーティングの一部をビージング
することをさらに含む。
【０２２３】
　一形態において、前記方法は、グローブ形成剤からエラストマーグローブ材料を除去す
ることをさらに含む。
【０２２４】
　一形態において、グローブ形成剤は予熱されていてもよい。
【０２２５】
　一形態において、前記方法は、ステップｅ）の前および／または後に、リーチングする
ことで凝固剤を除去するステップをさらに含む。例えば、前記方法は、ステップｅ）の前
に、リーチングすることで凝固剤を除去するステップをさらに含む。別の例では、前記方
法は、ステップｅ）の後に、リーチングすることで凝固剤を除去するステップをさらに含
む。さらに別の例では、前記方法は、ステップｅ）の前および後に、リーチングすること
で凝固剤を除去するステップをさらに含む。
【０２２６】
　一形態において、前記方法は、リーチングの後に、コーティングの一部をビージングし



(61) JP 2015-532675 A 2015.11.12

10

20

30

40

50

ている凝固剤を除去することをさらに含み得る。
【０２２７】
　一形態において、凝固剤は、硝酸カルシウム、塩化カルシウム、酢酸、またはそれらの
組み合わせを含む。
【０２２８】
　ａ）所定のサイズおよび形を有するグローブ形成剤を得ること；ｂ）グローブ形成剤の
少なくとも一表面部分を凝固剤と接触させることで、グローブ形成剤の表面部分上に少な
くとも一部分の凝固剤コーティングを得ること；ｃ）凝固剤コーティングを乾燥させるこ
と；ｄ）その表面上に乾燥した少なくとも部分的な凝固剤コーティングを有するグローブ
形成剤を、ｉ．ポリクロロプレンを含むハロゲン含有エラストマー重合体、およびｉｉ．
生分解剤を含む組成物でコーティングすること、ｅ）ステップｄ）のコーティングを硬化
させることで、生分解剤非存在下での実質的に同一な参照エラストマーグローブ材料の生
分解速度よりも大きな、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１試験基準に従って測定される生分解速度を
示すエラストマーグローブ材料を得ること、を含む、生分解性エラストマーグローブを作
製するための方法も本明細書で開示される。
【０２２９】
　一形態において、前記方法は、ステップｅ）の前に、コーティングの一部をビージング
することをさらに含む。
【０２３０】
　一形態において、前記方法は、グローブ形成剤からエラストマーグローブ材料を除去す
ることをさらに含む。
【０２３１】
　一形態において、グローブ形成剤は予熱されていてもよい。
【０２３２】
　一形態において、前記方法は、ステップｅ）の前および／または後に、リーチングする
ことで凝固剤を除去するステップをさらに含む。例えば、前記方法は、ステップｅ）の前
に、リーチングすることで凝固剤を除去するステップをさらに含む。別の例では、前記方
法は、ステップｅ）の後に、リーチングすることで凝固剤を除去するステップをさらに含
む。さらに別の例では、前記方法は、ステップｅ）の前および後に、リーチングすること
で凝固剤を除去するステップをさらに含む。
【０２３３】
　一形態において、前記方法は、コーティングの一部をビージングすることをさらに含む
。このビージングステップは、凝固剤を除去するためのリーチングのステップの後に発生
してもよい。
【０２３４】
　一形態において、凝固剤は、硝酸カルシウム、塩化カルシウム、酢酸、またはそれらの
組み合わせを含む。
【０２３５】
Ｂ．　支持されたグローブ
　ａ）所定のサイズおよび形を有し、少なくとも部分的に支持材で覆われているグローブ
形成剤を得ること；ｂ）ステップａ）の支持材の少なくとも一部分を、ｉ．アクリロニト
リルブタジエン系ゴム；ｉｉ．アルカリ安定化剤；ｉｉｉ．金属酸化物架橋剤；およびｉ
ｖ．生分解剤を含む組成物と接触させることで、支持材上に前記組成物の第一コーティン
グを得ること；ｃ）第一コーティングを少なくとも部分的に固化させること；並びにｄ）
ステップｂ）およびｃ）を順に「ｎ」回繰り返し、ここで「ｎ」は１以上の整数であり、
それによって、生分解剤非存在下での実質的に同一な参照エラストマーグローブ材料の生
分解速度よりも大きな、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１試験基準に従って測定される生分解速度を
示す支持されたエラストマーグローブ材料を得ること、を含む、生分解性エラストマーグ
ローブを作製するための方法も本明細書で開示される。
【０２３６】
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　一形態において、前記方法は、第一コーティング上に凝固剤を少なくとも部分的にコー
ティングすることをさらに含む。一形態において、前記第一コーティング上に凝固剤を少
なくとも部分的にコーティングすることは、ステップｂ）の前に適用され得る。別の態様
において、前記第一コーティング上に凝固剤を少なくとも部分的にコーティングすること
は、ステップｂ）の後に適用され得る。さらに別の態様において、前記第一コーティング
上に凝固剤を少なくとも部分的にコーティングすることは、ステップｂ）の前および後に
適用され得る。
【０２３７】
　一形態において、グローブ形成剤は予熱されていてもよい。
【０２３８】
　一形態において、前記方法は、グローブ形成剤から支持されたエラストマーグローブ材
料を除去することをさらに含む。
【０２３９】
　一形態において、前記方法は、ステップｄ）の後にリーチングすることをさらに含む。
【０２４０】
　一形態において、前記方法は、ステップｄ）の後に、組成物を硬化させることをさらに
含む。
【０２４１】
　適切な支持材としては、限定はされないが、綿、ナイロン、ポリエステル、再生ポリエ
チレンテレフタラート（ＰＥＴ）、アクリル、ライクラ、竹、鋼、炭素繊維、ガラス繊維
、メタおよびパラ－アラミド（Ｋｅｖｌａｒ（登録商標）、Ｔｗａｒｏｎ（登録商標）、
Ｎｏｍｅｘ（登録商標））、もしくは超高分子量ポリエチレン、またはそれらの組み合わ
せからなる群から選択される支持材が挙げられる。
【０２４２】
　ａ）所定のサイズおよび形を有し、少なくとも部分的に支持材で覆われているグローブ
形成剤を得ること；ｂ）ステップａ）の支持材の少なくとも一部分を、ｉ．ポリクロロプ
レンを含むハロゲン含有エラストマー重合体；および生分解剤を含む組成物と接触させる
こと；ｃ）第一コーティングを少なくとも部分的に固化させること；並びにｄ）ステップ
ｂ）およびｃ）を順に「ｎ」回繰り返し、ここで「ｎ」は１以上の整数であり、それによ
って、生分解剤非存在下での実質的に同一な参照エラストマーグローブ材料の生分解速度
よりも大きな、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１試験基準に従って測定される生分解速度を示す支持
されたエラストマーグローブ材料を得ること、を含む、生分解性エラストマーグローブを
作製するための方法も本明細書で開示される。
【０２４３】
　一形態において、前記方法は、第一コーティング上に凝固剤を少なくとも部分的にコー
ティングすることをさらに含む。一形態において、前記第一コーティング上に凝固剤を少
なくとも部分的にコーティングすることは、ステップｂ）の前に適用され得る。別の態様
において、前記第一コーティング上に凝固剤を少なくとも部分的にコーティングすること
は、ステップｂ）の後に適用され得る。さらに別の態様において、前記第一コーティング
上に凝固剤を少なくとも部分的にコーティングすることは、ステップｂ）の前および後に
適用され得る。
【０２４４】
　一形態において、グローブ形成剤は予熱されていてもよい。
【０２４５】
　一形態において、前記方法は、グローブ形成剤から支持されたエラストマーグローブ材
料を除去することをさらに含む。
【０２４６】
　一形態において、前記方法は、ステップｄ）の後にリーチングすることをさらに含む。
【０２４７】
　一形態において、前記方法は、ステップｄ）の後に、組成物を硬化させることをさらに
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含む。
【０２４８】
　適切な支持材としては、限定はされないが、綿、ナイロン、ポリエステル、再生ポリエ
チレンテレフタラート（ＰＥＴ）、アクリル、ライクラ、竹、鋼、炭素繊維、ガラス繊維
、メタおよびパラ－アラミド（Ｋｅｖｌａｒ（登録商標）、Ｔｗａｒｏｎ（登録商標）、
Ｎｏｍｅｘ（登録商標））、もしくは超高分子量ポリエチレン、またはそれらの組み合わ
せからなる群から選択される支持材が挙げられる。
【０２４９】
２．　生分解性熱可塑性グローブを作製する方法
ａ．　支持されていないグローブ
　ａ）所定のサイズおよび形を有するグローブ形成剤を得ること；ｂ）その表面上に乾燥
した少なくとも部分的な凝固剤コーティングを有するグローブ形成剤を、ｉ．ポリ塩化ビ
ニルを含むハロゲン含有熱可塑性重合体、およびｉｉ．生分解剤を含む組成物でコーティ
ングすること、ｃ）ステップｂ）のコーティングを硬化させることで、生分解剤非存在下
での実質的に同一な参照熱可塑性グローブ材料の生分解速度よりも大きな、ＡＳＴＭ　Ｄ
５５１１試験基準に従って測定される生分解速度を示す熱可塑性グローブ材料を得ること
、を含む、生分解性熱可塑性グローブを作製するための方法も本明細書で開示される。
【０２５０】
　一形態において、組成物は、可塑剤をさらに含む。
【０２５１】
　一形態において、前記方法は、ステップｃ）の前に、コーティングの一部をビージング
すること
をさらに含む。
【０２５２】
　一形態において、前記方法は、グローブ形成剤からエラストマーグローブ材料を除去す
ることをさらに含む。
【０２５３】
　一形態において、グローブ形成剤は予熱されていてもよい。
【０２５４】
Ｂ．　支持されたグローブ
　ａ）所定のサイズおよび形を有し、少なくとも部分的に支持材で覆われているグローブ
形成剤を得ること；ｂ）ステップａ）の支持材の少なくとも一部分を、ｉ．ポリ塩化ビニ
ルを含むハロゲン含有熱可塑性重合体；およびｉｉ．生分解剤を含む組成物と接触させる
ことによって、支持材上に前記組成物の第一コーティングを得ること；ｃ）第一コーティ
ングを少なくとも部分的に固化させること；並びにｄ）ステップｂ）およびｃ）を順に「
ｎ」回繰り返し、ここで「ｎ」は１以上の整数であり、それによって、生分解剤非存在下
での実質的に同一な参照熱可塑性グローブ材料の生分解速度よりも大きな、ＡＳＴＭ　Ｄ
５５１１試験基準に従って測定される生分解速度を示す、支持された熱可塑性グローブ材
料を得ること、を含む、生分解性熱可塑性グローブを作製するための方法も本明細書で開
示される。
【０２５５】
　一形態において、組成物は可塑剤をさらに含む。
【０２５６】
　一形態において、前記方法は、ステップｄ）の後にコーティングを硬化させることをさ
らに含む。
【０２５７】
　一形態において、前記方法は、グローブ形成剤から支持された熱可塑性グローブ材料を
除去することをさらに含む。
【０２５８】
　一形態において、グローブ形成剤は予熱されていてもよい。
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【０２５９】
　一形態において、前記方法は、グローブ形成剤から支持された熱可塑性グローブ材料を
除去することをさらに含む。
【０２６０】
　態様１：生分解性エラストマー材料であって、
ａ）アクリロニトリルブタジエン系ゴム；
ｂ）アルカリ安定化剤；
ｃ）金属酸化物架橋剤；および
ｄ）生分解剤
を含む組成物から形成され、
生分解剤非存在下での実質的に同一な参照エラストマー材料の生分解速度よりも大きな、
ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１試験基準に従って測定される生分解速度を示す、
上記生分解性エラストマー材料。
【０２６１】
　態様２：アルカリ安定化剤が１００乾燥部のアクリロニトリルブタジエン系ゴムあたり
０部超～約２．０部の量で存在する、態様１に記載の生分解性エラストマー材料。
【０２６２】
　態様３：アルカリ安定化剤が水酸化アルカリを含む、態様１または２に記載の生分解性
エラストマー材料。
【０２６３】
　態様４：アルカリ安定化剤が水酸化カリウムを含む、態様１～３のいずれか一項に記載
の生分解性エラストマー材料。
【０２６４】
　態様５：アルカリ安定化剤がアンモニアを含む、態様１または２に記載の生分解性エラ
ストマー材料。
【０２６５】
　態様６：組成物が約８．５～約１０．５の範囲のｐＨを有する、態様５に記載の生分解
性エラストマー材料。
【０２６６】
　態様７：アクリロニトリルブタジエン系ゴムがアクリロニトリル・ブタジエンゴムラテ
ックスである、態様１～６のいずれか一項に記載の生分解性エラストマー材料。
【０２６７】
　態様８：アクリロニトリルブタジエン系ゴムがカルボキシル化アクリロニトリル・ブタ
ジエンゴムラテックスである、態様１～７のいずれか一項に記載の生分解性エラストマー
材料。
【０２６８】
　態様９：金属酸化物架橋剤が酸化亜鉛または酸化マグネシウムである、態様１～８のい
ずれか一項に記載の生分解性エラストマー材料。
【０２６９】
　態様１０：金属酸化物架橋剤が１００乾燥部のアクリロニトリルゴムあたり０部超～約
５．０部の量で存在する、態様１～９のいずれか一項に記載の生分解性エラストマー材料
。
【０２７０】
　態様１１：金属酸化物架橋剤が酸化亜鉛を含む、態様１～１０のいずれか一項に記載の
生分解性エラストマー材料。
【０２７１】
　態様１２：組成物が、感熱剤、界面活性剤、加硫剤、無機充填剤、抗酸化剤、顔料、お
よび付臭剤からなる群から選択される少なくとも１つの添加剤、またはそれらの組み合わ
せをさらに含む、態様１～１１のいずれか一項に記載の生分解性エラストマー材料。
【０２７２】
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　態様１３：組成物が１００乾燥部のアクリロニトリルブタジエン系ゴムあたり０部超～
約２０．０部の量で存在する無機充填剤を含む、態様１２に記載の生分解性エラストマー
材料。
【０２７３】
　態様１４：生分解剤が１００乾燥部のアクリロニトリルブタジエン系ゴムあたり０部超
～約２．０部の量で存在する、態様１～１３のいずれか一項に記載の生分解性エラストマ
ー材料。
【０２７４】
　態様１５：生分解剤がカルボン酸化合物を含む、態様１～１４のいずれか一項に記載の
生分解性エラストマー材料。
【０２７５】
　態様１６：生分解剤が、化学誘引性化合物；グルタル酸またはその誘導体；５～１８炭
素の鎖長を有するカルボン酸化合物；重合体；および膨潤剤を含む、態様１～１５のいず
れか一項に記載の生分解性エラストマー材料。
【０２７６】
　態様１７：生分解剤がアクリロニトリルブタジエン系ゴムを消化することが可能な微生
物をさらに含む、態様１５に記載の生分解性エラストマー材料。
【０２７７】
　態様１８：生分解剤に含まれる前記重合体が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビ
ニル共重合体、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、ポリテレフタレート、ポ
リエステル、ポリ塩化ビニル、メタクリレート、ナイロン６、ポリカーボネート、ポリア
ミド、ポリクロロプレン、アクリロニトリルブタジエン系ゴム、および前記重合体のあら
ゆる共重合体からなる群から選択される、態様１５に記載の生分解性エラストマー材料。
【０２７８】
　態様１９：生分解剤が相溶化剤をさらに含む、態様１５に記載の生分解性エラストマー
材料。
【０２７９】
　態様２０：生分解剤が担体樹脂をさらに含む、態様１５に記載の生分解性エラストマー
材料。
【０２８０】
　態様２１：前記担体樹脂が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合体、無
水マレイン酸、ポリオレフィンを有するアクリル酸からなる群から選択される、態様１５
に記載の生分解性エラストマー材料。
【０２８１】
　態様２２：生分解剤が微生物を誘引するための化学走性剤をさらに含む、態様１５に記
載の生分解性エラストマー材料。
【０２８２】
　態様２３：化学走性剤が糖、クマリン、またはフラノンを含む、態様１５に記載の生分
解性エラストマー材料。
【０２８３】
　態様２４：エラストマー材料が硫化されている、態様１～２３のいずれか一項に記載の
生分解性エラストマー材料。
【０２８４】
　態様２５：エラストマー材料が、カルボン酸またはその誘導体および二価または三価の
金属を含む化合物をさらに含み、該カルボン酸またはその誘導体がアクリロニトリルブタ
ジエン系ゴムと架橋するのに充分なレベルのカルボキシル基を与える、態様１～２４のい
ずれか一項に記載の生分解性エラストマー材料。
【０２８５】
　態様２６：カルボン酸がエチレンアクリル酸である、態様２５に記載の生分解性エラス
トマー材料。
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【０２８６】
　態様２７：生分解剤が、ポリ乳酸、乳酸－グリコール酸共重合体、ポリプロピレンカー
ボネート（ｐｏｌｙｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅ　ｃａｒｂｏｎａｔｅ）、ポリカプロラ
クトン、ポリヒドロキシアルカン酸、キトサン、グルテン、および一つもしくは複数の脂
肪族／芳香族ポリエステル、例えば、ポリブチレンサクシネート、ポリブチレンサクシネ
ート・アジペート、ポリブチレンサクシネート・セバケート、もしくはポリブチレンテレ
フタレート・アジペート共重合体、またはそれらの混合物を含む生分解性重合体を含む、
態様１に記載の生分解性エラストマー材料。
【０２８７】
　態様２８：生分解剤がポリブチレンサクシネートを含む、態様１に記載の生分解性エラ
ストマー材料。
【０２８８】
　態様２９：生分解性エラストマー材料が好気条件下で生分解性である、態様１～２８の
いずれか一項に記載の生分解性エラストマー材料。
【０２８９】
　態様３０：生分解性エラストマー材料が嫌気条件下で生分解性である、態様１～２９の
いずれか一項に記載の生分解性エラストマー材料。
【０２９０】
　態様３１：生分解性エラストマー材料が３０日後の対応する参照エラストマー材料の％
生分解よりも少なくとも２００％より大きな３０日後の％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　
Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様１～３０のいずれか一項に記載の
生分解性エラストマー材料。
【０２９１】
　態様３２：生分解性エラストマー材料が６５日後の対応する参照エラストマー材料の％
生分解よりも少なくとも３００％より大きな６５日後の％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　
Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様１～３１のいずれか一項に記載の
生分解性エラストマー材料。
【０２９２】
　態様３３：生分解性エラストマー材料が１２０日後の対応する参照エラストマー材料の
％生分解よりも少なくとも５００％より大きな１２０日後の％生分解を特徴とするＡＳＴ
Ｍ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様１～３２のいずれか一項に記
載の生分解性エラストマー材料。
【０２９３】
　態様３４：生分解性エラストマー材料が１６０日後の対応する参照エラストマー材料の
％生分解よりも少なくとも７００％より大きな１６０日後の％生分解を特徴とするＡＳＴ
Ｍ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様１～３３のいずれか一項に記
載の生分解性エラストマー材料。
【０２９４】
　態様３５：生分解性エラストマー材料が少なくとも約３％の３０日後の％生分解を特徴
とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様１～３４のいず
れか一項に記載の生分解性エラストマー材料。
【０２９５】
　態様３６：生分解性エラストマー材料が少なくとも約４％の６５日後の％生分解を特徴
とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様１～３５のいず
れか一項に記載の生分解性エラストマー材料。
【０２９６】
　態様３７：生分解性エラストマー材料が少なくとも約１０％の１２０日後の％生分解を
特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様１～３６の
いずれか一項に記載の生分解性エラストマー材料。
【０２９７】
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　態様３８：生分解性エラストマー材料が少なくとも約１５％の１６０日後の％生分解を
特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様１～３７の
いずれか一項に記載の生分解性エラストマー材料。
【０２９８】
　態様３９：生分解性エラストマーグローブであって、
ａ）アクリロニトリルブタジエン系ゴム；
ｂ）アルカリ安定化剤；
ｃ）金属酸化物架橋剤；および
ｄ）生分解剤
を含む組成物から形成される生分解性エラストマーグローブ材料を含み、
該生分解性エラストマーグローブ材料が、生分解剤非存在下での実質的に同一な参照エラ
ストマーグローブ材料の生分解速度よりも大きな、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１試験基準に従っ
て測定される生分解速度を示す、
上記生分解性エラストマーグローブ。
【０２９９】
　態様４０：アルカリ安定化剤が１００乾燥部のアクリロニトリルブタジエン系ゴムあた
り０部超～約２．０部の量で存在する、態様３９に記載の生分解性エラストマーグローブ
。
【０３００】
　態様４１：アルカリ安定化剤が水酸化アルカリを含む、態様３９または４０に記載の生
分解性エラストマーグローブ。
【０３０１】
　態様４２：アルカリ安定化剤が水酸化カリウムを含む、態様３９～４１のいずれか一項
に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【０３０２】
　態様４３：アルカリ安定化剤がアンモニアを含む、態様３９または４０に記載の生分解
性エラストマーグローブ。
【０３０３】
　態様４４：組成物が約８．５～約１０．５のｐＨを有する、態様４３に記載の生分解性
エラストマーグローブ。
【０３０４】
　態様４５：アクリロニトリルブタジエン系ゴムがアクリロニトリル・ブタジエンゴムラ
テックスである、態様３９～４４のいずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ
。
【０３０５】
　態様４６：アクリロニトリルブタジエン系ゴムがカルボキシル化アクリロニトリル・ブ
タジエンゴムラテックスである、態様３９～４５のいずれか一項に記載の生分解性エラス
トマーグローブ。
【０３０６】
　態様４７：金属酸化物架橋剤が１００乾燥部のアクリロニトリルブタジエン系ゴムあた
り０部超～約５．０部の量で存在する、態様３９～４６のいずれか一項に記載の生分解性
エラストマーグローブ。
【０３０７】
　態様４８：金属酸化物架橋剤が酸化亜鉛または酸化マグネシウムを含む、態様３９～４
７のいずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【０３０８】
　態様４９：組成物が、感熱剤、界面活性剤、加硫剤、無機充填剤、抗酸化剤、顔料、お
よび付臭剤からなる群から選択される少なくとも１つの添加剤、またはそれらの組み合わ
せをさらに含む、態様３９～４８のいずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ
。
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【０３０９】
　態様５０：組成物が１００乾燥部のアクリロニトリルブタジエン系ゴムあたり０部超～
約２０．０部の量で存在する無機充填剤を含む、態様４９に記載の生分解性エラストマー
グローブ。
【０３１０】
　態様５１：生分解剤が１００乾燥部のアクリロニトリルブタジエン系ゴムあたり０部超
～約２．０部の量で存在する、態様３９～５０のいずれか一項に記載の生分解性エラスト
マーグローブ。
【０３１１】
　態様５２：生分解剤がカルボン酸化合物を含む、態様３９～５１のいずれか一項に記載
の生分解性エラストマーグローブ。
【０３１２】
　態様５３：生分解剤が、化学誘引性化合物；グルタル酸またはその誘導体；５～１８炭
素の鎖長を有するカルボン酸化合物；重合体；および膨潤剤を含む、態様３９～５２のい
ずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【０３１３】
　態様５４：生分解剤がアクリロニトリルブタジエン系ゴムを消化することが可能な微生
物をさらに含む、態様５３に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【０３１４】
　態様５５：生分解剤に含まれる前記重合体が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビ
ニル共重合体、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、ポリテレフタレート、ポ
リエステル、ポリ塩化ビニル、メタクリレート、ナイロン６、ポリカーボネート、ポリア
ミド、ポリクロロプレン、アクリロニトリルブタジエン系ゴム、および前記重合体のあら
ゆる共重合体からなる群から選択される、態様５３に記載の生分解性エラストマーグロー
ブ。
【０３１５】
　態様５６：生分解剤が相溶化剤をさらに含む、態様５３に記載の生分解性エラストマー
グローブ。
【０３１６】
　態様５７：生分解剤が担体樹脂をさらに含む、態様５３に記載の生分解性エラストマー
グローブ。
【０３１７】
　態様５８：前記担体樹脂が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合体、無
水マレイン酸、ポリオレフィンを有するアクリル酸からなる群から選択される、態様５３
に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【０３１８】
　態様５９：生分解剤が微生物を誘引するための化学走性剤をさらに含む、態様５３に記
載の生分解性エラストマーグローブ。
【０３１９】
　態様６０：化学走性剤が糖、クマリン、またはフラノンを含む、態様５３に記載の生分
解性エラストマーグローブ。
【０３２０】
　態様６１：エラストマーグローブ材料が硫化されている、態様３９～６０のいずれか一
項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【０３２１】
　態様６２：生分解剤が、ポリ乳酸、乳酸－グリコール酸共重合体、ポリプロピレンカー
ボネート（ｐｏｌｙｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅ　ｃａｒｂｏｎａｔｅ）、ポリカプロラ
クトン、ポリヒドロキシアルカン酸、キトサン、グルテン、および一つもしくは複数の脂
肪族／芳香族ポリエステル、例えば、ポリブチレンサクシネート、ポリブチレンサクシネ
ート・アジペート、ポリブチレンサクシネート・セバケート、もしくはポリブチレンテレ
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フタレート・アジペート共重合体、またはそれらの混合物を含む生分解性重合体を含む、
態様３９に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【０３２２】
　態様６３：生分解剤がポリブチレンサクシネートを含む、態様３９に記載の生分解性エ
ラストマーグローブ。
【０３２３】
　態様６４：エラストマー材料が、カルボン酸またはその誘導体および二価または三価の
金属を含む化合物をさらに含み、該カルボン酸またはその誘導体がアクリロニトリルブタ
ジエン系ゴムと架橋するのに充分なレベルのカルボキシル基を与える、態様３９～６０の
いずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【０３２４】
　態様６５：カルボン酸がエチレンアクリル酸である、態様６４に記載の生分解性エラス
トマー材料。
【０３２５】
　態様６６：生分解性エラストマーグローブ材料が好気条件下で生分解性である、態様３
９～６５のいずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【０３２６】
　態様６７：生分解性エラストマーグローブ材料が嫌気条件下で生分解性である、態様３
９～６６のいずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【０３２７】
　態様６８：生分解性エラストマーグローブ材料が、３０日後の対応する参照エラストマ
ーグローブ材料の％生分解よりも少なくとも２００％より大きな３０日後の％生分解を特
徴とする、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様３９～６７
のいずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【０３２８】
　態様６９：生分解性エラストマーグローブ材料が、６５日後の対応する参照エラストマ
ーグローブ材料の％生分解よりも少なくとも３００％より大きな６５日後の％生分解を特
徴とする、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様３９～６８
のいずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【０３２９】
　態様７０：生分解性エラストマーグローブ材料が、１２０日後の対応する参照エラスト
マーグローブ材料の％生分解よりも少なくとも５００％より大きな１２０日後の％生分解
を特徴とする、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様３９～
６９のいずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【０３３０】
　態様７１：生分解性エラストマーグローブ材料が、１６０日後の対応する参照エラスト
マーグローブ材料の％生分解よりも少なくとも７００％より大きな１６０日後の％生分解
を特徴とする、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様３９～
７０のいずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【０３３１】
　態様７２：生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約３％の３０日後の％生分
解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様３９～
７１のいずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【０３３２】
　態様７３：生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約４％の６５日後の％生分
解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様３９～
７２のいずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【０３３３】
　態様７４：生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約１０％の１２０日後の％
生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様３
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９～７３のいずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【０３３４】
　態様７５：生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約１５％の１６０日後の％
生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様３
９～７４のいずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【０３３５】
　態様７６：生分解性エラストマーグローブ材料が支持されていない、態様３９～７５の
いずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【０３３６】
　態様７７：生分解性エラストマーグローブが支持されている、態様３９～７６のいずれ
か一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【０３３７】
　態様７８：生分解性エラストマーグローブが、綿、ナイロン、ポリエステル、再生ポリ
エチレンテレフタラート（ＰＥＴ）、アクリル、ライクラ、竹、鋼、炭素繊維、ガラス繊
維、メタおよびパラ－アラミド（Ｋｅｖｌａｒ（登録商標）、Ｔｗａｒｏｎ（登録商標）
、Ｎｏｍｅｘ（登録商標））、もしくは超高分子量ポリエチレン、またはそれらの組み合
わせを含む材料によって支持されている、態様７７に記載の生分解性エラストマーグロー
ブ。
【０３３８】
　態様７９：生分解性エラストマーグローブであって、
ａ）ポリクロロプレンを含むハロゲン含有エラストマー重合体；および
ｂ）生分解剤
を含む組成物から形成される生分解性エラストマーグローブ材料を含み、
該生分解性エラストマーグローブ材料が、生分解剤非存在下での実質的に同一な参照エラ
ストマーグローブ材料の生分解速度よりも大きな、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１試験基準に従っ
て測定される生分解速度を示す、
上記生分解性エラストマーグローブ。
【０３３９】
　態様８０：ハロゲン含有重合体がポリクロロプレンである、態様７９に記載の生分解性
エラストマーグローブ。
【０３４０】
　態様８１：組成物が金属酸化物架橋剤をさらに含む、態様７９または８０に記載の生分
解性エラストマーグローブ。
【０３４１】
　態様８２：金属酸化物架橋剤が酸化亜鉛または酸化マグネシウムである、態様８１に記
載の生分解性エラストマーグローブ。
【０３４２】
　態様８３：金属酸化物架橋剤が１００乾燥部のハロゲン含有エラストマー重合体あたり
０部超～約１０．０部の量で存在する、態様８１または８２に記載の生分解性エラストマ
ーグローブ。
【０３４３】
　態様８４：組成物が、感熱剤、界面活性剤、加硫剤、無機充填剤、抗酸化剤、顔料、お
よび付臭剤からなる群から選択される少なくとも１つの添加剤、またはそれらの組み合わ
せをさらに含む、態様７９～８３のいずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ
。
【０３４４】
　態様８５：組成物が１００乾燥部のハロゲン含有エラストマー重合体あたり０部超～約
２０．０部の量で存在する無機充填剤を含む、態様８４に記載の生分解性エラストマーグ
ローブ。
【０３４５】
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　態様８６：生分解剤が１００乾燥部のハロゲン含有エラストマー重合体あたり０部超～
約２．０部の量で存在する、態様７９～８５のいずれか一項に記載の生分解性エラストマ
ーグローブ。
【０３４６】
　態様８７：生分解剤がカルボン酸化合物を含む、態様７９～８６のいずれか一項に記載
の生分解性エラストマーグローブ。
【０３４７】
　態様８８：生分解剤が、化学誘引性化合物；グルタル酸またはその誘導体；５～１８炭
素の鎖長を有するカルボン酸化合物；重合体；および膨潤剤を含む、態様７９～８７のい
ずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【０３４８】
　態様８９：生分解剤がハロゲン含有エラストマー重合体を分解することが可能な微生物
をさらに含む、態様８８に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【０３４９】
　態様９０：生分解剤に含まれる前記重合体が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビ
ニル共重合体、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、ポリテレフタレート、ポ
リエステル、ポリ塩化ビニル、メタクリレート、ナイロン６、ポリカーボネート、ポリア
ミド、ポリクロロプレン、アクリロニトリルブタジエン系ゴム、および前記重合体のあら
ゆる共重合体からなる群から選択される、態様８８に記載の生分解性エラストマーグロー
ブ。
【０３５０】
　態様９１：生分解剤が相溶化剤をさらに含む、態様８８に記載の生分解性エラストマー
グローブ。
【０３５１】
　態様９２：生分解剤が担体樹脂をさらに含む、態様８８に記載の生分解性エラストマー
グローブ。
【０３５２】
　態様９３：前記担体樹脂が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合体、無
水マレイン酸、ポリオレフィンを有するアクリル酸からなる群から選択される、態様８８
に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【０３５３】
　態様９４：生分解剤が微生物を誘引するための化学走性剤をさらに含む、態様８８に記
載の生分解性エラストマーグローブ。
【０３５４】
　態様９５：化学走性剤が糖、クマリン、またはフラノンを含む、態様８８に記載の生分
解性エラストマーグローブ。
【０３５５】
　態様９６：エラストマーグローブ材料が硫化されている、態様７９～９５のいずれか一
項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【０３５６】
　態様９７：エラストマー材料が、カルボン酸またはその誘導体および二価または三価の
金属を含む化合物をさらに含み、該カルボン酸またはその誘導体がハロゲン含有エラスト
マー重合体と架橋するのに充分なレベルのカルボキシル基を与える、態様７９～９５のい
ずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【０３５７】
　態様９８：カルボン酸がエチレンアクリル酸である、態様９７に記載の生分解性エラス
トマー材料。
【０３５８】
　態様９９：生分解剤が、ポリ乳酸、乳酸－グリコール酸共重合体、ポリプロピレンカー
ボネート（ｐｏｌｙｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅ　ｃａｒｂｏｎａｔｅ）、ポリカプロラ
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クトン、ポリヒドロキシアルカン酸、キトサン、グルテン、および一つもしくは複数の脂
肪族／芳香族ポリエステル、例えば、ポリブチレンサクシネート、ポリブチレンサクシネ
ート・アジペート、ポリブチレンサクシネート・セバケート、もしくはポリブチレンテレ
フタレート・アジペート共重合体、またはそれらの混合物を含む生分解性重合体を含む、
態様７９～９８に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【０３５９】
　態様１００：生分解剤がポリブチレンサクシネートを含む、態様７９～９８に記載の生
分解性エラストマーグローブ。
【０３６０】
　態様１０１：生分解性エラストマーグローブ材料が好気条件下で生分解性である、態様
７９～９６のいずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【０３６１】
　態様１０２：生分解性エラストマーグローブ材料が嫌気条件下で生分解性である、態様
７９～９６のいずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【０３６２】
　態様１０３：生分解性エラストマーグローブ材料が、３０日後の対応する参照エラスト
マーグローブ材料の％生分解よりも少なくとも２００％より大きな３０日後の％生分解を
特徴とする、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様７９～９
６のいずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【０３６３】
　態様１０４：生分解性エラストマーグローブ材料が、６５日後の対応する参照エラスト
マーグローブ材料の％生分解よりも少なくとも３００％より大きな６５日後の％生分解を
特徴とする、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様７９～９
６のいずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【０３６４】
　態様１０５：生分解性エラストマーグローブ材料が、１２０日後の対応する参照エラス
トマーグローブ材料の％生分解よりも少なくとも５００％より大きな１２０日後の％生分
解を特徴とする、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様７９
～９６のいずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【０３６５】
　態様１０６：生分解性エラストマーグローブ材料が、１６０日後の対応する参照エラス
トマーグローブ材料の％生分解よりも少なくとも７００％より大きな１６０日後の％生分
解を特徴とする、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様７９
～９６のいずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【０３６６】
　態様１０７：生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約３％の３０日後の％生
分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様７９
～９６のいずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【０３６７】
　態様１０８：生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約４％の６５日後の％生
分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様７９
～９６のいずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【０３６８】
　態様１０９：生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約１０％の１２０日後の
％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様
７９～９６のいずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【０３６９】
　態様１１０：生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約１５％の１６０日後の
％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様
７９～９６のいずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
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【０３７０】
　態様１１１：生分解性エラストマーグローブが支持されていない、態様７９～１１０の
いずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【０３７１】
　態様１１２：生分解性エラストマーグローブが支持されている、態様７９～１１０のい
ずれか一項に記載の生分解性エラストマーグローブ。
【０３７２】
　態様１１３：生分解性エラストマーグローブが、綿、ナイロン、ポリエステル、再生ポ
リエチレンテレフタラート（ＰＥＴ）、アクリル、ライクラ、竹、鋼、炭素繊維、ガラス
繊維、メタおよびパラ－アラミド（Ｋｅｖｌａｒ（登録商標）、Ｔｗａｒｏｎ（登録商標
）、Ｎｏｍｅｘ（登録商標））、もしくは超高分子量ポリエチレン、またはそれらの組み
合わせを含む材料によって支持されている、態様１１２に記載の生分解性エラストマーグ
ローブ。
【０３７３】
　態様１１４：生分解性エラストマー材料であって、
ａ）ポリクロロプレンを含むハロゲン含有エラストマー重合体；および
ｂ）生分解剤
を含む組成物から形成され、
生分解剤非存在下での実質的に同一な参照エラストマー材料の生分解速度よりも大きな、
ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１試験基準に従って測定される生分解速度を示す、
上記生分解性エラストマー材料。
【０３７４】
　態様１１５：ハロゲン含有重合体がポリクロロプレンである、態様１１４に記載の生分
解性エラストマー材料。
【０３７５】
　態様１１６：組成物が金属酸化物架橋剤をさらに含む、態様１１４または１１５に記載
の生分解性エラストマー材料。
【０３７６】
　態様１１７：金属酸化物架橋剤が酸化亜鉛または酸化マグネシウムである、態様１１６
に記載の生分解性エラストマー材料。
【０３７７】
　態様１１８：金属酸化物架橋剤が１００乾燥部のハロゲン含有エラストマー重合体あた
り０部超～約１０．０部の量で存在する、態様１１６に記載の生分解性エラストマー材料
。
【０３７８】
　態様１１９：組成物が、感熱剤、界面活性剤、加硫剤、無機充填剤、抗酸化剤、顔料、
および付臭剤からなる群から選択される少なくとも１つの添加剤をさらに含む、態様１１
４～１１８のいずれか一項に記載の生分解性エラストマー材料。
【０３７９】
　態様１２０：組成物が１００乾燥部のハロゲン含有エラストマー重合体あたり０部超～
約２０．０部の量で存在する無機充填剤を含む、態様１１９に記載の生分解性エラストマ
ー材料。
【０３８０】
　態様１２１：生分解剤が１００乾燥部のハロゲン含有エラストマー重合体あたり０部超
～約２．０部の量で存在する、態様１１４～１２０のいずれか一項に記載の生分解性エラ
ストマー材料。
【０３８１】
　態様１２２：生分解剤がカルボン酸化合物を含む、態様１１４～１２１のいずれか一項
に記載の生分解性エラストマー材料。
【０３８２】
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　態様１２３：生分解剤が、化学誘引性化合物；グルタル酸またはその誘導体；５～１８
炭素の鎖長を有するカルボン酸化合物；重合体；および膨潤剤を含む、態様１１４～１２
２のいずれか一項に記載の生分解性エラストマー材料。
【０３８３】
　態様１２４：生分解剤がハロゲン含有エラストマー重合体を分解することが可能な微生
物をさらに含む、態様１２３に記載の生分解性エラストマー材料。
【０３８４】
　態様１２５：生分解剤に含まれる前記重合体が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸
ビニル共重合体、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、ポリテレフタレート、
ポリエステル、ポリ塩化ビニル、メタクリレート、ナイロン６、ポリカーボネート、ポリ
アミド、ポリクロロプレン、アクリロニトリルブタジエン系ゴム、および前記重合体のあ
らゆる共重合体からなる群から選択される、態様１２３に記載の生分解性エラストマー材
料。
【０３８５】
　態様１２６：生分解剤が相溶化剤をさらに含む、態様１２３に記載の生分解性エラスト
マー材料。
【０３８６】
　態様１２７：生分解剤が担体樹脂をさらに含む、態様１２３に記載の生分解性エラスト
マー材料。
【０３８７】
　態様１２８：前記担体樹脂が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合体、
無水マレイン酸、ポリオレフィンを有するアクリル酸からなる群から選択される、態様１
２３に記載の生分解性エラストマー材料。
【０３８８】
　態様１２９：生分解剤が微生物を誘引するための化学走性剤をさらに含む、態様１２３
に記載の生分解性エラストマー材料。
【０３８９】
　態様１３０：化学走性剤が糖、クマリン、またはフラノンを含む、態様１２３に記載の
生分解性エラストマー材料。
【０３９０】
　態様１３１：エラストマー材料が硫化されている、態様１１４～１３０のいずれか一項
に記載の生分解性エラストマー材料。
【０３９１】
　態様１３２：組成物が、カルボン酸またはその誘導体および二価または三価の金属を含
む化合物をさらに含み、該カルボン酸またはその誘導体がハロゲン含有エラストマー重合
体と架橋するのに充分なレベルのカルボキシル基を与える、態様１１４～１３０のいずれ
か一項に記載の生分解性エラストマー材料。
【０３９２】
　態様１３３：カルボン酸がエチレンアクリル酸である、態様１３２に記載の生分解性エ
ラストマー材料。
【０３９３】
　態様１３４：生分解剤が、ポリ乳酸、乳酸－グリコール酸共重合体、ポリプロピレンカ
ーボネート（ｐｏｌｙｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅ　ｃａｒｂｏｎａｔｅ）、ポリカプロ
ラクトン、ポリヒドロキシアルカン酸、キトサン、グルテン、および一つもしくは複数の
脂肪族／芳香族ポリエステル、例えば、ポリブチレンサクシネート、ポリブチレンサクシ
ネート・アジペート、ポリブチレンサクシネート・セバケート、もしくはポリブチレンテ
レフタレート・アジペート共重合体、またはそれらの混合物を含む生分解性重合体を含む
、態様１３２に記載の生分解性エラストマー材料。
【０３９４】
　態様１３５：生分解剤がポリブチレンサクシネートを含む、態様１３２に記載の生分解
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性エラストマー材料。
【０３９５】
　態様１３６：生分解性エラストマー材料が好気条件下で生分解性である、態様１１４～
１３１のいずれか一項に記載の生分解性エラストマー材料。
【０３９６】
　態様１３７：生分解性エラストマー材料が嫌気条件下で生分解性である、態様１１４～
１３２のいずれか一項に記載の生分解性エラストマー材料。
【０３９７】
　態様１３８：生分解性エラストマー材料が３０日後の対応する参照エラストマー材料の
％生分解よりも少なくとも２００％より大きな３０日後の％生分解を特徴とする、ＡＳＴ
Ｍ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様１１４～１３７のいずれか一
項に記載の生分解性エラストマー材料。
【０３９８】
　態様１３９：生分解性エラストマー材料が６５日後の対応する参照エラストマー材料の
％生分解よりも少なくとも３００％より大きな６５日後の％生分解を特徴とするＡＳＴＭ
　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様１１４～１３７のいずれか一項
に記載の生分解性エラストマー材料。
【０３９９】
　態様１４０：生分解性エラストマー材料が１２０日後の対応する参照エラストマー材料
の％生分解よりも少なくとも５００％より大きな１２０日後の％生分解を特徴とするＡＳ
ＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様１１４～１３７のいずれか
一項に記載の生分解性エラストマー材料。
【０４００】
　態様１４１：生分解性エラストマー材料が１６０日後の対応する参照エラストマー材料
の％生分解よりも少なくとも７００％より大きな１６０日後の％生分解を特徴とするＡＳ
ＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様１１４～１３７のいずれか
一項に記載の生分解性エラストマー材料。
【０４０１】
　態様１４２：生分解性エラストマー材料が少なくとも約３％の３０日後の％生分解を特
徴とする、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様１１４～１
３７のいずれか一項に記載の生分解性エラストマー材料。
【０４０２】
　態様１４３：生分解性エラストマー材料が少なくとも約４％の６５日後の％生分解を特
徴とする、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様１１４～１
３７のいずれか一項に記載の生分解性エラストマー材料。
【０４０３】
　態様１４４：生分解性エラストマー材料が少なくとも約１０％の１２０日後の％生分解
を特徴とする、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様１１４
～１３７のいずれか一項に記載の生分解性エラストマー材料。
【０４０４】
　態様１４５：生分解性エラストマー材料が少なくとも約１５％の１６０日後の％生分解
を特徴とする、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様１１４
～１３７のいずれか一項に記載の生分解性エラストマー材料。
【０４０５】
　態様１４６：生分解性エラストマーグローブを生成する方法であって、
ａ．　所定のサイズおよび形を有するグローブ形成剤を得ること；
ｂ．　グローブ形成剤の少なくとも一表面部分を凝固剤と接触させることで、グローブ形
成剤の表面部分上に少なくとも一部分の凝固剤コーティングを得ること；
ｃ．　凝固剤コーティングを乾燥させること；
ｄ．　その表面上に乾燥した少なくとも部分的な凝固剤コーティングを有するグローブ形
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成剤を、
　ｉ．　アクリロニトリルブタジエン系ゴム；
　ｉｉ．　アルカリ安定化剤；
　ｉｉｉ．　金属酸化物架橋剤；および
　ｉｖ．　生分解剤、
を含む組成物でコーティングすること；
ｅ．　ステップｄ）のコーティングを硬化させて、生分解剤非存在下での実質的に同一な
参照エラストマーグローブ材料の生分解速度よりも大きな、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１試験基
準に従って測定される生分解速度を示すエラストマーグローブ材料を得ること、
を含む、上記の生分解性エラストマーグローブを生成する方法。
【０４０６】
　態様１４７：コーティング部分をビーディングすることをステップｅ）の前にさらに含
む、態様１４６に記載の方法。
【０４０７】
　態様１４８：グローブ形成剤からエラストマーグローブ材料を除去することをさらに含
む、態様１４６に記載の方法。
【０４０８】
　態様１４９：リーチングすることで凝固剤を除去するステップをステップｅ）の前およ
び／または後にさらに含む、態様１４６に記載の方法。
【０４０９】
　態様１５０：リーチングすることで凝固剤を除去した後に、コーティング部分をビージ
ングすることをさらに含む、態様１４６に記載の方法。
【０４１０】
　態様１５１：凝固剤が硝酸カルシウム、塩化カルシウム、酢酸、またはそれらの組み合
わせを含む、態様１４６に記載の方法。
【０４１１】
　態様１５２：アルカリ安定化剤が１００乾燥部のアクリロニトリルブタジエン系ゴムあ
たり０部超～約２．０部の量で存在する、態様１４６に記載の方法。
【０４１２】
　態様１５３：アルカリ安定化剤が水酸化アルカリを含む、態様１４６に記載の方法。
【０４１３】
　態様１５４：アルカリ安定化剤が水酸化カリウムを含む、態様１４６に記載の方法。
【０４１４】
　態様１５５：アルカリ安定化剤がアンモニアを含む、態様１４６に記載の方法。
【０４１５】
　態様１５６：組成物が約８．５～約１０．５のｐＨを有する、態様１４６に記載の方法
。
【０４１６】
　態様１５７：アクリロニトリルブタジエン系ゴムがアクリロニトリル・ブタジエンゴム
ラテックスである、態様１４６に記載の方法。
【０４１７】
　態様１５８：アクリロニトリルブタジエン系ゴムがカルボキシル化アクリロニトリル・
ブタジエンゴムラテックスである、態様１４６に記載の方法。
【０４１８】
　態様１５９：金属酸化物架橋剤が１００乾燥部のアクリロニトリルブタジエン系ゴムあ
たり０部超～約５．０部の量で存在する、態様１４６に記載の方法。
【０４１９】
　態様１６０：金属酸化物架橋剤が酸化亜鉛または酸化マグネシウムを含む、態様１４６
に記載の方法。
【０４２０】
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　態様１６１：組成物が、感熱剤、界面活性剤、加硫剤、無機充填剤、抗酸化剤、顔料、
および付臭剤からなる群から選択される少なくとも１つの添加剤、またはそれらの組み合
わせをさらに含む、態様１４６に記載の方法。
【０４２１】
　態様１６２：組成物が１００乾燥部のアクリロニトリルブタジエン系ゴムあたり０部超
～約２０．０部の量で存在する無機充填剤を含む、態様１４６に記載の方法。
【０４２２】
　態様１６３：生分解剤が１００乾燥部のアクリロニトリルブタジエン系ゴムあたり０部
超～約２．０部の量で存在する、態様１４６に記載の方法。
【０４２３】
　態様１６４：生分解剤がカルボン酸化合物を含む、態様１４６に記載の方法。
【０４２４】
　態様１６５：生分解剤が、化学誘引性化合物；グルタル酸またはその誘導体；５～１８
炭素の鎖長を有するカルボン酸化合物；重合体；および膨潤剤を含む、態様１４６に記載
の方法。
【０４２５】
　態様１６６：生分解剤がアクリロニトリルブタジエン系ゴムを消化することが可能な微
生物をさらに含む、態様１４６に記載の方法。
【０４２６】
　態様１６７：生分解剤に含まれる前記重合体が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸
ビニル共重合体、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、ポリテレフタレート、
ポリエステル、ポリ塩化ビニル、メタクリレート、ナイロン６、ポリカーボネート、ポリ
アミド、ポリクロロプレン、アクリロニトリルブタジエン系ゴムおよび前記重合体のあら
ゆる共重合体からなる群から選択される、態様１４６に記載の方法。
【０４２７】
　態様１６８：生分解剤が相溶化剤をさらに含む、態様１４６に記載の方法。
【０４２８】
　態様１６９：生分解剤が担体樹脂をさらに含む、態様１４６に記載の方法。
【０４２９】
　態様１７０：前記担体樹脂が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合体、
無水マレイン酸、ポリオレフィンを有するアクリル酸からなる群から選択される、態様１
６９に記載の方法。
【０４３０】
　態様１７１：生分解剤が微生物を誘引するための化学走性剤をさらに含む、態様１４６
に記載の方法。
【０４３１】
　態様１７２：化学走性剤が糖、クマリン、またはフラノンを含む、態様１４６に記載の
方法。
【０４３２】
　態様１７３：硬化ステップｅ）によって硫化エラストマーグローブ材料が得られる、態
様１４６に記載の方法。
【０４３３】
　態様１７４：組成物が、カルボン酸またはその誘導体および二価または三価の金属を含
む化合物をさらに含み、該カルボン酸またはその誘導体がアクリロニトリルブタジエン系
ゴムと架橋するのに充分なレベルのカルボキシル基を与える、態様１４６に記載の方法。
【０４３４】
　態様１７５：カルボン酸がエチレンアクリル酸である、態様１７４に記載の方法。
【０４３５】
　態様１７６：生分解剤が、ポリ乳酸、乳酸－グリコール酸共重合体、ポリプロピレンカ
ーボネート（ｐｏｌｙｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅ　ｃａｒｂｏｎａｔｅ）、ポリカプロ
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ラクトン、ポリヒドロキシアルカン酸、キトサン、グルテン、および一つもしくは複数の
脂肪族／芳香族ポリエステル、例えば、ポリブチレンサクシネート、ポリブチレンサクシ
ネート・アジペート、ポリブチレンサクシネート・セバケート、もしくはポリブチレンテ
レフタレート・アジペート共重合体、またはそれらの混合物を含む生分解性重合体を含む
、態様１４６に記載の方法。
【０４３６】
　態様１７７：生分解剤がポリブチレンサクシネートを含む、態様１４６に記載の方法。
【０４３７】
　態様１７８：生分解性エラストマーグローブ材料が好気条件下で生分解性である、態様
１４６に記載の方法。
【０４３８】
　態様１７９：生分解性エラストマーグローブ材料が嫌気条件下で生分解性である、態様
１４６に記載の方法。
【０４３９】
　態様１８０：生分解性エラストマーグローブ材料が、３０日後の対応する参照エラスト
マーグローブ材料の％生分解よりも少なくとも２００％より大きな３０日後の％生分解を
特徴とする、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様１４６に
記載の方法。
【０４４０】
　態様１８１：生分解性エラストマーグローブ材料が、６５日後の対応する参照エラスト
マーグローブ材料の％生分解よりも少なくとも３００％より大きな６５日後の％生分解を
特徴とする、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様１４６に
記載の方法。
【０４４１】
　態様１８２：生分解性エラストマーグローブ材料が、１２０日後の対応する参照エラス
トマーグローブ材料の％生分解よりも少なくとも５００％より大きな１２０日後の％生分
解を特徴とする、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様１４
６に記載の方法。
【０４４２】
　態様１８３：生分解性エラストマーグローブ材料が、１６０日後の対応する参照エラス
トマーグローブ材料の％生分解よりも少なくとも７００％より大きな１６０日後の％生分
解を特徴とする、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様１４
６に記載の方法。
【０４４３】
　態様１８４：生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約３％の３０日後の％生
分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様１４
６に記載の方法。
【０４４４】
　態様１８５：生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約４％の６５日後の％生
分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様１４
６に記載の方法。
【０４４５】
　態様１８６：生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約１０％の１２０日後の
％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様
１４６に記載の方法。
【０４４６】
　態様１８７：生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約１５％の１６０日後の
％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様
１４６に記載の方法。
【０４４７】
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　態様１８８：生分解性エラストマーグローブを生成するための方法であって、
ａ．　所定のサイズおよび形を有し、少なくとも部分的に支持材で覆われているグローブ
形成剤を得ること；
ｂ．　ステップａ）の支持材の少なくとも一部分を、
ｉ．　アクリロニトリルブタジエン系ゴム；
ｉｉ．　アルカリ安定化剤；
ｉｉｉ．　金属酸化物架橋剤；および
ｉｖ．　生分解剤、
を含む組成物と接触させることで、支持材上に前記組成物の第一コーティングを得ること
；
ｃ．　第一コーティングを少なくとも部分的に固化させること；
ｄ．　ステップｂ）およびｃ）を順に「ｎ」回繰り返し；ここで「ｎ」は１以上の整数で
あり、それによって、生分解剤非存在下での実質的に同一な参照エラストマーグローブ材
料の生分解速度よりも大きな、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１試験基準に従って測定される生分解
速度を示す支持されたエラストマーグローブ材料を得ること、
を含む、上記方法。
【０４４８】
　態様１８９：グローブ形成剤から支持されたエラストマーグローブ材料を除去すること
をさらに含む、態様１８８に記載の方法。
【０４４９】
　態様１９０：ステップｄ）の後にリーチングをさらに含む、態様１８８に記載の方法。
【０４５０】
　態様１９１：ステップｄ）の後に組成物を硬化させることをさらに含む、態様１８８に
記載の方法。
【０４５１】
　態様１９２：アルカリ安定化剤が１００乾燥部のアクリロニトリルブタジエン系ゴムあ
たり０部超～約２．０部の量で存在する、態様１８８に記載の方法。
【０４５２】
　態様１９３：アルカリ安定化剤が水酸化アルカリを含む、態様１８８に記載の方法。
【０４５３】
　態様１９４：アルカリ安定化剤が水酸化カリウムを含む、態様１８８に記載の方法。
【０４５４】
　態様１９５：アルカリ安定化剤がアンモニアを含む、態様１８８に記載の方法。
【０４５５】
　態様１９６：組成物が約８．５～約１０．５のｐＨを有する、態様１８８に記載の方法
。
【０４５６】
　態様１９７：アクリロニトリルブタジエン系ゴムがアクリロニトリル・ブタジエンゴム
ラテックスである、態様１８８に記載の方法。
【０４５７】
　態様１９８：アクリロニトリルブタジエン系ゴムがカルボキシル化アクリロニトリル・
ブタジエンゴムラテックスである、態様１８８に記載の方法。
【０４５８】
　態様１９９：金属酸化物架橋剤が１００乾燥部のアクリロニトリルブタジエン系ゴムあ
たり０部超～約５．０部の量で存在する、態様１８８に記載の方法。
【０４５９】
　態様２００：金属酸化物架橋剤が酸化亜鉛または酸化マグネシウムを含む、態様１８８
に記載の方法。
【０４６０】
　態様２０１：組成物が、感熱剤、界面活性剤、加硫剤、無機充填剤、抗酸化剤、顔料、
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増粘剤および付臭剤からなる群から選択される少なくとも１つの添加剤、またはそれらの
組み合わせをさらに含む、態様１８８に記載の方法。
【０４６１】
　態様２０２：組成物が１００乾燥部のアクリロニトリルブタジエン系ゴムあたり０部超
～約２０．０部の量で存在する無機充填剤を含む、態様１８８に記載の方法。
【０４６２】
　態様２０３：生分解剤が１００乾燥部のアクリロニトリルブタジエン系ゴムあたり０部
超～約２．０部の量で存在する、態様１８８に記載の方法。
【０４６３】
　態様２０４：生分解剤がカルボン酸化合物を含む、態様１８８に記載の方法。
【０４６４】
　態様２０５：生分解剤が、化学誘引性化合物；グルタル酸またはその誘導体；５～１８
炭素の鎖長を有するカルボン酸化合物；重合体；および膨潤剤を含む、態様１８８に記載
の方法。
【０４６５】
　態様２０６：生分解剤がアクリロニトリルブタジエン系ゴムを消化することが可能な微
生物をさらに含む、態様１８８に記載の方法。
【０４６６】
　態様２０７：生分解剤に含まれる前記重合体が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸
ビニル共重合体、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、ポリテレフタレート、
ポリエステル、ポリ塩化ビニル、メタクリレート、ナイロン６、ポリカーボネート、ポリ
アミド、ポリクロロプレン、アクリロニトリルブタジエン系ゴム、および前記重合体のあ
らゆる共重合体からなる群から選択される、態様１８８に記載の方法。
【０４６７】
　態様２０８：生分解剤が相溶化剤をさらに含む、態様１８８に記載の方法。
【０４６８】
　態様２０９：生分解剤が担体樹脂をさらに含む、態様１８８に記載の方法。
【０４６９】
　態様２１０：前記担体樹脂が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合体、
無水マレイン酸、およびポリオレフィンを有するアクリル酸、またはそれらの組み合わせ
からなる群から選択される、態様２０９に記載の方法。
【０４７０】
　態様２１１：生分解剤が微生物を誘引するための化学走性剤をさらに含む、態様１８８
に記載の方法。
【０４７１】
　態様２１２：化学走性剤が糖、クマリン、またはフラノンを含む、態様１８８に記載の
方法。
【０４７２】
　態様２１３：硬化ステップｅ）によって硫化エラストマーグローブ材料が得られる、態
様１８８に記載の方法。
【０４７３】
　態様２１４：組成物が、カルボン酸またはその誘導体および二価または三価の金属を含
む化合物をさらに含み、該カルボン酸またはその誘導体がアクリロニトリルブタジエン系
ゴムと架橋するのに充分なレベルのカルボキシル基を与える、態様１７７に記載の方法。
【０４７４】
　態様２１５：カルボン酸がエチレンアクリル酸である、態様２１４に記載の方法。
【０４７５】
　態様２１６：生分解剤が、ポリ乳酸、乳酸－グリコール酸共重合体、ポリプロピレンカ
ーボネート（ｐｏｌｙｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅ　ｃａｒｂｏｎａｔｅ）、ポリカプロ
ラクトン、ポリヒドロキシアルカン酸、キトサン、グルテン、および一つもしくは複数の
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脂肪族／芳香族ポリエステル、例えば、ポリブチレンサクシネート、ポリブチレンサクシ
ネート・アジペート、ポリブチレンサクシネート・セバケート、もしくはポリブチレンテ
レフタレート・アジペート共重合体、またはそれらの混合物を含む生分解性重合体を含む
、態様１８８に記載の方法。
【０４７６】
　態様２１７：生分解剤がポリブチレンサクシネートを含む、態様１８８に記載の方法。
【０４７７】
　態様２１８：生分解性エラストマーグローブ材料が好気条件下で生分解性である、態様
１８８に記載の方法。
【０４７８】
　態様２１９：生分解性エラストマーグローブ材料が嫌気条件下で生分解性である、態様
１８８に記載の方法。
【０４７９】
　態様２２０：生分解性エラストマーグローブ材料が、３０日後の対応する参照エラスト
マーグローブ材料の％生分解よりも少なくとも２００％より大きな３０日後の％生分解を
特徴とする、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様１８８に
記載の方法。
【０４８０】
　態様２２１：生分解性エラストマーグローブ材料が、６５日後の対応する参照エラスト
マーグローブ材料の％生分解よりも少なくとも３００％より大きな６５日後の％生分解を
特徴とする、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様１８８に
記載の方法。
【０４８１】
　態様２２２：生分解性エラストマーグローブ材料が、１２０日後の対応する参照エラス
トマーグローブ材料の％生分解よりも少なくとも５００％より大きな１２０日後の％生分
解を特徴とする、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様１８
８に記載の方法。
【０４８２】
　態様２２３：生分解性エラストマーグローブ材料が、１６０日後の対応する参照エラス
トマーグローブ材料の％生分解よりも少なくとも７００％より大きな１６０日後の％生分
解を特徴とする、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様１８
８に記載の方法。
【０４８３】
　態様２２４：生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約３％の３０日後の％生
分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様１８
８に記載の方法。
【０４８４】
　態様２２５：生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約４％の６５日後の％生
分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様１８
８に記載の方法。
【０４８５】
　態様２２６：生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約１０％の１２０日後の
％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様
１８８に記載の方法。
【０４８６】
　態様２２７：生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約１５％の１６０日後の
％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様
１８８に記載の方法。
【０４８７】
　態様２２８：支持材が、綿、ナイロン、ポリエステル、再生ポリエチレンテレフタラー
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ト（ＰＥＴ）、アクリル、ライクラ、竹、鋼、炭素繊維、ガラス繊維、メタおよびパラ－
アラミド（Ｋｅｖｌａｒ（登録商標）、Ｔｗａｒｏｎ（登録商標）、Ｎｏｍｅｘ（登録商
標））、もしくは超高分子量ポリエチレン、またはそれらの組み合わせからなる群から選
択される、態様１８８に記載の方法。
【０４８８】
　態様２２９：生分解性エラストマーグローブを生成するための方法であって、
ａ．　所定のサイズおよび形を有するグローブ形成剤を得ること；
ｂ．　グローブ形成剤の少なくとも一表面部分を凝固剤と接触させることで、グローブ形
成剤の表面部分上に少なくとも一部分の凝固剤コーティングを得ること；
ｃ．　凝固剤コーティングを乾燥させること；
ｄ．　その表面上に乾燥した少なくとも部分的な凝固剤コーティングを有するグローブ形
成剤を、
　ｉ．　ポリクロロプレンを含むハロゲン含有エラストマー重合体、および
　ｉｉ．　生分解剤
を含む組成物でコーティングすること；
ｅ．　ステップｄ）のコーティングを硬化させることで、生分解剤非存在下での実質的に
同一な参照エラストマーグローブ材料の生分解速度よりも大きな、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１
試験基準に従って測定される生分解速度を示すエラストマーグローブ材料を得ること、
を含む、上記方法。
【０４８９】
　態様２３０：ハロゲン含有エラストマー重合体がポリクロロプレンである、態様２２９
に記載の方法。
【０４９０】
　態様２３１：ステップｅ）の前に、コーティング部分をビーディングすることをさらに
含む、態様２２９に記載の方法。
【０４９１】
　態様２３２：グローブ形成剤からエラストマーグローブ材料を除去することをさらに含
む、態様２２９に記載の方法。
【０４９２】
　態様２３３：リーチングすることで凝固剤を除去するステップをステップｅ）の前およ
び／または後にさらに含む、態様２２９に記載の方法。
【０４９３】
　態様２３４：凝固剤が硝酸カルシウム、塩化カルシウム、酢酸、またはそれらの組み合
わせを含む、態様２２９に記載の方法。
【０４９４】
　態様２３５：アルカリ安定化剤が１００乾燥部のハロゲン含有エラストマー重合体あた
り０部超～約２．０部の量で存在する、態様２２９に記載の方法。
【０４９５】
　態様２３６：アルカリ安定化剤が水酸化アルカリを含む、態様２２９に記載の方法。
【０４９６】
　態様２３７：組成物が、１００乾燥部のハロゲン含有エラストマー重合体あたり０部超
～約１０．０部の量で存在する金属酸化物架橋剤をさらに含む、態様２２９に記載の方法
。
【０４９７】
　態様２３８：金属酸化物架橋剤が酸化亜鉛または酸化マグネシウムを含む、態様２３７
に記載の方法。
【０４９８】
　態様２３９：組成物が、感熱剤、界面活性剤、加硫剤、無機充填剤、抗酸化剤、顔料、
および付臭剤からなる群から選択される少なくとも１つの添加剤、またはそれらの組み合
わせをさらに含む、態様２２９に記載の方法。
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【０４９９】
　態様２４０：組成物が１００乾燥部のハロゲン含有エラストマー重合体あたり０部超～
約２０．０部の量で存在する無機充填剤を含む、態様２２９に記載の方法。
【０５００】
　態様２４１：生分解剤が１００乾燥部のハロゲン含有エラストマー重合体あたり０部超
～約２．０部の量で存在する、態様２２９に記載の方法。
【０５０１】
　態様２４２：生分解剤がカルボン酸化合物を含む、態様２２９に記載の方法。
【０５０２】
　態様２４３：生分解剤が、化学誘引性化合物；グルタル酸またはその誘導体；５～１８
炭素の鎖長を有するカルボン酸化合物；重合体；および膨潤剤を含む、態様２２９に記載
の方法。
【０５０３】
　態様２４４：生分解剤がアクリロニトリルブタジエン系ゴムを消化することが可能な微
生物をさらに含む、態様２２９に記載の方法。
【０５０４】
　態様２４５：生分解剤に含まれる前記重合体が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸
ビニル共重合体、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、ポリテレフタレート、
ポリエステル、ポリ塩化ビニル、メタクリレート、ナイロン６、ポリカーボネート、ポリ
アミド、ポリクロロプレン、アクリロニトリルブタジエン系ゴム、および前記重合体のあ
らゆる共重合体からなる群から選択される、態様２２９に記載の方法。
【０５０５】
　態様２４６：生分解剤が相溶化剤をさらに含む、態様２２９に記載の方法。
【０５０６】
　態様２４７：生分解剤が担体樹脂をさらに含む、態様２２９に記載の方法。
【０５０７】
　態様２４８：前記担体樹脂が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合体、
無水マレイン酸、ポリオレフィンを有するアクリル酸からなる群から選択される、態様２
４７に記載の方法。
【０５０８】
　態様２４９：生分解剤が微生物を誘引するための化学走性剤をさらに含む、態様２２９
に記載の方法。
【０５０９】
　態様２５０：化学走性剤が糖、クマリンまたはフラノンを含む、態様２２９に記載の方
法。
【０５１０】
　態様２５１：硬化ステップｅ）によって硫化エラストマーグローブ材料が得られる、態
様２２９に記載の方法。
【０５１１】
　態様２５２：組成物が、カルボン酸またはその誘導体および二価または三価の金属を含
む化合物をさらに含み、該カルボン酸またはその誘導体がハロゲン含有エラストマー重合
体と架橋するのに充分なレベルのカルボキシル基を与える、態様２２９に記載の方法。
【０５１２】
　態様２５３：カルボン酸がエチレンアクリル酸である、態様２５２に記載の方法。
【０５１３】
　態様２５４：生分解剤が、ポリ乳酸、乳酸－グリコール酸共重合体、ポリプロピレンカ
ーボネート（ｐｏｌｙｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅ　ｃａｒｂｏｎａｔｅ）、ポリカプロ
ラクトン、ポリヒドロキシアルカン酸、キトサン、グルテン、および一つもしくは複数の
脂肪族／芳香族ポリエステル、例えば、ポリブチレンサクシネート、ポリブチレンサクシ
ネート・アジペート、ポリブチレンサクシネート・セバケート、もしくはポリブチレンテ
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レフタレート・アジペート共重合体、またはそれらの混合物を含む生分解性重合体を含む
、態様２２９に記載の方法。
【０５１４】
　態様２５５：生分解剤がポリブチレンサクシネートを含む、態様２２９に記載の方法。
【０５１５】
　態様２５６：生分解性エラストマーグローブ材料が好気条件下で生分解性である、態様
２２９に記載の方法。
【０５１６】
　態様２５７：生分解性エラストマーグローブ材料が嫌気条件下で生分解性である、態様
２２９に記載の方法。
【０５１７】
　態様２５８：生分解性エラストマーグローブ材料が、３０日後の対応する参照エラスト
マーグローブ材料の％生分解よりも少なくとも２００％より大きな３０日後の％生分解を
特徴とする、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様２２９に
記載の方法。
【０５１８】
　態様２５９：生分解性エラストマーグローブ材料が、６５日後の対応する参照エラスト
マーグローブ材料の％生分解よりも少なくとも３００％より大きな６５日後の％生分解を
特徴とする、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様２２９に
記載の方法。
【０５１９】
　態様２６０：生分解性エラストマーグローブ材料が、１２０日後の対応する参照エラス
トマーグローブ材料の％生分解よりも少なくとも５００％より大きな１２０日後の％生分
解を特徴とする、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様２２
９に記載の方法。
【０５２０】
　態様２６１：生分解性エラストマーグローブ材料が、１６０日後の対応する参照エラス
トマーグローブ材料の％生分解よりも少なくとも７００％より大きな１６０日後の％生分
解を特徴とする、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様２２
９に記載の方法。
【０５２１】
　態様２６２：生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約３％の３０日後の％生
分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様２２
９に記載の方法。
【０５２２】
　態様２６３：生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約４％の６５日後の％生
分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様２２
９に記載の方法。
【０５２３】
　態様２６４：生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約１０％の１２０日後の
％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様
２２９に記載の方法。
【０５２４】
　態様２６５：生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約１５％の１６０日後の
％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様
２２９に記載の方法。
【０５２５】
　態様２６６：生分解性エラストマーグローブを生成するための方法であって、
ａ．　所定のサイズおよび形を有し、少なくとも部分的に支持材で覆われているグローブ
形成剤を得ること；
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ｂ．　ステップａ）の支持材の少なくとも一部分を、
　ｉ．　ポリクロロプレンを含むハロゲン含有エラストマー重合体；および
　ｉｉ．　生分解剤
を含む組成物と接触させることで、支持材上に前記組成物の第一コーティングを得ること
；
ｃ．　第一コーティングを少なくとも部分的に固化させること；並びに
ｄ．　ステップｂ）およびｃ）を順に「ｎ」回繰り返し、ここで「ｎ」は１以上の整数で
あり、それによって、生分解剤非存在下での実質的に同一な参照エラストマーグローブ材
料の生分解速度よりも大きな、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１試験基準に従って測定される生分解
速度を示す支持されたエラストマーグローブ材料を得ること、
を含む、上記方法。
【０５２６】
　態様２６７：第一コーティング上の凝固剤に少なくとも部分的にコーティングすること
をさらに含む、態様２６６に記載の方法。
【０５２７】
　態様２６８：ハロゲン含有エラストマー重合体がポリクロロプレンである、態様２６６
に記載の方法。
【０５２８】
　態様２６９：ステップｄ）の後にコーティングを硬化させることをさらに含む、態様２
６６に記載の方法。
【０５２９】
　態様２７０：グローブ形成剤から支持されたエラストマーグローブ材料を除去すること
をさらに含む、態様２６９に記載の方法。
【０５３０】
　態様２７１：組成物が、１００乾燥部のハロゲン含有エラストマー重合体あたり０部超
～約１０．０部の量で存在する金属酸化物架橋剤を含む、態様２６６に記載の方法。
【０５３１】
　態様２７２：金属酸化物架橋剤が酸化亜鉛または酸化マグネシウムを含む、態様２７１
に記載の方法。
【０５３２】
　態様２７３：組成物が、感熱剤、界面活性剤、加硫剤、無機充填剤、抗酸化剤、顔料、
および付臭剤からなる群から選択される少なくとも１つの添加剤をさらに含む、態様２６
６に記載の方法。
【０５３３】
　態様２７４：組成物が１００乾燥部のハロゲン含有エラストマー重合体あたり０部超～
約２０．０部の量で存在する無機充填剤を含む、態様２６６に記載の方法。
【０５３４】
　態様２７５：生分解剤が１００乾燥部のハロゲン含有エラストマー重合体あたり０部超
～約２．０部の量で存在する、態様２６６に記載の方法。
【０５３５】
　態様２７６：生分解剤がカルボン酸化合物を含む、態様２６６に記載の方法。
【０５３６】
　態様２７７：生分解剤が、化学誘引性化合物；グルタル酸またはその誘導体；５～１８
炭素の鎖長を有するカルボン酸化合物；重合体；および膨潤剤を含む、態様２６６に記載
の方法。
【０５３７】
　態様２７８：生分解剤がハロゲン含有エラストマー重合体を分解することが可能な微生
物をさらに含む、態様２６６に記載の方法。
【０５３８】
　態様２７９：生分解剤に含まれる前記重合体が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸
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ビニル共重合体、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、ポリテレフタレート、
ポリエステル、ポリ塩化ビニル、メタクリレート、ナイロン６、ポリカーボネート、ポリ
アミド、ポリクロロプレン、アクリロニトリルブタジエン系ゴム、および前記重合体のあ
らゆる共重合体からなる群から選択される、態様２６６に記載の方法。
【０５３９】
　態様２８０：生分解剤が相溶化剤をさらに含む、態様２６６に記載の方法。
【０５４０】
　態様２８１：生分解剤が担体樹脂をさらに含む、態様２６６に記載の方法。
【０５４１】
　態様２８２：前記担体樹脂が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合体、
無水マレイン酸、ポリオレフィンを有するアクリル酸からなる群から選択される、態様２
８１に記載の方法。
【０５４２】
　態様２８３：生分解剤が微生物を誘引するための化学走性剤をさらに含む、態様２６６
に記載の方法。
【０５４３】
　態様２８４：化学走性剤が糖、クマリン、またはフラノンを含む、態様２６６に記載の
方法。
【０５４４】
　態様２８５：組成物が、カルボン酸またはその誘導体および二価または三価の金属を含
む化合物をさらに含み、該カルボン酸またはその誘導体がハロゲン含有エラストマー重合
体と架橋するのに充分なレベルのカルボキシル基を与える、態様２６６に記載の方法。
【０５４５】
　態様２８６：カルボン酸がエチレンアクリル酸である、態様２８５に記載の方法。
【０５４６】
　態様２８７：生分解剤が、ポリ乳酸、乳酸－グリコール酸共重合体、ポリプロピレンカ
ーボネート（ｐｏｌｙｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅ　ｃａｒｂｏｎａｔｅ）、ポリカプロ
ラクトン、ポリヒドロキシアルカン酸、キトサン、グルテン、および一つもしくは複数の
脂肪族／芳香族ポリエステル、例えば、ポリブチレンサクシネート、ポリブチレンサクシ
ネート・アジペート、ポリブチレンサクシネート・セバケート、もしくはポリブチレンテ
レフタレート・アジペート共重合体、またはそれらの混合物を含む生分解性重合体を含む
、態様２６６に記載の方法。
【０５４７】
　態様２８８：生分解剤がポリブチレンサクシネートを含む、態様２６６に記載の方法。
【０５４８】
　態様２８９：生分解性エラストマーグローブ材料が好気条件下で生分解性である、態様
２６６に記載の方法。
【０５４９】
　態様２９０：生分解性エラストマーグローブ材料が嫌気条件下で生分解性である、態様
２６６に記載の方法。
【０５５０】
　態様２９１：生分解性エラストマーグローブ材料が、３０日後の対応する参照エラスト
マーグローブ材料の％生分解よりも少なくとも２００％より大きな３０日後の％生分解を
特徴とする、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様２６６に
記載の方法。
【０５５１】
　態様２９２：生分解性エラストマーグローブ材料が、６５日後の対応する参照エラスト
マーグローブ材料の％生分解よりも少なくとも３００％より大きな６５日後の％生分解を
特徴とする、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様２６６に
記載の方法。
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【０５５２】
　態様２９３：生分解性エラストマーグローブ材料が、１２０日後の対応する参照エラス
トマーグローブ材料の％生分解よりも少なくとも５００％より大きな１２０日後の％生分
解を特徴とする、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様２６
６に記載の方法。
【０５５３】
　態様２９４：生分解性エラストマーグローブ材料が、１６０日後の対応する参照エラス
トマーグローブ材料の％生分解よりも少なくとも７００％より大きな１６０日後の％生分
解を特徴とする、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様２６
６に記載の方法。
【０５５４】
　態様２９５：生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約３％の３０日後の％生
分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様２６
６に記載の方法。
【０５５５】
　態様２９６：生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約４％の６５日後の％生
分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様２６
６に記載の方法。
【０５５６】
　態様２９７：生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約１０％の１２０日後の
％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様
２６６に記載の方法。
【０５５７】
　態様２９８：生分解性エラストマーグローブ材料が少なくとも約１５％の１６０日後の
％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様
２６６に記載の方法。
【０５５８】
　態様２９９：支持材が、綿、ナイロン、ポリエステル、再生ポリエチレンテレフタラー
ト（ＰＥＴ）、アクリル、ライクラ、竹、鋼、炭素繊維、ガラス繊維、メタおよびパラ－
アラミド（Ｋｅｖｌａｒ（登録商標）、Ｔｗａｒｏｎ（登録商標）、Ｎｏｍｅｘ（登録商
標））、もしくは超高分子量ポリエチレン、またはそれらの組み合わせからなる群から選
択される、態様２６６に記載の方法。
【０５５９】
　態様３００：生分解性熱可塑性材料であって、
ａ）　ポリ塩化ビニルを含むハロゲン含有熱可塑性重合体；
ｂ）　生分解剤；および
ｃ）　可塑剤、
を含む組成物から形成され、
生分解剤非存在下での実質的に同一な参照熱可塑性材料の生分解速度よりも大きな、ＡＳ
ＴＭ　Ｄ５５１１試験基準に従って測定される生分解速度を示す、
上記生分解性熱可塑性材料。
【０５６０】
　態様３０１：ハロゲン含有重合体がポリ塩化ビニルである、態様３００に記載の生分解
性熱可塑性材料。
【０５６１】
　態様３０２：可塑剤がフタル酸ジイソノニル、１－［２－（ベンゾイルオキシ）プロポ
キシ］プロパン－２－イルベンゾエート、もしくはエポキシ化大豆油、またはその組み合
わせを含む、態様３００に記載の生分解性熱可塑性材料。
【０５６２】
　態様３０３：可塑剤が１００乾燥部のハロゲン含有熱可塑性重合体あたり０部超～約１
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６０．０部の量で存在する、態様３００に記載の生分解性熱可塑性材料。
【０５６３】
　態様３０４：組成物が無機充填剤および顔料からなる群から選択される少なくとも１つ
の添加剤をさらに含む、態様３００～３０５のいずれか一項に記載の生分解性熱可塑性材
料。
【０５６４】
　態様３０５：組成物が１００乾燥部のハロゲン含有熱可塑性重合体あたり０部超～約２
０．０部の量で存在する無機充填剤を含む、態様３０４に記載の生分解性熱可塑性材料。
【０５６５】
　態様３０６：生分解剤が１００乾燥部のハロゲン含有熱可塑性重合体あたり０部超～約
２．０部の量で存在する、態様３００～３０５のいずれか一項に記載の生分解性熱可塑性
材料。
【０５６６】
　態様３０７：生分解剤がカルボン酸化合物を含む、態様３００～３０６のいずれか一項
に記載の生分解性熱可塑性材料。
【０５６７】
　態様３０８：生分解剤が、化学誘引性化合物；グルタル酸またはその誘導体；５～１８
炭素の鎖長を有するカルボン酸化合物；重合体；および膨潤剤を含む、態様３００～３０
７のいずれか一項に記載の生分解性熱可塑性材料。
【０５６８】
　態様３０９：生分解剤がハロゲン含有熱可塑性重合体を分解することが可能な微生物を
さらに含む、態様３０８に記載の生分解性熱可塑性材料。
【０５６９】
　態様３１０：生分解剤に含まれる前記重合体が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸
ビニル共重合体、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、ポリテレフタレート、
ポリエステル、ポリ塩化ビニル、メタクリレート、ナイロン６、ポリカーボネート、ポリ
アミド、ポリクロロプレン、アクリロニトリルブタジエン系ゴム、および前記重合体のあ
らゆる共重合体からなる群から選択される、態様３０８に記載の生分解性熱可塑性材料。
【０５７０】
　態様３１１：生分解剤が相溶化剤をさらに含む、態様３０８に記載の生分解性熱可塑性
材料。
【０５７１】
　態様３１２：生分解剤が担体樹脂をさらに含む、態様３０８に記載の生分解性熱可塑性
材料。
【０５７２】
　態様３１３：前記担体樹脂が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合体、
無水マレイン酸、ポリオレフィンを有するアクリル酸からなる群から選択される、態様３
０８に記載の生分解性熱可塑性材料。
【０５７３】
　態様３１４：生分解剤が微生物を誘引するための化学走性剤をさらに含む、態様３０８
に記載の生分解性熱可塑性材料。
【０５７４】
　態様３１５：化学走性剤が糖、クマリン、またはフラノンを含む、態様３０８に記載の
生分解性熱可塑性材料。
【０５７５】
　態様３１６：生分解剤が、ポリ乳酸、乳酸－グリコール酸共重合体、ポリプロピレンカ
ーボネート（ｐｏｌｙｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅ　ｃａｒｂｏｎａｔｅ）、ポリカプロ
ラクトン、ポリヒドロキシアルカン酸、キトサン、グルテン、および一つもしくは複数の
脂肪族／芳香族ポリエステル、例えば、ポリブチレンサクシネート、ポリブチレンサクシ
ネート・アジペート、ポリブチレンサクシネート・セバケート、もしくはポリブチレンテ
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レフタレート・アジペート共重合体、またはそれらの混合物を含む生分解性重合体を含む
、３０８に記載の生分解性熱可塑性材料。
【０５７６】
　態様３１７：生分解剤がポリブチレンサクシネートを含む、３０８に記載の生分解性熱
可塑性材料。
【０５７７】
　態様３１８：生分解性熱可塑性材料が好気条件下で生分解性である、態様３００～３１
７のいずれか一項に記載の生分解性熱可塑性材料。
【０５７８】
　態様３１９：生分解性熱可塑性材料が嫌気条件下で生分解性である、態様３００～３１
７のいずれか一項に記載の生分解性熱可塑性材料。
【０５７９】
　態様３２０：生分解性熱可塑性材料が、３０日後の対応する参照熱可塑性材料の％生分
解よりも少なくとも２００％より大きな３０日後の％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５
５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様３００～３１７のいずれか一項に記載
の生分解性熱可塑性材料。
【０５８０】
　態様３２１：生分解性熱可塑性材料が、６５日後の対応する参照熱可塑性材料の％生分
解よりも少なくとも３００％より大きな６５日後の％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５
５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様３００～３１７のいずれか一項に記載
の生分解性熱可塑性材料。
【０５８１】
　態様３２２：生分解性熱可塑性材料が、１２０日後の対応する参照熱可塑性材料の％生
分解よりも少なくとも５００％より大きな１２０日後の％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　
Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様３００～３１７のいずれか一項に
記載の生分解性熱可塑性材料。
【０５８２】
　態様３２３：生分解性熱可塑性材料が、１６０日後の対応する参照熱可塑性材料の％生
分解よりも少なくとも７００％より大きな１６０日後の％生分解を特徴とするＡＳＴＭ　
Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様３００～３１７のいずれか一項に
記載の生分解性熱可塑性材料。
【０５８３】
　態様３２４：生分解性熱可塑性材料が、少なくとも約３％の３０日後の％生分解を特徴
とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様３００～３１７
のいずれか一項に記載の生分解性熱可塑性材料。
【０５８４】
　態様３２５：生分解性熱可塑性材料が、少なくとも約４％の６５日後の％生分解を特徴
とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様３００～３１７
のいずれか一項に記載の生分解性熱可塑性材料。
【０５８５】
　態様３２６：生分解性熱可塑性材料が、少なくとも約１０％の１２０日後の％生分解を
特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様３００～３
１７のいずれか一項に記載の生分解性熱可塑性材料。
【０５８６】
　態様３２７：生分解性熱可塑性材料が、少なくとも約１５％の１６０日後の％生分解を
特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様３００～３
１７のいずれか一項に記載の生分解性熱可塑性材料。
【０５８７】
　態様３２８：生分解性熱可塑性グローブを生成するための方法であって、
ａ．　所定のサイズおよび形を有するグローブ形成剤を得ること；
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ｂ．　その表面上に乾燥した少なくとも部分的な凝固剤コーティングを有するグローブ形
成剤を、
　ｉ．　ポリ塩化ビニルを含むハロゲン含有熱可塑性重合体、および
ｉｉ．　生分解剤
を含む組成物でコーティングすること；
ｃ．　ステップｂ）のコーティングを硬化させることで、生分解剤非存在下での実質的に
同一な参照熱可塑性グローブ材料の生分解速度よりも大きな、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１試験
基準に従って測定される生分解速度を示す熱可塑性グローブ材料を得ること、
を含む、上記方法。
【０５８８】
　態様３２９：ステップｃ）の前にコーティングの一部分をビージングすることをさらに
含み得る、態様３２８に記載の方法。
【０５８９】
　態様３３０：グローブ形成剤から熱可塑性グローブ材料を除去することをさらに含み得
る、態様３２８に記載の方法。
【０５９０】
　態様３３１：ハロゲン含有熱可塑性重合体がポリ塩化ビニルである、態様３２８に記載
の方法。
【０５９１】
　態様３３２：組成物が可塑剤をさらに含む、態様３２８に記載の方法。
【０５９２】
　態様３３３：組成物が、無機充填剤、抗酸化剤、顔料、および付臭剤からなる群から選
択される少なくとも１つの添加剤、またはそれらの組み合わせをさらに含む、態様３２８
に記載の方法。
【０５９３】
　態様３３４：組成物が１００乾燥部のハロゲン含有熱可塑性重合体あたり０部超～約２
０．０部の量で存在する無機充填剤を含む、態様３２８に記載の方法。
【０５９４】
　態様３３５：生分解剤が１００乾燥部のハロゲン含有熱可塑性重合体あたり０部超～約
２．０部の量で存在する、態様３２８に記載の方法。
【０５９５】
　態様３３６：生分解剤がカルボン酸化合物を含む、態様３２８に記載の方法。
【０５９６】
　態様３３７：生分解剤が、化学誘引性化合物；グルタル酸またはその誘導体；５～１８
炭素の鎖長を有するカルボン酸化合物；重合体；および膨潤剤を含む、態様３２８に記載
の方法。
【０５９７】
　態様３３８：生分解剤がアクリロニトリルブタジエン系ゴムを消化することが可能な微
生物をさらに含む、態様３２８に記載の方法。
【０５９８】
　態様３３９：生分解剤に含まれる前記重合体が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸
ビニル共重合体、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、ポリテレフタレート、
ポリエステル、ポリ塩化ビニル、メタクリレート、ナイロン６、ポリカーボネート、ポリ
アミド、ポリクロロプレン、アクリロニトリルブタジエン系ゴム、および前記重合体のあ
らゆる共重合体からなる群から選択される、態様３２８に記載の方法。
【０５９９】
　態様３４０：生分解剤が相溶化剤をさらに含む、態様３２８に記載の方法。
【０６００】
　態様３４１：生分解剤が担体樹脂をさらに含む、態様３２８に記載の方法。
【０６０１】
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　態様３４２：前記担体樹脂が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合体、
無水マレイン酸、ポリオレフィンを有するアクリル酸からなる群から選択される、態様３
４１に記載の方法。
【０６０２】
　態様３４３：生分解剤が微生物を誘引するための化学走性剤をさらに含む、態様３２８
に記載の方法。
【０６０３】
　態様３４４：化学走性剤が糖、クマリン、またはフラノンを含む、態様３２８に記載の
方法。
【０６０４】
　態様３４５：生分解剤が、ポリ乳酸、乳酸－グリコール酸共重合体、ポリプロピレンカ
ーボネート（ｐｏｌｙｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅ　ｃａｒｂｏｎａｔｅ）、ポリカプロ
ラクトン、ポリヒドロキシアルカン酸、キトサン、グルテン、および一つもしくは複数の
脂肪族／芳香族ポリエステル、例えば、ポリブチレンサクシネート、ポリブチレンサクシ
ネート・アジペート、ポリブチレンサクシネート・セバケート、もしくはポリブチレンテ
レフタレート・アジペート共重合体、またはそれらの混合物を含む生分解性重合体を含む
、態様３２８に記載の方法。
【０６０５】
　態様３４６：生分解剤がポリブチレンサクシネートを含む、態様３２８に記載の方法。
【０６０６】
　態様３４７：生分解性熱可塑性グローブ材料が好気条件下で生分解性である、態様３２
８に記載の方法。
【０６０７】
　態様３４８：生分解性熱可塑性グローブ材料が嫌気条件下で生分解性である、態様３２
８に記載の方法。
【０６０８】
　態様３４９：生分解性熱可塑性グローブ材料が、３０日後の対応する参照熱可塑性グロ
ーブ材料の％生分解よりも少なくとも２００％より大きな３０日後の％生分解を特徴とす
るＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様３２８に記載の方法
。
【０６０９】
　態様３５０：生分解性熱可塑性グローブ材料が、６５日後の対応する参照熱可塑性グロ
ーブ材料の％生分解よりも少なくとも３００％より大きな６５日後の％生分解を特徴とす
るＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様３２８に記載の方法
。
【０６１０】
　態様３５１：生分解性熱可塑性グローブ材料が、１２０日後の対応する参照熱可塑性グ
ローブ材料の％生分解よりも少なくとも５００％より大きな１２０日後の％生分解を特徴
とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様３２８に記載の
方法。
【０６１１】
　態様３５２：生分解性熱可塑性グローブ材料が、１６０日後の対応する参照熱可塑性グ
ローブ材料の％生分解よりも少なくとも７００％より大きな１６０日後の％生分解を特徴
とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様３２８に記載の
方法。
【０６１２】
　態様３５３：生分解性熱可塑性グローブ材料が、少なくとも約３％の３０日後の％生分
解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様３２８
に記載の方法。
【０６１３】
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　態様３５４：生分解性熱可塑性グローブ材料が、少なくとも約４％の６５日後の％生分
解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様３２８
に記載の方法。
【０６１４】
　態様３５５：生分解性熱可塑性グローブ材料が、少なくとも約１０％の１２０日後の％
生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様３
２８に記載の方法。
【０６１５】
　態様３５６：生分解性熱可塑性グローブ材料が、少なくとも約１５％の１６０日後の％
生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様３
２８に記載の方法。
【０６１６】
　態様３５７：生分解性熱可塑性グローブを生成するための方法であって
ａ．　所定のサイズおよび形を有し、少なくとも部分的に支持材で覆われているグローブ
形成剤を得ること；
ｂ．　ステップａ）の支持材の少なくとも一部分を、
　ｉ．　ポリ塩化ビニルを含むハロゲン含有熱可塑性重合体；
　ｉｉ．　可塑剤；および
　ｉｉｉ．　生分解剤
を含む組成物と接触させることで、支持材上に前記組成物の第一コーティングを得ること
；
ｃ．　第一コーティングを少なくとも部分的に固化させること；並びに
ｄ．　ステップｂ）およびｃ）を順に「ｎ」回繰り返し、ここで「ｎ」は１以上の整数で
あり、それによって、生分解剤非存在下での実質的に同一な参照熱可塑性グローブ材料の
生分解速度よりも大きな、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１試験基準に従って測定される生分解速度
を示す、支持された熱可塑性グローブ材料を得ること、
を含む、上記方法。
【０６１７】
　態様３５８：組成物が可塑剤をさらに含む、態様３５７に記載の方法。
【０６１８】
　態様３５９：ハロゲン含有熱可塑性重合体がポリ塩化ビニルである、態様３５７に記載
の方法。
【０６１９】
　態様３６０：ステップｄ）の後にコーティングを硬化させることをさらに含む、態様３
５７に記載の方法。
【０６２０】
　態様３６１：グローブ形成剤から支持された熱可塑性グローブ材料を除去することをさ
らに含む、態様３５７に記載の方法。
【０６２１】
　態様３６２：組成物が無機充填剤および顔料からなる群から選択される少なくとも１つ
の添加剤をさらに含む、態様３５７に記載の方法。
【０６２２】
　態様３６３：組成物が１００乾燥部のハロゲン含有熱可塑性重合体あたり０部超～約２
０．０部の量で存在する無機充填剤を含む、態様３５７に記載の方法。
【０６２３】
　態様３６４：生分解剤が１００乾燥部のハロゲン含有熱可塑性重合体あたり０部超～約
２．０部の量で存在する、態様３５７に記載の方法。
【０６２４】
　態様３６５：生分解剤がカルボン酸化合物を含む、態様３５７に記載の方法。
【０６２５】
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　態様３６６：生分解剤が、化学誘引性化合物；グルタル酸またはその誘導体；５～１８
炭素の鎖長を有するカルボン酸化合物；重合体；および膨潤剤を含む、態様３５７に記載
の方法。
【０６２６】
　態様３６７：生分解剤がハロゲン含有熱可塑性重合体を分解することが可能な微生物を
さらに含む、態様３５７に記載の方法。
【０６２７】
　態様３６８：生分解剤に含まれる前記重合体が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸
ビニル共重合体、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、ポリテレフタレート、
ポリエステル、ポリ塩化ビニル、メタクリレート、ナイロン６、ポリカーボネート、ポリ
アミド、ポリクロロプレン、アクリロニトリルブタジエン系ゴム、および前記重合体のあ
らゆる共重合体からなる群から選択される、態様３５７に記載の方法。
【０６２８】
　態様３６９：生分解剤が相溶化剤をさらに含む、態様３５７に記載の方法。
【０６２９】
　態様３７０：生分解剤が担体樹脂をさらに含む、態様３５７に記載の方法。
【０６３０】
　態様３７１：前記担体樹脂が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合体、
無水マレイン酸、ポリオレフィンを有するアクリル酸からなる群から選択される、態様３
７０に記載の方法。
【０６３１】
　態様３７２：生分解剤が微生物を誘引するための化学走性剤をさらに含む、態様３５７
に記載の方法。
【０６３２】
　態様３７３：化学走性剤が糖、クマリン、またはフラノンを含む、態様３５７に記載の
方法。
【０６３３】
　態様３７４：生分解剤が、ポリ乳酸、乳酸－グリコール酸共重合体、ポリプロピレンカ
ーボネート（ｐｏｌｙｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅ　ｃａｒｂｏｎａｔｅ）、ポリカプロ
ラクトン、ポリヒドロキシアルカン酸、キトサン、グルテン、および一つもしくは複数の
脂肪族／芳香族ポリエステル、例えば、ポリブチレンサクシネート、ポリブチレンサクシ
ネート・アジペート、ポリブチレンサクシネート・セバケート、もしくはポリブチレンテ
レフタレート・アジペート共重合体、またはそれらの混合物を含む生分解性重合体を含む
、態様３５７に記載の方法。
【０６３４】
　態様３７５：生分解剤がポリブチレンサクシネートを含む、態様３５７に記載の方法。
【０６３５】
　態様３７６：生分解性熱可塑性グローブ材料が好気条件下で生分解性である、態様３５
７に記載の方法。
【０６３６】
　態様３７７：生分解性熱可塑性グローブ材料が嫌気条件下で生分解性である、態様３５
７に記載の方法。
【０６３７】
　態様３７８：生分解性熱可塑性グローブ材料が、３０日後の対応する参照熱可塑性グロ
ーブ材料の％生分解よりも少なくとも２００％より大きな３０日後の％生分解を特徴とす
るＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様３５７に記載の方法
。
【０６３８】
　態様３７９：生分解性熱可塑性グローブ材料が、６５日後の対応する参照熱可塑性グロ
ーブ材料の％生分解よりも少なくとも３００％より大きな６５日後の％生分解を特徴とす
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るＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様３５７に記載の方法
。
【０６３９】
　態様３８０：生分解性熱可塑性グローブ材料が、１２０日後の対応する参照熱可塑性グ
ローブ材料の％生分解よりも少なくとも５００％より大きな１２０日後の％生分解を特徴
とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様３５７に記載の
方法。
【０６４０】
　態様３８１：生分解性熱可塑性グローブ材料が、１６０日後の対応する参照熱可塑性グ
ローブ材料の％生分解よりも少なくとも７００％より大きな１６０日後の％生分解を特徴
とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様３５７に記載の
方法。
【０６４１】
　態様３８２：生分解性熱可塑性グローブ材料が、少なくとも約３％の３０日後の％生分
解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様３５７
に記載の方法。
【０６４２】
　態様３８３：生分解性熱可塑性グローブ材料が、少なくとも約４％の６５日後の％生分
解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様３５７
に記載の方法。
【０６４３】
　態様３８４：生分解性熱可塑性グローブ材料が、少なくとも約１０％の１２０日後の％
生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様３
５７に記載の方法。
【０６４４】
　態様３８５：生分解性熱可塑性グローブ材料が、少なくとも約１５％の１６０日後の％
生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様３
５７に記載の方法。
【０６４５】
　態様３８６：支持材が、綿、ナイロン、ポリエステル、再生ポリエチレンテレフタラー
ト（ＰＥＴ）、アクリル、ライクラ、竹、鋼、炭素繊維、ガラス繊維、メタおよびパラ－
アラミド（Ｋｅｖｌａｒ（登録商標）、Ｔｗａｒｏｎ（登録商標）、Ｎｏｍｅｘ（登録商
標））、もしくは超高分子量ポリエチレン、またはそれらの組み合わせからなる群から選
択される、態様３５７に記載の方法。
【０６４６】
　態様３８７：生分解性熱可塑性グローブであって、
ａ）　ポリ塩化ビニルを含むハロゲン含有熱可塑性重合体；および
ｂ）　生分解剤
を含む組成物から形成される生分解性熱可塑性グローブ材料を含み、
前記生分解性熱可塑性グローブ材料が、生分解剤非存在下での実質的に同一な参照熱可塑
性グローブ材料の生分解速度よりも大きな、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１試験基準に従って測定
される生分解速度を示す、
上記生分解性熱可塑性グローブ。
【０６４７】
　態様３８８：組成物が可塑剤をさらに含む、態様３８７に記載の生分解性熱可塑性グロ
ーブ。
【０６４８】
　態様３８９：ハロゲン含有重合体がポリ塩化ビニルである、態様３８７に記載の生分解
性熱可塑性グローブ。
【０６４９】
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　態様３９０：組成物が無機充填剤および顔料からなる群から選択される少なくとも１つ
の添加剤をさらに含む、態様３８７～３８９のいずれか一項に記載の生分解性熱可塑性グ
ローブ。
【０６５０】
　態様３９１：組成物が１００乾燥部のハロゲン含有熱可塑性重合体あたり０部超～約２
０．０部の量で存在する無機充填剤を含む、態様３９０に記載の生分解性熱可塑性グロー
ブ。
【０６５１】
　態様３９２：生分解剤が１００乾燥部のハロゲン含有熱可塑性重合体あたり０部超～約
２．０部の量で存在する、態様３８７～３９１のいずれか一項に記載の生分解性熱可塑性
グローブ。
【０６５２】
　態様３９３：生分解剤がカルボン酸化合物を含む、態様３８７～３９２のいずれか一項
に記載の生分解性熱可塑性グローブ。
【０６５３】
　態様３９４：生分解剤が、化学誘引性化合物；グルタル酸またはその誘導体；５～１８
炭素の鎖長を有するカルボン酸化合物；重合体；および膨潤剤を含む、態様３８７～３９
３のいずれか一項に記載の生分解性熱可塑性グローブ。
【０６５４】
　態様３９５：生分解剤がハロゲン含有熱可塑性重合体を分解することが可能な微生物を
さらに含む、態様３９４に記載の生分解性熱可塑性グローブ。
【０６５５】
　態様３９６：生分解剤に含まれる前記重合体が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸
ビニル共重合体、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、ポリテレフタレート、
ポリエステル、ポリ塩化ビニル、メタクリレート、ナイロン６、ポリカーボネート、ポリ
アミド、ポリクロロプレン、アクリロニトリルブタジエン系ゴム、および前記重合体のあ
らゆる共重合体からなる群から選択される、態様３９４に記載の生分解性熱可塑性グロー
ブ。
【０６５６】
　態様３９７：生分解剤が相溶化剤をさらに含む、態様３９４に記載の生分解性熱可塑性
グローブ。
【０６５７】
　態様３９８：生分解剤が担体樹脂をさらに含む、態様３９４に記載の生分解性熱可塑性
グローブ。
【０６５８】
　態様３９９：前記担体樹脂が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合体、
無水マレイン酸、ポリオレフィンを有するアクリル酸からなる群から選択される、態様３
９４に記載の生分解性熱可塑性グローブ。
【０６５９】
　態様４００：生分解剤が微生物を誘引するための化学走性剤をさらに含む、態様３９４
に記載の生分解性熱可塑性グローブ。
【０６６０】
　態様４０１：化学走性剤が糖、クマリン、またはフラノンを含む、態様３９４に記載の
生分解性熱可塑性グローブ。
【０６６１】
　態様４０２：生分解剤が、ポリ乳酸、乳酸－グリコール酸共重合体、ポリプロピレンカ
ーボネート（ｐｏｌｙｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅ　ｃａｒｂｏｎａｔｅ）、ポリカプロ
ラクトン、ポリヒドロキシアルカン酸、キトサン、グルテン、および一つもしくは複数の
脂肪族／芳香族ポリエステル、例えば、ポリブチレンサクシネート、ポリブチレンサクシ
ネート・アジペート、ポリブチレンサクシネート・セバケート、もしくはポリブチレンテ
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レフタレート・アジペート共重合体、またはそれらの混合物を含む生分解性重合体を含む
、態様３９４に記載の方法。
【０６６２】
　態様４０３：生分解剤がポリブチレンサクシネートを含む、態様３９４に記載の方法。
【０６６３】
　態様４０４：生分解性熱可塑性グローブ材料が好気条件下で生分解性である、態様３８
７～４０３のいずれか一項に記載の生分解性熱可塑性グローブ。
【０６６４】
　態様４０５：生分解性熱可塑性グローブ材料が嫌気条件下で生分解性である、態様３８
７～４０３のいずれか一項に記載の生分解性熱可塑性グローブ。
【０６６５】
　態様４０６：生分解性熱可塑性グローブ材料が、３０日後の対応する参照熱可塑性グロ
ーブ材料の％生分解よりも少なくとも２００％より大きな３０日後の％生分解を特徴とす
るＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様３８７～４０３のい
ずれか一項に記載の生分解性熱可塑性グローブ。
【０６６６】
　態様４０７：生分解性熱可塑性グローブ材料が、６５日後の対応する参照熱可塑性グロ
ーブ材料の％生分解よりも少なくとも３００％より大きな６５日後の％生分解を特徴とす
るＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様３８７～４０３のい
ずれか一項に記載の生分解性熱可塑性グローブ。
【０６６７】
　態様４０８：生分解性熱可塑性グローブ材料が、１２０日後の対応する参照熱可塑性グ
ローブ材料の％生分解よりも少なくとも５００％より大きな１２０日後の％生分解を特徴
とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様３８７～４０３
のいずれか一項に記載の生分解性熱可塑性グローブ。
【０６６８】
　態様４０９：生分解性熱可塑性グローブ材料が、１６０日後の対応する参照熱可塑性グ
ローブ材料の％生分解よりも少なくとも７００％より大きな１６０日後の％生分解を特徴
とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様３８７～４０３
のいずれか一項に記載の生分解性熱可塑性グローブ。
【０６６９】
　態様４１０：生分解性熱可塑性グローブ材料が、少なくとも約３％の３０日後の％生分
解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様３８７
～４０３のいずれか一項に記載の生分解性熱可塑性グローブ。
【０６７０】
　態様４１１：生分解性熱可塑性グローブ材料が、少なくとも約４％の６５日後の％生分
解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様３８７
～４０３のいずれか一項に記載の生分解性熱可塑性グローブ。
【０６７１】
　態様４１２：生分解性熱可塑性グローブ材料が、少なくとも約１０％の１２０日後の％
生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様３
８７～４０３のいずれか一項に記載の生分解性熱可塑性グローブ。
【０６７２】
　態様４１３：生分解性熱可塑性グローブ材料が、少なくとも約１５％の１６０日後の％
生分解を特徴とするＡＳＴＭ　Ｄ５５１１に従って測定される生分解速度を示す、態様３
８７～４０３のいずれか一項に記載の生分解性熱可塑性グローブ。
【０６７３】
　態様４１４：生分解性熱可塑性グローブが支持されていない、態様３８７～４１３のい
ずれか一項に記載の生分解性熱可塑性グローブ。
【０６７４】
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　態様４１５：生分解性熱可塑性グローブが支持されている、態様３８７～４１３のいず
れか一項に記載の生分解性熱可塑性グローブ。
【０６７５】
　態様４１６：生分解性熱可塑性グローブが、綿、ナイロン、ポリエステル、再生ポリエ
チレンテレフタラート（ＰＥＴ）、アクリル、ライクラ、竹、鋼、炭素繊維、ガラス繊維
、メタおよびパラ－アラミド（Ｋｅｖｌａｒ（登録商標）、Ｔｗａｒｏｎ（登録商標）、
Ｎｏｍｅｘ（登録商標））、もしくは超高分子量ポリエチレン、またはそれらの組み合わ
せを含む材料によって支持されている、態様４１５に記載の生分解性熱可塑性グローブ。
【実施例】
【０６７６】
Ｃ．　実施例
　以下の実施例は、本願で特許請求される化合物、組成物、物品、デバイスおよび／また
は方法を如何に作製し評価するかについての完全な開示および説明を当業者に提供するた
めに提起されており、純粋に本発明の例示であることが意図されており、発明者が発明と
見なしているものの範囲を限定することは意図されていない。
数字（例えば、量、温度等）に関して正確さを確実にするための努力がなされているが、
いくらかの誤差および偏差は考慮されるべきである。
特に指示しない限り、部は重量部であり、温度は℃単位であるかまたは周囲温度であり、
圧力は大気圧かまたはそれに近い圧力である。
【０６７７】
実施例１：組成物、材料およびグローブ
ニトリル検査用グローブ
　本明細書に記載の方法により作製される例示的なグローブは、表１に記載される組成物
を含み得る。
【０６７８】
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【０６７９】
　例えば、本明細書に記載の組成物から作製されるグローブは、表２の以下の工程順で作
製され得る。
【０６８０】
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【０６８１】
実施例２：生分解
　実施例１に記載の生分解性グローブの生分解を種々の時間間隔後に測定した。表３は、
分解処理の３０日後の分解データを示している。図１Ａおよび図１Ｂは、分解剤を含む材
料およびグローブが、分解剤を含まない材料またはグローブよりも速く分解することを示
す、分解データのプロットを示している。
【０６８２】
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【表３】

【０６８３】
　表４は、分解処理の６５日後の分解データを示している。図２Ａおよび図２Ｂは、分解
剤を含む材料およびグローブが分解剤を含まない材料またはグローブよりも速く分解する
ことを示す、分解データのプロットを示している。
【０６８４】
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【０６８５】
　表５は、分解処理の１２０日後の分解データを示している。図３Ａおよび図３Ｂは、分
解剤を含む材料およびグローブが、分解剤を含まない材料またはグローブよりも速く分解
することを示す、分解データのプロットを示している。
【０６８６】
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【表５】

 
【０６８７】
　表６は、分解処理の１６０日後の分解データを示している。図４Ａおよび図４Ｂは、分
解剤を含む材料およびグローブが、分解剤を含まない材料またはグローブよりも速く分解
することを示す、分解データのプロットを示している。
【０６８８】
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【図３Ａ】
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【図４Ａ】

【図４Ｂ】

【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生分解性エラストマー材料であって、
ａ）　アクリロニトリルブタジエン系ゴム；
ｂ）　アルカリ安定化剤；
ｃ）　金属酸化物架橋剤；および
ｄ）　生分解剤
を含む組成物から形成され、
生分解剤非存在下での実質的に同一な参照エラストマー材料の生分解速度よりも大きな、
ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１試験基準に従って測定される生分解速度を示す、
上記生分解性エラストマー材料。
【請求項２】
　アルカリ安定化剤が１００乾燥部のアクリロニトリルブタジエン系ゴムあたり０部超～
約２．０部の量で存在する、請求項１に記載の生分解性エラストマー材料。
【請求項３】
　アルカリ安定化剤が水酸化アルカリを含む、請求項１または２に記載の生分解性エラス
トマー材料。
【請求項４】
　アルカリ安定化剤がアンモニアを含む、請求項１または２に記載の生分解性エラストマ
ー材料。
【請求項５】
　組成物が約８．５～約１０．５の範囲のｐＨを有する、請求項４に記載の生分解性エラ
ストマー材料。
【請求項６】
　アクリロニトリルブタジエン系ゴムがアクリロニトリル・ブタジエンゴムラテックスで
ある、請求項１～５のいずれか一項に記載の生分解性エラストマー材料。
【請求項７】
　アクリロニトリルブタジエン系ゴムがカルボキシル化アクリロニトリル・ブタジエンゴ
ムラテックスである、請求項１～６のいずれか一項に記載の生分解性エラストマー材料。
【請求項８】
　金属酸化物架橋剤が酸化亜鉛または酸化マグネシウムである、請求項１～７のいずれか
一項に記載の生分解性エラストマー材料。
【請求項９】
　金属酸化物架橋剤が１００乾燥部のアクリロニトリルゴムあたり０部超～約５．０部の
量で存在する、請求項１～８のいずれか一項に記載の生分解性エラストマー材料。
【請求項１０】
　金属酸化物架橋剤が酸化亜鉛を含む、請求項１～９のいずれか一項に記載の生分解性エ
ラストマー材料。
【請求項１１】
　生分解剤が１００乾燥部のアクリロニトリルブタジエン系ゴムあたり０部超～約２．０
部の量で存在する、請求項１～１０のいずれか一項に記載の生分解性エラストマー材料。
【請求項１２】
　生分解剤がカルボン酸化合物を含む、請求項１～１１のいずれか一項に記載の生分解性
エラストマー材料。
【請求項１３】



(109) JP 2015-532675 A 2015.11.12

　生分解剤が、化学誘引性化合物；グルタル酸またはその誘導体；５～１８炭素の鎖長を
有するカルボン酸化合物；重合体；および膨潤剤を含む、請求項１～１２のいずれか一項
に記載の生分解性エラストマー材料。
【請求項１４】
　生分解剤に含まれる前記重合体が、ポリジビニルベンゼン、エチレン酢酸ビニル共重合
体、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、ポリテレフタレート、ポリエステル
、ポリ塩化ビニル、メタクリレート、ナイロン６、ポリカーボネート、ポリアミド、ポリ
クロロプレン、アクリロニトリルブタジエン系ゴム、および前記重合体のあらゆる共重合
体からなる群から選択される、請求項１３に記載の生分解性エラストマー材料。
【請求項１５】
　エラストマー材料が硫化されている、請求項１～１４のいずれか一項に記載の生分解性
エラストマー材料。
【請求項１６】
　生分解剤が、ポリ乳酸、乳酸－グリコール酸共重合体、ポリプロピレンカーボネート（
ｐｏｌｙｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅ　ｃａｒｂｏｎａｔｅ）、ポリカプロラクトン、ポ
リヒドロキシアルカン酸、キトサン、グルテン、および一つもしくは複数の脂肪族／芳香
族ポリエステル、例えば、ポリブチレンサクシネート、ポリブチレンサクシネート・アジ
ペート、ポリブチレンサクシネート・セバケート、もしくはポリブチレンテレフタレート
・アジペート共重合体、またはそれらの混合物を含む生分解性重合体を含む、請求項１に
記載の生分解性エラストマー材料。
【請求項１７】
　生分解剤がポリブチレンサクシネートを含む、請求項１に記載の生分解性エラストマー
材料。
【請求項１８】
　請求項１に記載の生分解性エラストマー材料から形成される生分解性エラストマーグロ
ーブ。
【請求項１９】
　生分解性エラストマー材料であって、
ａ）　ポリクロロプレンを含むハロゲン含有エラストマー重合体；および
ｂ）　生分解剤
を含む組成物から形成される生分解性エラストマーグローブ材料を含み、
前記生分解性エラストマー材料が、生分解剤非存在下での実質的に同一な参照エラストマ
ーグローブ材料の生分解速度よりも大きな、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１試験基準に従って測定
される生分解速度を示す、
上記生分解性エラストマー材料。
【請求項２０】
　請求項１９に記載の生分解性エラストマー材料から形成される、生分解性エラストマー
グローブ。
【請求項２１】
　生分解性エラストマーグローブを生成するための方法であって、
ａ．　所定のサイズおよび形を有するグローブ形成剤を得ること；
ｂ．　グローブ形成剤の少なくとも一表面部分を凝固剤と接触させることで、グローブ形
成剤の表面部分上に少なくとも一部分の凝固剤コーティングを得ること；
ｃ．　凝固剤コーティングを乾燥させること；
ｄ．　その表面上に乾燥した少なくとも部分的な凝固剤コーティングを有するグローブ形
成剤を、
　ｉ．　アクリロニトリルブタジエン系ゴム；
　ｉｉ．　アルカリ安定化剤；
　ｉｉｉ．　金属酸化物架橋剤；および
　ｉｖ．　生分解剤
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を含む組成物でコーティングすること；
ｅ．　ステップｄ）のコーティングを硬化させることで、生分解剤非存在下での実質的に
同一な参照エラストマーグローブ材料の生分解速度よりも大きな、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１
試験基準に従って測定される生分解速度を示すエラストマーグローブ材料を得ること、
を含む、上記方法。
【請求項２２】
　生分解性エラストマーグローブを生成するための方法であって、
ａ．　所定のサイズおよび形を有し、少なくとも部分的に支持材で覆われているグローブ
形成剤を得ること；
ｂ．　ステップａ）の支持材の少なくとも一部を、
　ｉ．　アクリロニトリルブタジエン系ゴム；
　ｉｉ．　アルカリ安定化剤；
　ｉｉｉ．　金属酸化物架橋剤；および
　ｉｖ．　生分解剤
を含む組成物と接触させることによって、支持材上に前記組成物の第一コーティングを得
ること；
ｃ．　第一コーティングを少なくとも部分的に固化させること；
ｄ．　ステップｂ）およびｃ）を順に「ｎ」回繰り返し、ここで「ｎ」は１以上の整数で
あり、それによって、生分解剤非存在下での実質的に同一な参照エラストマーグローブ材
料の生分解速度よりも大きな、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１試験基準に従って測定される生分解
速度を示す、支持されたエラストマーグローブ材料を得ること、
を含む、上記方法。
【請求項２３】
　生分解性エラストマーグローブを生成するための方法であって、
ａ．　所定のサイズおよび形を有するグローブ形成剤を得ること；
ｂ．　グローブ形成剤の少なくとも一表面部分を凝固剤と接触させることで、グローブ形
成剤の表面部分上に少なくとも一部分の凝固剤コーティングを得ること；
ｃ．　凝固剤コーティングを乾燥させること；
ｄ．　その表面上に乾燥した少なくとも部分的な凝固剤コーティングを有するグローブ形
成剤を、
　ｉ．　ポリクロロプレンを含むハロゲン含有エラストマー重合体、および
　ｉｉ．　生分解剤
を含む組成物でコーティングすること；
ｅ．　ステップｄ）のコーティングを硬化させることで、生分解剤非存在下での実質的に
同一な参照エラストマーグローブ材料の生分解速度よりも大きな、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１
試験基準に従って測定される生分解速度を示すエラストマーグローブ材料を得ること、
を含む、上記方法。
【請求項２４】
　生分解性エラストマーグローブを生成するための方法であって、
ａ．　所定のサイズおよび形を有し、少なくとも部分的に支持材で覆われているグローブ
形成剤を得ること；
ｂ．　ステップａ）の少なくとも一部の支持材を、
　ｉ．　ポリクロロプレンを含むハロゲン含有エラストマー重合体；および
　ｉｉ．　生分解剤
を含む組成物と接触させることによって、支持材上に前記組成物の第一コーティングを得
ること；
ｃ．　第一コーティングを少なくとも部分的に固化させること；並びに
ｄ．　ステップｂ）およびｃ）を順に「ｎ」回繰り返し、ここで「ｎ」は１以上の整数で
あり、それによって、生分解剤非存在下での実質的に同一な参照エラストマーグローブ材
料の生分解速度よりも大きな、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１試験基準に従って測定される生分解
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速度を示す支持されたエラストマーグローブ材料を得ること、
を含む、上記方法。
【請求項２５】
　生分解性熱可塑性材料であって、
ａ）　ポリ塩化ビニルを含むハロゲン含有熱可塑性重合体；
ｂ）　生分解剤；および
ｃ）　可塑剤
を含む組成物から形成され、
生分解剤非存在下での実質的に同一な参照熱可塑性材料の生分解速度よりも大きな、ＡＳ
ＴＭ　Ｄ５５１１試験基準に従って測定される生分解速度を示す、
上記生分解性熱可塑性材料。
【請求項２６】
　生分解性熱可塑性グローブを生成するための方法であって、
ａ．　所定のサイズおよび形を有するグローブ形成剤を得ること；
ｂ．　その表面上に乾燥した少なくとも部分的な凝固剤コーティングを有するグローブ形
成剤を、
　ｉ．　ポリ塩化ビニルを含むハロゲン含有熱可塑性重合体、および
　ｉｉ．　生分解剤
を含む組成物でコーティングすること；
ｃ．　ステップｂ）のコーティングを硬化させることで、生分解剤非存在下での実質的に
同一な参照熱可塑性グローブ材料の生分解速度よりも大きな、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１試験
基準に従って測定される生分解速度を示す熱可塑性グローブ材料を得ること、
を含む、上記方法。
【請求項２７】
　生分解性熱可塑性グローブを生成するための方法であって、
ａ．　所定のサイズおよび形を有し、少なくとも部分的に支持材で覆われているグローブ
形成剤を得ること；
ｂ．　ステップａ）の支持材の少なくとも一部を、
　ｉ．　ポリ塩化ビニルを含むハロゲン含有熱可塑性重合体；
　ｉｉ．　可塑剤；および
　ｉｉｉ．　生分解剤
を含む組成物と接触させることによって、支持材上に前記組成物の第一コーティングを得
ること；
ｃ．　第一コーティングを少なくとも部分的に固化させること；並びに
ｄ．　ステップｂ）およびｃ）を順に「ｎ」回繰り返し、ここで「ｎ」は１以上の整数で
あり、それによって、生分解剤非存在下での実質的に同一な参照熱可塑性グローブ材料の
生分解速度よりも大きな、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１試験基準に従って測定される生分解速度
を示す支持された熱可塑性グローブ材料を得ること、
を含む、上記方法。
【請求項２８】
　生分解性熱可塑性グローブであって、
ａ）　ポリ塩化ビニルを含むハロゲン含有熱可塑性重合体；および
ｂ）　生分解剤
を含む組成物から形成される生分解性熱可塑性グローブ材料を含み、
前記生分解性熱可塑性グローブ材料が生分解剤非存在下での実質的に同一な参照熱可塑性
グローブ材料の生分解速度よりも大きな、ＡＳＴＭ　Ｄ５５１１試験基準に従って測定さ
れる生分解速度を示す、
上記方法。



(112) JP 2015-532675 A 2015.11.12

10

20

30

40

【国際調査報告】



(113) JP 2015-532675 A 2015.11.12

10

20

30

40



(114) JP 2015-532675 A 2015.11.12

10

20

30

40



(115) JP 2015-532675 A 2015.11.12

10

20

30

40



(116) JP 2015-532675 A 2015.11.12

10

20

30

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ｃ０８Ｌ  67/04     (2006.01)           Ｃ０８Ｌ   67/04     　　　　        　　　　　
   Ｃ０８Ｌ   5/00     (2006.01)           Ｃ０８Ｌ    5/00     　　　　        　　　　　
   Ａ４１Ｄ  19/00     (2006.01)           Ａ４１Ｄ   19/00     　　　Ａ        　　　　　
   Ａ４１Ｄ  19/04     (2006.01)           Ａ４１Ｄ   19/04     　　　Ｂ        　　　　　
   Ｃ０８Ｌ 101/16     (2006.01)           Ｃ０８Ｌ  101/16     　　　　        　　　　　

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,TJ,T
M),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,RO,R
S,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,KM,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,
BB,BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,H
R,HU,ID,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI
,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SA,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,
UG,US,UZ

(74)代理人  230113332
            弁護士　山本　健策
(72)発明者  モーズリー，　ブライアン　ヒュー
            アメリカ合衆国　ジョージア　３０７３０，　リアリー，　オーク　ヒル　ロード　４２６０
(72)発明者  ターナー，　メリー　エレイン
            アメリカ合衆国　ジョージア　３０７５３，　トリオン，　パイン　ストリート　６７１
(72)発明者  レッドパス，　ニール　ダグラス
            イギリス国　ディーワイ１　２ジージー　ウエスト　ミッドランズ，　ダドリー，　チャールコー
            ト　ドライブ　１４
Ｆターム(参考) 3B033 AB00  AC01  BA02 
　　　　 　　  4J002 AB042 AB052 AB053 AC071 AD032 BG101 CF032 CF182 CF192 CG012
　　　　 　　        DE056 DE077 DE107 DF016 EF038 EF077 EL068 EL069 EL079 FD036
　　　　 　　        FD147 FD192 FD193 FD198 FD199 GC00  GG02 
　　　　 　　  4J200 AA02  AA04  BA09  BA10  BA12  BA14  BA18  BA19  BA20  BA36 
　　　　 　　        BA37  BA38  BA39  DA17  DA24  EA11  EA21 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	written-amendment
	search-report
	overflow

